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プロローグ







　ヘルミーナ・フォン・ホルヴェークは、自他共に認める箱はこ入いり娘むすめだ。

　それは結けつ婚こんした今も変わらない。

　実家は貴族の名家であり、大きな鉱山を持つ資産家でもある。

　一人ひとり娘むすめのため、両親からは蝶ちようよ花よと育てられ、何一つ不自由なく暮らしてきた。

　そしてこれは自覚していないのだが、なにやら『天然』だと周りの人たちからよく言われる。

　たとえば隣となりの国のクラリッサ女王陛下。彼かの女じよとは刺し繍しゆうという共通の趣しゆ味みがあり、よく互たがいの作品を送りつけ合っている。

　機会を見つけては直に会ったりもしているのだが、毎度毎度、女王陛下は言うのだ。

「まったく、相も変わらずヘルミーナはボケボケですね。おっとりにも程ほどがありますよ」

　向こうだって、それほどしっかりしているわけではないのに。

　そして一年前、ヘルミーナの結けつ婚こん式しきに駆かけつけてくれたクラリッサ女王陛下は、

「まさかヘルミーナに先を越こされるなんて……悔くやしい！」

　なんて歯は軋ぎしりしていた。しかし、そのあとすぐ、

「わたくしもエイジ様という運命の人を見つけましたわ。だからここは素す直なおにヘルミーナの結婚を祝福しましょう。おめでとうございます」

　と言って抱だきしめてくれた。

　それだけで終わればこちらも泣いて喜んだのだが、

「それでヘルミーナ。あなたはもう人妻なのですから、いい加減、しっかりしなければいけませんよ。空を見上げているだけで気が付けば一時間も経たっていたなんて性格、直しましょう！」

　そう余計な説教をしてくれた。

　まあ、確かにヘルミーナは少しノンビリしているかもしれない。だが、空を見ているのは楽しい。遠くの山もいいし、目の前の草花も最高。川の流れなら一日中だっていける。誰だれだってそんなものだろうと思うのだが。話を聞いていると、どうも違ちがうらしい。

　もっともヘルミーナとて、結婚して一年以上が経ったのだ。

　今まで見えていなかったことも見えてくるようになった。

　たとえば自分を帝てい都とに残して、夫が領地に行ってしまったときなど、焦しよう燥そう感かんで胸が一いつ杯ぱいになる。

　早く帰って来て欲ほしい。早く早く――。

　どうして世の中の人たちがせかせかしているのか、結婚してようやく分かった気がした。

　だって夫のことが大好きだから。

　初めて出会ったときから、ずっと。

　見つめ合うだけで幸せ。抱きしめ合えば、そのまま時が止まってしまえばいいのに、とさえ思う。

「はぁ……エグモント様は今いま頃ごろなにをしているのでしょうか……」

　ベランダの椅い子すに座すわり、雲の流れをぼんやり見つめていたヘルミーナは、ふとそんな呟つぶやきをこぼす。

　なにせ夫であるエグモントは、また仕事で領地に行ってしまった。連れていってと懇こん願がんしたのに「忙いそがしくて構ってあげられないから、帝都で待っていた方がいい」と、いつもの如ごとく取り残されてしまった。

「ヘルミーナ様。まだ空を見上げていたのですか？　よく飽あきませんね」

　メイドのテレジアがいつの間にか隣に立っており、呆あきれた顔をしている。

　テレジアはヘルミーナより二つ年上なだけだが、とてもしっかりもので、家事は何でもこなす。

　また、朝あさ寝ね坊ぼうのヘルミーナを叩たたき起おこすことが出来る、唯ただ一人ひとりの人材だ。

　彼女がいなければ、ヘルミーナはお布ふ団とんの中でいつまでもゴロゴロしているだろう。

「ええ、だって、ほら。雲の形が面おも白しろいですよ？　少しずつ変わっていきますし……飽きるわけがないでしょう」

「しかし、もう二時間もベランダに座ったままで……風か邪ぜを引いてしまいます」

　そう言ってテレジアは、ヘルミーナの膝ひざに毛布をかけてくれた。

「ありがとう。けれど……二時間？　まさか、そんな」

「いいえ、二時間経ちました。あまりこの様なことは言いたくありませんが、ヘルミーナ様。もう少ししっかりなされた方がいいと思いますよ」

　テレジアはまるでクラリッサ女王陛下のようなことを言い出す。

　だからヘルミーナも少し反論の必要性を見いだし、頑がん張ばって言葉を探した。

「けれども私だって……結婚してから成長したはずです……多分、きっと……」

「どこがですか。見ていて本当に心配になりますよ？」

　かなりキツめの口調で返された。

　そのときヘルミーナは、あることに気が付く。

「あの……これはもしかしてですが。私、かなり失礼なことを言われているような」

　恐おそる恐る言ってみると、テレジアは唖あ然ぜんとした顔になる。

「今まで気付いていなかったんですか!?」

「はい……」

　ヘルミーナはしょんぼりする。

　するとテレジアは深くため息を吐つき、そしてヘルミーナの手を握にぎってきた。

「まったく天然にも程がありますよ、ヘルミーナ様。私は旦だん那な様さまからヘルミーナ様のことを頼たのまれているのですから。私の責任においてヘルミーナ様をもっとしっかり者にしてみせます！」

「それはそれはご苦労様ですね。しかし頑張りすぎると疲つかれるので、一いつ緒しよに空でも見ませんか？」

「まだ飽きていないのですか!?　まあ、それはそれとして。ヘルミーナ様に手紙が三通も届いていますよ」

　そう言ってテレジアはテーブルの上に封ふう筒とうを置くと、洗せん濯たく物ものを取り入れると言ってベランダをあとにした。

　ヘルミーナはまだまだ空を眺ながめることに飽きていなかったが、しかし、せっかくの手紙だ。テレジアに怒おこられたことだし、空を見上げるのは中断しよう。

　一通目は友人のクラリッサ・オーガスタ女王陛下からだった。




『おひさしぶりです、ヘルミーナ。お元気ですか？　どうせまた空でも眺めていたのでしょう？　あんまりボンヤリしすぎて旦那さんに愛あい想そをつかされないよう気をつけてくださいね』




　なんて酷ひどい書き出しだろうか。ヘルミーナがボンヤリ空を眺めていると決めつけている。実際にそのとおりなのが悔しいが、それにしても酷い。




『わたくしのところは相変わらず地じ震しんが多発していて本当に参っています。しかし、それも直に解決するでしょう。なにせエイジ様にお願いしましたから。覚えていますか？　一年前、あなたの結婚式に向かう途と中ちゆう、森でモンスターに襲おそわれたわたくしとララセルを助けてくださった、あの超ちようイケメンです！　ああ、今からエイジ様と会うのが楽しみですわぁ！』




　エイジに対する憧あこがれを表わす言葉が、その後もひたすら続いていた。

　彼女はこの手紙を果たして何のために送ってきたのか。

　まあ多分、深くは考えていない。

　恋こいバナをしたい気分だったのだろう。

　正直どうでもいいので適当に読み飛ばす。

　なにせ二通目は愛する夫からの手紙なのだ。早くこちらを読みたい。

　ヘルミーナはドキドキしながら封筒を開ける。




『ああ、愛いとしのヘルミーナ。君に会えない日々は辛つらいよ。しかし私は皇こう帝ていから領地を頂いた身だ。皇帝の期待を裏切らぬため、立派に運営していかなくては。村々を回って領民の不満を聞いたり、稲いな作さくの経過を見たりと大変だが、やりがいがある。しかしハードだから、か弱い君を連れて行くわけにはいかない。寂さびしい思いをさせて済まない。だけど帰ったら、その分、愛してあげるよ。私の可愛かわいい可愛いヘルミーナ』




　三回ほど読み返し、そしてヘルミーナは〝ぽぅ〟と熱い息を吐はいた。

「エグモント様、ああエグモント様！　私もあなたを愛しています！　そんなにお忙しいのにわざわざ手紙を書いてくださるなんて……私はそれだけで幸せです！」

　ヘルミーナは手紙を指でなぞり、夫のぬくもりを肌はだで感じ取る。

　自分はなんて幸せなのだろうと、心の底から思った。

　今日は残りの時間、ずっとこの手紙を読み続けよう、なんてノンビリしたことを考えたが、手紙はもう一通あることを思い出す。

　差出人の名は――黄金の夜明けゴールデン・ドーン。ロザリオ・ロンバルト。

　はて。知らない名前だ。どこの誰だろう？

　ヘルミーナは首を傾かしげながら手紙を開く。警けい戒かい心しんなど微み塵じんも抱いだいていなかった。







第一章　帝都到着







　ドルツァー帝てい国こくは大国である。

　経済力も、軍事力も、総面積も、人口も、オーガスタ王国とは格が違う。

　しかし幸いにも周辺諸国との関係は良好だった。特にオーガスタ王国は隣にあるということで、政治的にも経済的にも交流が盛んだ。

　自国の国益が最優先なのは当然であるが、それを守りつつ協力していける関係がある。これぞ平和というものだろう。

　そんなドルツァー帝国の帝都グラーベリンの街並みは、実に秩ちつ序じよだっていた。

　四階建てや五階建てのアパートメントが立ち並び、効率よく人間を収納している。

　道路の引き方も工学的で、非常に分かりやすい。看板を見ながら歩けば、よほどの方向音おん痴ちでない限り迷子になることはないはずだ。

　つまり街の設計に遊びが少ない。いかに隙すき間まなく効率よく詰つめ込めるかという実験をしているようにすら見えた。

　もちろん公園や広場はある。だが、それすらも理り屈くつで置かれているような気がする。

　生活するのに便利なのだろうが、どうしても圧あつ迫ぱく感を覚えてしまうのだ。

「俺おれはオーガスタ王国のほうが好きだな。開放感がある」

　新しん暦れき五〇七年、四月二十二日。

　エイジ・ハズウェルは広場のベンチに座り、そう呟いた。

「そうね。私もそう思うわ。もっとも私はオーガスタ王国で生まれた人間だから、ひいき目になっちゃうんだけど」

　エイジの右側に座る少女、ララセル・ラングリラも同じ印象を受けたらしい。なにせ彼女はオーガスタ王国の騎き士し。それも近この衛え騎士の筆頭である。祖国が一番なのは当然だろう。

　ちなみにララセルは今、騎き士し団だんの制服であるジャケットを脱ぬいで、代わりにパーカーを羽織っていた。

　オーガスタ王国の騎士が制服のままドルツァー帝国の帝都をウロウロしていたら、相手を挑ちよう発はつしているようなもの。いらぬトラブルは避さけるが吉きちだ。

　しかし剣けんは腰こしにぶら下げている。モンスターが街の外を徘はい徊かいしている今の地球において、武器の携けい帯たいは珍めずらしくもない。よって目立たない。

「テンコはこの街を見てどう思うんだ？」

　そしてエイジは、自分の左に座るテンコに声をかけた。すると彼女は顔を上げ、

「ホットドッグおいしい」

　と短く呟き、ホットドッグを食べる作業に戻もどってしまう。

「……お前に聞いた俺が馬ば鹿かだったよ」

　エイジはため息を吐くが、テンコは我関せずといった様子で、本当に美味おいしそうにホットドッグを頬ほお張ばる。頭の上に生えた狐きつね耳みみがピコピコと動き、その喜びをダイナミックに表現していた。

　そう。テンコの狐耳や尻尾しつぽは、アクセサリーではなく、本物なのだ。

　つまり彼女は人間ではない。

　ローゼンクロイツの遺産の一つ『工こう房ぼう』を守護する使つかい魔まだ。

　そしてエイジはテンコによって、工房の持ち主として選ばれた。おかげで地上最強ともいえる火力を手にした。

「いや、エイジもテンコちゃんのこと言えないでしょ。昼間っからお酒飲んで……」

　ララセルは呆れ顔でエイジの手元を見つめてくる。

　そこにはビール瓶びんがあった。

「いやいや。ドルツァー帝国に来たんだから、ドルツァービールを飲まなきゃ駄だ目めだろ。いやぁ美う味まいなぁ」

　エイジは瓶を直接口につけ、残っていたビールを一気に飲み干し、ぷはぁ、と息を吐く。

　それと同時にテンコもホットドッグを食べ終わり、手に付いたケチャップを舐なめ取った。

「マスター。もっと食べたい」

「俺ももっとビール飲みたい」

　利害が一いつ致ちした。

　さっきの店に買いに行こう。

　と、エイジとテンコが立ち上がったそのとき。

「遊んでる場合じゃないでしょ！」

　ララセルの怒ど気き混じりの声が、エイジとテンコを止めてしまう。

「ほんと真ま面じ目めだなぁララセルは。少しくらいはいいだろ。つか、お前も飲めよ」

「ふざけないで！　何のためにドルツァー帝国まで来たのか、忘れたわけじゃないでしょ！」

　お堅かたい女騎士様は、眉まゆを吊つり上あげて説教を始めた。ご苦労なことだ。

　そんなララセルに対し、テンコは真顔で答える。

「どるつぁー帝国、食べ歩きの旅」

「違うでしょテンコちゃん！　いくらテンコちゃんでも許さないわよ！」

　ララセルは一人で必死に怒っているが、テンコの方は涼すずしい顔で、なぜ怒られているのか分かっていない風だった。

「じゃあ何しに来たの？」

「オーガスタ王国を襲った黄金の夜明けゴールデン・ドーンのことを調べるためにここまで来たの！　黄金の夜明けゴールデン・ドーンは三十年前にも、ここドルツァー帝国で事件を起こしているわ！　そのときの記録を調べたら何か分かるかもしれないってことで来たんじゃない！」

「いま初めて聞いた。衝しよう撃げきの事実」

　テンコは感心したように呟きつつ、袖そでの中からビスケットを取りだしてポリポリ食べ始める。

「え……テンコちゃん知らなかったの!?」

「普ふ通つうにみんなで遊びに来たのかと」

「そ、そうだったんだ！　ごめんねテンコちゃん、怒ったりして！　用事が済んでからご飯沢たく山さん食べに行こうね！」

「ん。楽しみ」

　コクコク頷うなずくテンコ。ララセルはそれを抱きしめて頭を撫なで回まわした。

　テンコは耳を触さわられて、くすぐったそうにモゾモゾ動く。

「というわけで！　悪いのはエイジね！」

「どうしてそうなるんだよ？」

「だって、テンコちゃんに旅の目的教えてなかったし！　あと目的知った上でビール飲んでるし！　タチが悪いわ！」

「いや、まあ正論なんだが……正論だけだと世の中、面白くないぜ？」

「今は面白さ求めてないから！　いいこと!?　王都が半はん壊かいしたのよっ！　その犯人を捜さがすの！」

「犯人捜しはビール飲みながらでも出来ると思うんだよなぁ」

「シャラップ！」

　ララセルはエイジからビール瓶を取り上げて、ゴミ箱に投げ捨てた。

　そしてエイジとテンコの手を引っ張り、肩かたを怒らせながらズンズンと歩き出す。

　向かう先は、ホルヴェーク伯はく爵しやくの屋や敷しき。

　なにせ三十年前に黄金の夜明けゴールデン・ドーンの本ほん拠きよ地ちがあった場所は今、ホルヴェーク伯爵の領地になっているらしいのだ。





△






　エイジとララセルの出会いは今から一年前に遡さかのぼる。

　当時ララセルは、オーガスタ王国の女王クラリッサ・オーガスタの護衛として、ドルツァー帝国行きの列車に乗っていた。だが、その列車が巨きよ大だいモンスターに襲しゆう撃げきされ、絶体絶命の危機に陥おちいっていた。

　そこにたまたま通りかかったエイジとテンコが、巨大モンスターを討とう伐ばつしたのだ。

　おかげでクラリッサ女王は、無事にドルツァー帝国に辿たどり着つき、友人の結婚式に出ることが出来た。

　その一年前に結婚したクラリッサの友人というのが、ホルヴェーク伯爵の妻である。

　そしてクラリッサ女王のコネを使い、ホルヴェーク伯爵から色々と話を聞くのがエイジたちの目的だった。

　ホルヴェーク伯爵は領地に立派な屋敷を持っているが、帝都にも家を持っている。普ふ段だんはこちらに住んでいるはずだ。

　ララセルは伯はく爵しやく邸ていの呼よび鈴りんを鳴らし、現われた執しつ事じにクラリッサ女王から預かってきた紹しよう介かい状じようを渡わたす。

　するとすぐに応接室に案内してくれた。

「失礼します」

　そして若いメイドが入ってきて、お菓か子しとコーヒーを出してくれた。

　見覚えのあるメイドだな、とエイジはその顔を見つめる。

　視線に気付かれ、向こうもこちらを見てきた。

「あら？　もしかして……あなたはエイジ様では？」

　メイドは驚おどろいた顔でそう言った。

　しかしエイジはもっと驚いている。

　なぜ彼女はこちらの名前を知っているのだろう。

「エイジ様は覚えていないかもしれませんが、私は覚えていますよ。一年前の結婚パーティーでお見かけしました。まあ、言葉は交かわしていませんけど……」

「ああ、なるほど。あの元気なメイドさん」

　エイジのような風ふう来らい坊ぼうは、結婚式そのものには当然参加させてもらえなかった。

　しかし、そのあと、この屋敷で開かれた立食パーティーには、クラリッサ女王のおかげで潜もぐり込むことが出来た。

　もちろん周りは貴族ばかりなので、エイジとテンコは端はしの方で食欲を満たすことに徹てつしていた。

　そのパーティーの中、一ひと際きわ目立つほど一いつ生しよう懸けん命めい働くメイドがいたのだ。

　それが今、目の前にいる彼女である。

「覚えていてくれたんですね、ありがとうございます。それとララセル様にテンコ様。旦那様がいないときに来客というので一体誰かと思ったら、皆みなさんだったんですね。あ、ちなみに私、テレジアといいます」

　名乗ってからテレジアはペコリとお辞じ儀ぎした。

　それがとても丁てい寧ねいだったので、エイジとララセルもつられて「ああ、どうも」とお辞儀を返す。

「最近、何だかヘルミーナ様が落ち込んでいる様子だったので、皆さんが遊びに来てくれて嬉うれしいです。旦那様が帰ってこないことには完全復活はしないでしょうが……これでヘルミーナ様も少しは元気が出るでしょう」

　別に遊びに来たわけではないのだが、水を差すのもはばかられるので、適当に笑っておく。それに、ぱくぱくお菓子を食べるテンコが横にいるので、仕事で来たといっても説得力がない。

「それではごゆっくり」

　テレジアが出て行ってから、エイジはコーヒーを飲む。

　流石さすがは貴族。いい豆を使っている。味も香かおりも抜ばつ群ぐんだ。

「お待たせしました」

　ほどなくして応接室に一人の女性が入ってきた。まだ十五歳さいかそこらの、しかしとても美しい人だ。

　少々ぼんやりした印象を受けるが、気品に溢あふれている。

　彼女こそがクラリッサ女王の友人にしてホルヴェーク伯爵の妻。ヘルミーナ・フォン・ホルヴェークである。

「お久しぶりですね、ララセルさん。それから……エイジさんとテンコさんですね？」

　上流階級の人間らしく、幼い顔に似合わない優ゆう雅がな声だった。

「……俺らのことまで覚えているのですか？」

　驚いたエイジは思わず聞き返してしまう。

「ええ。クラリッサ様をモンスターから救ってくれた人たちですもの。忘れたりはしませんよ」

　ヘルミーナはそう言って微ほほ笑えむ。

　確かに一年前、パーティーの最中にクラリッサ女王が、エイジとテンコのことを紹しよう介かいしてくれた。しかし、それは一いつ瞬しゆんの出来事で、ほんの少し顔を合わせただけのこと。

　むしろエイジのほうがヘルミーナの顔をうろ覚えだったのに。

　なんていい人なのだろう、とエイジは感激してしまった。

　おかげで会話は最初からスムーズに運ぶ。

「それで、クラリッサ様の紹介状に書いてありましたが。三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーン事件について調べているとか……？」

「はい。かつて黄金の夜明けゴールデン・ドーンの本拠地があった場所は、今ではホルヴェーク伯爵領になっています。何か知っていることがあれば……！」

　ララセルは身を乗り出してそう語る。一目でそうと分かるほど必死だった。

　しかしヘルミーナは首を傾げるばかり。

「とは言われても、私が生まれる前のことですし……そもそも、なぜ今頃、三十年も前の事件を調べているのですか？」

　ヘルミーナの言葉に、こんどはエイジとララセルが困こん惑わくしてしまう。

　クラリッサ女王の手紙を読んだのではなかったのか？

「陛下の紹介状には何と……？」

　ララセルが尋たずねると、

「ええっと……『ララセルたちが黄金の夜明けゴールデン・ドーン事件について調べに行くから、よろしくぅ！』とだけ……」

　ヘルミーナは困り顔で答えた。

　エイジとララセルの体から同時に力が抜ぬけていく。

　いったい何のための紹介状なのか。結局、エイジとララセルで一から説明しなければならないではないか。

「ヘルミーナ様。先日、オーガスタ王国の王都リッデルザールで、大規模な破は壊かい活動が行なわれたのはご存じですか？」

　うなだれているララセルに代わり、エイジが話を進めることにする。クラリッサ女王もすっとぼけた性格だが、ヘルミーナもまた、のほほんとし過ぎていて、こちらが急いでやらないと、いつまでも堂どう々どう巡めぐりになりそうだ。

「リッデルザールで破壊活動……？　まあ、それは大変！　クラリッサ様は大だい丈じよ夫うぶでしたか？　王宮が壊こわれてたりしていたら住むところがなくて大変でしょう……」

　案の定、ヘルミーナはズレたことを言い始める。

　しかし――生命の安否を微塵も案じず、真っ先に建物の話をする辺り、エイジよりもまともな感性といえるだろう。
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　ここは死んでも生き返るのが当然の世界なのだ。

　エイジのように一度限りの命というのが異い端たんなのである。

「王宮もクラリッサ様も無事ですから心配はなさらず。しかし、本当にご存じない？　あれだけの事件なら、ドルツァー帝国にも伝わっているはずですが」

「さあ……私、新聞はあまり読まないのです……活字を読むとどうしてか眠ねむくなって」

　ヘルミーナの言葉に、テンコがコクコクと頷いていた。どうやら同じ知的レベルらしい。

「では新聞を読まないヘルミーナ様のために、ザックリと説明させていただきます」

　まずエイジは、王都リッデルザールで地震が多発していたことを説明する。

　そして、その調査のために地下に潜ると、銀色の巨きよ人じんが横たわっていた。その巨人を採さい掘くつしていた連中は『黄金の夜明けゴールデン・ドーン』を名乗る。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンの手によって巨人は地上へと飛び出し、王都を破壊した。巨人はエイジやララセルの手によって迎げい撃げきしたが、黄金の夜明けゴールデン・ドーンを名乗る連中には逃にげられてしまった。

　王都に現われた黄金の夜明けゴールデン・ドーンが三十年前の奴やつらと関係しているのかは不明だが、他に手がかりもないので、こうしてドルツァー帝国まで調べに来た――。

「――と言うわけです」

「はあ、なるほど。そういうことだったのですか」

　ヘルミーナは本当に理解したのか怪あやしい声こわ色いろを出して頷く。

　ちなみにエイジは、あえてアマデウスに関しては説明しなかった。あれの話をすると、どうしても大ごとになってしまう。

　もっと詳くわしく知りたいなら、あとで新聞を読むなり、誰かに聞くなりしてもらおう。

「無論、力になりたいのは山々ですが……夫は今、領地に行っているのです。私は領地のことは分からないし……それに夫も黄金の夜明けゴールデン・ドーンのことは詳しくはないでしょう。三十年前は皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようでしたし、今となっては、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの痕こん跡せきなど残っていないと思いますよ？」

「そうですか……いや、まあ、そんなことだろうという予感はありましたけど」

　エイジは軽くため息をつき、肩をすくめてみせる。

　複雑な政治的背景があったわけでもない、たんに武装集団が暴れただけという捻ひねりのない出来事である。犯人たちが逮たい捕ほされた瞬しゆん間かんから風化してしまうのも仕方がない。

「ちなみに伯爵は、いつお戻りになられますか？」

　それでもララセルは、最後の希望とばかりに尋ねた。

「さあ……近ちか頃ごろ、忙しいらしくて。二週間くらい前に行ったきり、たまに手紙を送ってくれるだけです。今までもこういうことはあったので、心配はしていませんが……寂しいですね」

　呟いて、ヘルミーナは頬ほおを赤らめた。

　それを見たエイジとララセルは「うっ」と呻うめく。

　彼女と伯爵は、結婚してから一年程度しか経っていない新しん婚こん。クラリッサ女王の話では、喧けん嘩かもせず、ひたすらイチャイチャしているらしい。送られてくる手紙のノロケ話を読むだけで、身を引ひき裂さきたくなると言っていた。

　その一いつ端たんを垣かい間ま見みてしまった。

　こんな美人の奥おくさんが帰りを待っているなんて、男として伯爵が羨うらやましい。エイジは心底そう思った。

　――リア充じゆう爆ばく発はつしろ。

　などとエイジとララセルが怨おん念ねん込めた目まな差ざしを向けているあいだ、テンコは一心不乱にクッキーやチョコレートを食べまくっていた。

　女王の前だろうが貴族の前だろうが、微塵もスタイルを変えない。ある意味、凄すごいことだ。ヘルミーナはそんなテンコに気分を害した様子もなく、むしろニコニコしながら眺めていた。

　やはりテンコの愛らしさには誰も敵かなわないということか。凄すさまじい。

「それにしてもエイジ。これからどうする？　何も収しゆう穫かくがないままオーガスタ王国に帰るわけにはいかないし……」

「とりあえず、三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーン本拠地に行ってみたらいいんじゃないか？　何もないかもしれないが、他にアテもないしな」

　現地に行って、そこの空気を吸うだけで感じ取れるものもある。

　少なくとも、ジッと考え込んでいるよりはマシだろう。

　ただ問題なのは、ホルヴェーク伯爵の領地で、他国の騎士が調査活動を行なってもよいのか、ということだ。

　そんな疑問を込めてヘルミーナを見ると、彼女は相変わらずニコニコと微笑んでいた。

「いいと思いますよ。立ち入るのは自由ですから。大きなトラブルさえ起こさなければそれで……」

「ご安心くださいヘルミーナ様。私も騎士です。むしろトラブルを解決する側ですから」

　ララセルは胸を張ってそう言った。

　本当にそうだろうか、とエイジは疑問を持ったが、ヘルミーナが感心した様子で「あらあら」と言っているから、問題ないだろう。
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　エイジたちが帰ったあと、ヘルミーナは応接室に一人残り、考え込んでいた。

　まったく、奇き妙みようなタイミングで訪ねてきたものだ。

　別に迷めい惑わくというわけではない。ヘルミーナは人と話すのが好きな方だ。普ふ段だんなら、むしろ手放しで大だい歓かん迎げいしただろう。

　しかし彼かれらは、黄金の夜明けゴールデン・ドーンのことを調べたいと言っていた。

　ヘルミーナのところにふざけた手紙を送ってきた、ロザリオ・ロンバルトとかいう女が属する組織の名だ。

　まったく、彼女は何のつもりだったのだろうか。

　あまりのおぞましさにヘルミーナは、すぐに手紙を焼いてしまった。

　しかし警察に届けて、調べてもらった方がよかったかもしれない。

　きっと、エグモント・ホルヴェークに惚ほれたどこかの小こ娘むすめが、ヘルミーナに嫌いやがらせしたくて送ってきたのだ。

　とにかく、あの手紙は出で鱈たら目めに決まっている。

　愛する夫が『あんなこと』をしているなんて、絶対に信じられない。信じたくない。

　一緒に入っていた銀塩写真だって、きっと偽にせ物ものだ。

　どうやって作ったのか知らないが、魔ま法ほうか何かで偽ぎ造ぞうしたのだ。

　ゆえに嘘うそ。

　ヘルミーナは夫を信じる。そうしないと全すべてが壊れてしまう。

　あんなこと。あんなことはあってはならない。

　あれはもう、夫がどうとかいう以前に、世界そのものが信じられなくなってしまう。

「そうよ……ありえないわ……！」

　ヘルミーナは自分の肩を抱き、ぶるっと震ふるえた。

　と、そのとき。

「いいえ。私が送った写真は本物よ。あなたの夫はご覧のとおり人でなし。ほら、新しい写真を持ってきてあげたわ。ふふ……今度はお友達と楽しい狩かりに、お食事会ね。とても素す敵てきな笑え顔がおだわ」

　いつの間に潜り込んでいたのか。

　部屋の中に見知らぬ少女が一人いた。

　銀色の髪かみが流れ、薔薇ばらの香りが漂ただよう。

　同性であるヘルミーナから見ても、絶句するほど美しい少女だった。

「だ、誰だれ!?」

「あら、ごめんなさい。驚かせてしまったわね。ほら、前に手紙を送ったでしょう？」

　そして彼かの女じよは名乗った。ロザリオ・ロンバルト、と。

　いわく、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの幹部。

　いわく、全世界に反逆する者。

「そう。私は反逆者。人が死なないはずのこの地球で、人殺しを夢見る乙女おとめなのよ」

　ロザリオは優雅に呟き、軽かろやかなステップでヘルミーナに近づいてきた。

　人殺し。

　彼女の容姿が綺き麗れいであればあるほど。動きが軽やかであればあるほど。

　その言葉が不気味に響ひびいてくる。

　今の地球において、人殺しなんて不可能だ。そんなのは大昔にあったといわれる、おとぎ話でしかない。

　なのにロザリオの口から流れたその言葉は、どうしても重みを感じてしまう。

　相手が自分よりも小こ柄がらな少女だというのに、ヘルミーナはつい後ずさってしまった。

「人殺し……？　そんなの……勝手にやればいいじゃないですか！　どうして私のところに訳の分からない写真を送ってくるんですか！」

「分かってないのね。それとも、分かってるんだけど、目を背そむけているだけ？　あなたの大好きなエグモント・フォン・ホルヴェーク伯爵は、ご覧のとおりの鬼き畜ちくなのよ」

　ロザリオはテーブルの上に写真を並べた。

　そこに写っていたのは恰かつ幅ぷくのいい男たち。おそらくは貴族だろう。上等にあつらえた服を着て、馬に乗って猟りよう銃じゆうを構えている。その銃じゆう口こうの先には――。

「やめて！」

　ヘルミーナは叫さけび、写真を振ふり払はらう。

　テーブルの上から舞まい落おちたそれらは、十枚近くあった。

　見たくない。だから目を瞑つぶる。

　全部嘘に決まっているから。見たって仕方がない。

「あらあら、酷ひどいわねぇ。私はあなたと友達になりたいのに。信じてくれないのね。だったら、こうしましょう。今から一緒にホルヴェーク伯爵領に行くの。そして、その目で真実を見るのよ。そうしたら、あなただって信じるしかないでしょう？」

「ホルヴェーク伯爵領に行く……？　この目で……確かめる？」

「そう。私の言っていることが本当なら、こんなところで頭を抱かかえている場合じゃないでしょ？　何とかしなきゃ。逆に嘘だったとしても、あなたは大好きな夫に会いに行けるじゃない。いいことだらけ。ね、私が連れて行ってあげるから」

　ロザリオは真しん紅くの瞳ひとみで、こちらをジッと見つめてくる。

　その不思議な迫はく力りよくに飲み込まれ、ヘルミーナは頷うなずいてしまった。

　しかし大丈夫。

　ロザリオの言っていることは嘘に決まっている。写真も全て偽物。

　だから大丈夫。大丈夫なのだ。
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　ホルヴェーク伯爵領は帝国の中でさほど重要な場所ではないので、鉄道はまだ未開通だった。

　そこで馬車を買おうという話になったが、エイジはあまりお金を持っていない。

　なにせ世界中を放ほう浪ろうして、遺い跡せきから旧世界の機械などを発はつ掘くつして回っている風来坊だ。

　まともな収入源がなく、その日暮らしである。

　しかしララセルは、女王陛下を御お守まもりする近この衛え騎き士しだ。収入が安定している上、旅の経費として、クラリッサ女王からまとまった金額をもらってきたらしい。

　その金を使ってエイジたちは、二頭立て四輪馬車を買った。

　安いが立派な馬車だった。明日の朝までには馬も用意すると商人は言う。

　それならばと任せてしまい、エイジたちは帝てい都とで一泊ぱくすることにした。

「クラリッサ様から旅費を預かったのはララセルなんだから、お前がホテル決めていいぞ」

「ほんと!?　じゃあドルツァー・ロイヤルホテル！」

　ララセルはノータイムで最高級ホテルの名を口にした。

　冗じよう談だんか？　とエイジが訝いぶかしんでいると、ララセルはそのまま歩き出し、帝都でも一際目立つ三十階建てのドルツァー・ロイヤルホテルに入り、あれよあれよという間にスイートルームを二つ借りてしまった。

「忘れてた。ララセルも一応、伯爵なんだよな……」

　ホテルのロビーでエイジは呟つぶやく。

　ララセル・ラングリラという少女は、女王陛下を守る近衛騎士の筆頭であり、伯爵という爵しやく位いを持ち、しかも王宮の敷しき地ち内ないに屋敷を持つ、いわば勝ち組なのだ。

　エイジのような底辺とは、金銭感覚が根本から違ちがう。

「何をボンヤリしてるの？　行きましょ。最上階よ！」

　最上階のスイートルーム。

　口にするのは簡単だが、非現実的な響きを持った言葉である。

　エイジは今まで高級ホテルの前を通るたび、文字通り見上げていたのだが――今日、本当に泊とまれるらしい。

　いまだ実感は薄うすい。しかしエレベーターの扉とびらを見ていると、言いようのない喜びが湧わき上がってきた。

「よし、行くぜ！」

「な、なんでそんな急にテンション上がってるのよ……？」

「だって、お前。最上階だぞ。最上階ってことは、それだけ長い時間、エレベーターに乗っていられるってことだろうが！」

「……エレベーターってそんなに楽しいものだっけ？」

「楽しいに決まってるだろ！　機械でワイヤーを引っ張って上下するんだぞ。心が躍おどるじゃないか！」

「ふーん……？」

　ララセルにはエレベーターの魅み力りよくがまるで分からないらしい。知的好こう奇き心しんが欠落しているのだろうか。憐あわれみすら覚える。

「おい、テンコ。お前も早く来いよ」

「すいーとるーむって、美味おいしいものある？」

「ああ。頼たのめば何だって出てくるぞ、きっと」

「すごい……！」

　いつも無表情なテンコだが、珍しく目を丸くした。そして耳と尻尾を激しく揺ゆらし、エレベーターに飛び乗ってきた。

　そして動き出したエレベーターは、三人を最上階まで一気に運ぶ。

　かつて破壊の日ブロウクン・デイ以前のエレベーターは電動式だったらしい。だがウルティマラティオによって管理される今の世界は、電気機械が一いつ切さい使えない。

　よってエレベーターの数は少なく、あったとしても水力式か蒸気機関式のどちらかだ。

　そして、このホテルの近くに川はなかったので、蒸気機関式だろう。

　耳を澄すませば、蒸気機関らしき音が聞こえてくる。

「マスター。エレベーターはすごい。窓から見える景色があっと言う間に高くなった」

「だろう？　流石はテンコだ。よく分かっている」

「……テンコちゃんはエレベーターに乗らなくても、魔法の力で空を飛べるじゃない」

「乗り物はまた別の楽しさがある」

　思し慮りよの浅いララセルの言葉に、テンコは真理でもって答えた。

　今までもエレベーターに乗った経験が皆かい無むというわけではないが、これほどの高さまで直通しているものはエイジもテンコも初めてだ。

　興奮するのは当然のことで、不思議そうにしているララセルこそが変なのだ。

　だが、そんな至福の時間はすぐに終わってしまう。

　いくら高いビルといえど、しょせんは数十メートル。

　到とう着ちやくを知らせる「チン」という音とともに扉が開く。

「はぁ……この世は残ざん酷こくだなぁ……」

「めんどくさい男ね、後で好きなだけ乗りなさいよ！　それより、ほら。まずは部屋に行くわよ！」

　なるほど。言われてみれば、エレベーターは料金がかからない。一息ついたら十往復ほどしてみよう。

「廊ろう下かの赤絨じゆう毯たん……芝しば生ふみたい」

　一足先に最上階に足を踏ふみ入いれたテンコは、わくわくした様子で呟く。

　続いてエイジも絨毯を踏みしめる。なるほど、これは芝生だ。

　生き地じが厚く、そのくせ柔やわらかく、奇妙な感かん触しよくだ。雲の上を歩いているような気分にさえなった。

「えっと。この部屋が私とテンコちゃんのツインルーム。向かい側がエイジの部屋ね」

　ララセルは扉の前で立ち止まり、そしてテンコの手を引いて中に入っていこうとした。

　が、テンコは動かない。口をへの字に曲げて、首を横に振る。

「テンコはマスターと一いつ緒しよの部屋じゃなきゃ嫌いや」

　そう言って、エイジのジャケットをぎゅっと握にぎりしめた。

「嫌ってテンコちゃん……若い男と女が同じ部屋で寝ね泊とまりするのは、いけないことなのよ！　女は女同士！　男は男同士！」

「やだ」

　テンコはぷくーと頬を膨ふくらませ、ララセルを睨にらみ付つけた。

　大好きなテンコにそんな反応をされたララセルは、恋こい人びとに水をぶっかけられたような顔になる。

「テ、テテテ、テンコちゃん！　そんなに私が嫌きらいなの……!?」

「ララセルが嫌いとかじゃない。ただテンコはマスターと一緒じゃなきゃ駄目」

　最後通告を言い放ったテンコは、ララセルの手を振りほどき、エイジへと抱だきついてきた。

　ここまで親愛を示されると、エイジとしても頬を緩ゆるませるしかない。

　いやぁ、それにしても本当にテンコは可愛かわいい。彼女のマスターになることが出来て、幸せの極きわみだ。

「ずるい！　エイジだけそんなテンコちゃんに構ってもらえて、ずるい！」

　オーガスタ王国最強の騎き士し様は、最高級ホテルの廊下で駄だ々だをこね始めた。

　涙なみだすらうっすら浮うかんでいる。完全に子供だ。

　そんな哀あわれなララセルを見て、テンコも少し心変わりしたらしい。

「……じゃあ三人で一緒に寝ねよ？」

　そう呟いて、テンコはララセルの頭に手を伸のばし「泣かないで」と、なでなでする。

「いいの……？　私もテンコちゃんと寝てもいいの!?」

「いいよ。ララセルのこと嫌いじゃないよ。いじわるなこと言って、ごめんね」

　見た目十歳の狐きつね耳みみ幼女は、十七歳の筆頭騎士様を一いつ生しよう懸けん命めい慰なぐさめる。

　そして慰められた筆頭騎士様は、地上の幸福を全て独どく占せんしたかのような笑顔になった。

「テンコちゃぁぁん！　ありがとうテンコちゅわぁぁん！　私のほうこそワガママ言ってごめんねぇぇ！」

　ララセルはテンコを両りよう腕うでで抱きしめ、頬ずりし、そのままツインルームへと転がるようにして入っていった。
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　エイジのことは完全に無視だ。おそらく視界に映ってすらいないのだろう。

　やれやれ、とため息を吐つきつつ、エイジもツインルームへと入る。

　中では案の定、ベッドの上でララセルが、テンコを抱えたままゴロゴロと寝ね転ころがっていた。表情は至福そのもの。

　気持ちは分かるが、はたから見てると変態でしかない。

「テンコ。お前もご苦労なことだな」

「別に。テンコはララセルのこと好きだよ」

「ほぁぁぁっテンコちゃん！　私もだいしゅきぃぃっ！」

　ララセルは頭に血が上っており、完全に危ない人になっている。

　そんな危ない人に絡からまれながらも文句一つ言わないテンコ。まさに天使。

「けどララセル。お前本当にいいのか？　三人で寝るんだぞ？」

「は？　なに言ってるのよ。テンコちゃんと寝ることが出来るのよ。問題なんて皆無よ。ノープロブレム！」

「そうか……男と同じ部屋で寝るとか、お前の性格からして全力で回かい避ひしそうなものだが……そっちがいいならいいよ」

　エイジにとっては、ララセルのような美少女と一緒に眠ることに抵てい抗こうはない。むしろ嬉うれしいくらいだ。

　しかしララセルは、はっきりいって堅かた物ぶつである。そんな彼女が、こうもアッサリと受け入れたのは、不自然といえば不自然。

　まあ、テンコのことがそれだけ好きなのだ、と言われたらそれまでであるが――と、エイジが考えていると、ララセルは急に奇き声せいを上げてベッドから飛とび退のいた。

「ぬわぁぁっ！」

「どうしたララセル。テンコを残して部屋の隅すみに行ったりして。まさかゴキブリでも見つけたのか？」

　スイートルームにゴキブリがいたら一大事だ。

　文句を言って料金を安くしてもらおう。

「エイジと……エイジと一緒に寝るの、私!?」

「なにを今いま更さら驚おどろいているんだ……？　三人で寝ようとテンコが言っていただろ。で、お前は了りよう承しようしただろう？」

「してない！　私テンコちゃんのことしか考えてなかったし！　ああ、でも、そうね、よく考えたらそういうことだわ！」

　普ふ通つう、よく考えなくても分かりそうなものだが。

　どうやらテンコのせいで、一時的に知性が欠落していたらしい。

「……アホ過ぎて開いた口が塞ふさがらないが……それで冷静になったララセルさんはどうするんだ？　ま、こっちの部屋は俺おれとテンコが使って、お前は向かい側の部屋に行くのがベターだよな」

「いや……その……このまま三人一緒でいいわよ！　冷静になってもノープロブレム！」

「え。マジで？」

「マジよ！　断る理由がないわ！　そんなテンコちゃんだけでなく、エイジも一緒だなんて嬉しいだけ……じゃなく！　テンコちゃんが好きすぎて、エイジのことは気にならないわ！」

　ララセルは奇妙なほど赤くなっており、何かを誤ご魔ま化かすように機き関かん銃じゆうの如ごとく言葉を並べ、手をアタフタさせる。

「そうか……まあ、ララセルがいいなら、それでいいんだけど」

「そうよ、いいのよ！」

　訳が分からないが、ララセルが訳の分からない行動を取るのは珍めずらしくもない。気にしたら負けだ。

「テンコ。どうやら話がまとまったらしいぞ……って、もう寝てるし」

　ララセルに放置されたテンコは、ベッドで「すやぁ」と寝ね息いきを立てていた。

　エイジですら叫びたくなるくらい愛らしい寝ね顔がおだった。

「……ん？　おはようマスター。もう朝？」

　テンコはむくりと起き上がり、きょろきょろ周りを見回した。

「いや。お前が眠りについてから三分と経たっていないぞ」

「やはり。どうりで時間が進むのが早いと思った」

　テンコは合が点てんがいったという顔でコクリと頷うなずく。その仕草を見たララセルは、また震えていた。忙いそがしい人である。

「お前らを見てると飽あきないよ……それはともかく。晩ご飯を食べに行こうぜ。ホテルにレストランとかあるだろ？」

「流石はマスター。素敵な考え」

　狐耳と尻尾しつぽがピコピコ動き始める。

　底なしに食べる準備は万ばん全ぜんということだ。





△






　案の定、レストランでのテンコは猛もう烈れつだった。

「メニューにあるやつ全部食べたい」

　その恐おそるべき台詞せりふを聞いたララセルは三秒ほど葛かつ藤とうしたが、しかし頷いた。頷くしかなかった。テンコの願いなのだ。断るという選せん択たくは有り得ないのだ。

「おい、いいのかララセル。流石にお前……クラリッサ様がくれた旅費だって無限大じゃないだろ」

「いいのよ……！　私のポケットマネーで払うから！」

　かくしてララセルは一ヶか月げつ分の給料をテンコに貢みつぐことになった。後こう悔かいは微み塵じんもない。最高の散財の仕方だ。

　そして部屋に帰ってきたララセルは、いよいよテンコと一緒にお風ふ呂ろに入るという一大イベントを迎むかえていた。

「はぁ……テンコちゃんとお風呂に入れるなんて、私もう死んでもいい……」

「死んじゃ駄だ目めだよ」

　一緒に湯船に浸つかっているテンコは、ララセルを見つめて真ま面じ目めに言う。

　可愛い。可愛すぎる。萌もえ殺される。

「大丈夫よテンコちゃん……テンコちゃんの可愛らしさでダメージを負ってるけど、同時に超ちよう回かい復ふくもしてるから……はぁ、しゅごい……」

「よく分からないけど、よかったよかった」

　テンコはコクリと頷く。ララセルはそれを反射的に抱きしめ、その肌はだを撫なで回まわす。スベスベだ。これは凄い。一生撫で続けても飽きないかもしれない。このまま一体化したい。

「くすぐったい」

「ごめんなさいテンコちゃん……でも、もうちょっとだけ……」

「ちょっとだけだよ」

　お許しが出た。

　ララセルは思う存分テンコを撫で撫で。肩かたを撫で撫で、背中を撫で撫で、頭も撫で撫で。

　それから尻尾も――

「尻尾はダメ、ぜったい」

「そんな……」

「ダメ」

「うぅ……」

　テンコは耳なら触さわらせてくれる。ほっぺや二にの腕うでなども大丈夫だ。

　しかし尻尾だけはどうしても触らせたくないらしい。素す晴ばらしい毛並なので、モフモフすればさぞ気持ちがいいはずなのだが。

「テンコちゃんは、エイジにも尻尾は触らせないの？」

「そう。尻尾はマスターでもダメ」

　そうか。ならば仕方がない。我が慢まんする。

「けど、どうせならマスターも一緒にお風呂に入ればいいのに。大勢のほうが楽しい」

「え!?　テンコちゃん、まさか普段はエイジとお風呂入ってるの……ッ？」

　同じベッドで寝るだけならば百歩譲ゆずって許そう。しかしお風呂まで一緒だとすれば――ララセルはエイジを『敵』として認にん定ていするしかなかった。

「昔は一緒に入ってた。けど、ここ何年かダメって言われる。悲しい」

「そうなんだ。ま、そうよね」

　ララセルはほっと安あん堵どの息を吐く。エイジが幼女とお風呂に入って喜ぶ変態じゃなくて、本当によかった。

　しかしエイジとお風呂に入るというのはいいアイデアだ。テンコと入るという夢が叶かなったのだから、次は何とかしてエイジと――

「って、私はなにを考えているの！」

「なに考えてたの？」

「あ、いや、別に！」

　大声で誤魔化すと、テンコはさして興味もなさそうに「ふーん」と呟く。

「それにしても。マスターはどうして一緒にお風呂入ってくれなくなったの？　テンコは何も変わっていないのに……」

「テンコちゃんは変わってないかもしれないけど、エイジは大人になったから……」

「大人になったらテンコとお風呂入っちゃダメなの？」

「そりゃ……」

　テンコが純真な瞳ひとみで尋ねてくるから言いにくいが、ダメなものはダメなのだ。

「ララセルも大人だよ？　おっぱい大きい」

「私たちは女同士だからいいの！」

「もみもみ」

「あひゃっ……テンコちゃん、な、なにを！」

「たくさん触られたからお返し」

　などと言って、テンコはララセルの胸をむにむにと握る。

「テンコもララセルみたいにおっぱい大きくなりたい。どうしたら大きくなるの？」

「ちょ、ちょっとテンコちゃん、そんなにしたら、んんっ、ダメ……ぇ」

　かくしてララセルは、テンコを愛めでるつもりが思わぬ反はん撃げきにあい、のぼせる寸前まで攻せめられてしまったのであった。





△






　ララセルとテンコのあとにエイジは風呂に入った。スイートルームだけあって、広々とした風ふ呂ろ場ばだった。大満足である。

　そしてパジャマに着き替がえて部屋に戻もどると、ララセルが二つあるベッドのうち片方を「よいしょ」と持ち上げている場面に遭そう遇ぐうした。

「……なにしてんだ？」

「え？　だって三人で寝るにはキングサイズといえども手て狭ぜまでしょ。だからくっつけるのよ」

　ララセルは二つのベッドを隣りん接せつさせ、巨きよ大だいベッドを作り上げた。

　なるほど。これなら三人で寝ね返がえりを打っても余よ裕ゆうだろう。

「かつてない広さ」

　パジャマ姿のテンコが、合体ベッドの上をころころと転がった。

　そこに同じくパジャマ姿のララセルがダイブし、仲良く転がる。

「仲良しなのはいいが、遊んでないで寝るぞ。明日は出来るだけ早くに出発したい」

「分かってるわよ。仕方ないでしょ、テンコちゃんが転がってたんだから！」

　仕方がないのか。それは知らなかった。

「テンコが真ん中」

　狐耳幼女はど真ん中に陣じん取どり、大の字に寝る。そして――

「すやぁ」

「テンコちゃん、寝るの早い！　可愛い！」

　そう叫びながら、ララセルはテンコの左側に寝る。それならばとエイジは右側だ。

「じゃあエイジ。お休みなさい」

「おう。おやすみ」

　エイジはランプの灯あかりを消し、目を閉じた。これで今日の出来事は全て終わり。

　明日からまた頑がん張ばろう。

　と、思っていたのだが――。




　三人が眠ねむりについてから数時間が経った頃ころ。

　エイジは物音で目を覚ました。薄うす目めを開けてみると、どうやらララセルがトイレに行ったらしい。

　なんだ、と思い、再び目を閉じる。

　ところが事態は急変した。トイレから帰ってきたララセルが「むにゃむにゃ」言いながら、なぜかエイジの隣となりに潜もぐり込んできたのだ。

「……っ!?」

　突とつ然ぜんの出来事にエイジの体は硬こう直ちよくした。しかしララセルはそのまま密着し、柔らかいものを押おしつけてくる。

「うーん……テンコちゃーん……えへへ」

　はて。俺の正体はテンコだったのか、とエイジは考えてみたが、そんなはずはない。

　ララセルが寝ぼけているのだ。

　これは困った。どうするべきか――いや、どうもしなくていい。困ってもいない。

　美少女が添そい寝ねしてくれているのだ。嬉うれしいだけだ。ただちょっと、興奮して眠れそうもない。

「……テンコちゃん……なんかゴツい……？」

　ララセルはボンヤリした声を出し、ふと瞼まぶたを開けた。そしてエイジと目が合った。

「……よう」

「ふぁっ!?　なんでテンコちゃんがエイジになってるの！」

「いや。俺は生まれたときから俺だったと思うなぁ」

　エイジは出来るだけ平静を装よそおって答える。実際は緊きん張ちようしまくっていたが、ここでうろたえると格好がつかないのだ。

「え、あれ、私が間ま違ちがった……？」

「みたいだなぁ」

　ララセルはエイジにくっついたまま、目を白黒させ、手足をバタバタさせる。慌あわてすぎだろう。エリートのくせにアホっぽくて面おも白しろい。

　それにしても残念だ。添い寝を楽しむのもここまでである。

　バレてしまった以上、ララセルはテンコの隣に移動してしまう。

　そうエイジは思っていたのだが、なぜだかララセルはなかなか動かない。

「……ララセル。お前、このまま俺の隣にいるつもりか？」

「だ、ダメかしら……？」

「ダメじゃないけど……」

　理由が分からないので困こん惑わくを禁じ得ない。

「だって、ほら……下手に動いてテンコちゃんを起こしたら可哀かわい想そうだし……私も今いま更さらめんどくさいし……その、あの……」

　ララセルはもごもごと小さな声で理由を並べる。

　いまいち納なつ得とくしがたい理由である。が、エイジも頭に血が上っており、気にしている余裕がなかった。

　とにかく女の子の体温とおっぱいが隣にあるという状じよう況きようが素晴らしい。

「ま、まあ……いいんじゃないか、な……？」

「そ、そうよね、いいわね……！」

　お互たがい納得した。問題ない。思う存分、添い寝する。

　それにしても、でかい。ララセルのおっぱい、でかい。知性が吸い取られる。

「ねぇエイジ……なんか、堅かたいものが、当たっているような気がする……んだけど……」

「あ、いや、それはだな！」

　ララセルのおっぱいがエイジに当たる。ならば当然、エイジのものもララセルに当たる。必然だ。いわゆる〝作用反作用の法則〟というやつ。

　しかし、血が集まっていたのは頭ではなく股こ間かんだったというわけか。やれやれだぜ。

「エイジのえっち……」

「だって仕方ないだろ、お前、こんな……」

「つまりエイジは、私にこうされると嬉しいってこと……？」

「それは、うん」

「ふーん……」

　ララセルはそう短く呟くと、なんと更さらに密着し、胸を強く押おし当あててきた。

　乱心、であるか？　少なくともエイジは乱心しそうだ！

「えっと、ララセルさん？　これは一体なんのつもりで？」

「エイジが喜ぶかな……って思って」

「お前、男を喜ばせるためなら何でもするのか!?」

「そういう言い方しないでよ！　まるで見境ない女みたいじゃないの。エイジだからしてるんだからね！」

「俺だから……？」

「あっ、いや、それは、あれよ！」

　どれよ。

「ほら、エイジは命の恩人だし。更に故郷まで救ってもらったし。なんていうか、その、このくらいはしてあげても？　バチは当たらない？　みたいな？」

「疑問系のパレードだな」

「うるさいわね、いいでしょ。エイジだって、こんなに嬉うれしそうじゃない……ッ」

「そ、そういうこと言うなよ！　恥はずかしいだろうが！」

「私だって恥ずかしいわよ！」

　ならばやめればいいのに。無論やめて欲ほしくはないのだが、やはりララセルが何を考えているのか分からない。こんなに声が震えるほど緊張しながら、どうしてエイジを喜ばせようとするのか。

「でも、私のでエイジが喜んでくれるのは嬉しいし……私、エイジのこと嫌いじゃないし……むしろ私がこうしたかっ……いえ、なんでもないわ！」

「お、おう」

　不思議な状況である。

　これではまるでララセルがエイジのことを好きみたいではないか。いや事実、嫌いではないと言っている。もともと嫌われているとは思っていなかったし、仲はかなりいいと認にん識しきしていた。

　だが、こうしてお互い同じベッドの中にいて、際きわどい部分を押し付け合い、ドキドキするという状況。仲がどうのこうという問題ではなくなってくる。

　ロマンチックとエロチックがとまらない。

「ララセル……」

　エイジは彼女の瞳をジッと見つめる。

「エイジ……」

　そしてララセルもまた上うわ目め遣づかいでこちらを見た。

　そのまま二人は顔を近づけ、唇くちびるがそっと――

「ますたー……おなかへった……」

　触ふれ合あう寸前、テンコの声がそれを止めた。

　エイジもララセルも、ギョッとして固まり、汗あせをダラダラ流す。

　しかし、ただの寝ね言ごとのようだ。テンコはそれ以上なにも言わず、寝返りを打ってエイジの背中にしがみつく。

　それにしても、危ないところだった。エイジは一いつ瞬しゆん、この世界にララセルと二人っきりの気分になっていた。

　だが世界どころか、すぐ隣にテンコがいたのだ。

　あのままノリでおっぱじめていたら、目覚めたテンコに殺されていたかもしれない。

「……寝るか、ララセル」

「そ、そうね……どうかしてたわ、私たち……」

　一度冷静になると、完全にどうかしていた自分たちに気が付く。

　こっぱずかしくて死にそうだ。

　どうしてこうなったのだろうか。若さゆえの過あやまちというやつか。

　やはり若い男女が同じベッドというのが間違いだったのだ。その気がなくても、その気が湧わき上あがってくる年とし頃ごろなのだから。

　とにかく寝る。全てを忘れて寝る。

　明日になったら全部夢だったということにしてしまおう。







第二章　馬車の旅







　次の日の朝。

　目を覚ましたエイジとララセルは、ベッドの上に向き合い赤くなった。が、特に何を言うでもなく、目をそらす。

「な、なによ……」

「おまえこそ……」

　それからテンコを起こしてチェックアウトだ。

「今日は二人とも無口」

　喫きつ茶さ店てんで朝食を食べているとき、テンコに突つっ込こまれてしまった。

「そんなことないわよテンコちゃん！」

「そうだぞ。いつもどおりだ」

「そう？」

　そうだそうだと二人で言うと、テンコは納得したのか興味を失ったのか、十人分のサンドイッチを胃に収める作業を再開した。

　そんなテンコを見ているうちに、ようやくエイジたちも平常心に戻もどっていく。

　まことテンコの愛らしさは偉い大だいだった。

「もぐもぐ」

　テンコに癒いやされたエイジたちは、旅に必要なものを買うため、大通りに向かった。

「まずはビールだろ」

「何でナチュラルに箱買いしてるのよ……」

「いや、箱買いって言っても、たかが瓶びんで一ダースだぞ？　こんなんすぐなくなるだろ」

「はぁ……エイジってそんなにビールが好きだったのね。知らなかったわ」

「おう。ちなみにスッキリしたやつより、コクの深いほうが好きだぜ！」

　エイジは木箱を肩に担かつぎ、ララセルと並んで通りを歩く。かなりの重量だが、体を鍛きたえているので平気だ。いざとなれば、ナノマシンで筋力を強化することも出来る。

「二人とも待って」

　振ふり向むくと、テンコが早歩きで追いかけてきた。なぜか大きな革かわ袋ぶくろを背せ負おっている。

「テンコ。その革袋は何だ？」

「ソーセージ」

「へえ」

「三十キロ」

「多すぎんだろ！」

　下手をすればテンコ自身より重いかも知れない。

「お小こ遣づかい足りないから、おまけしてもらった」

「だろうな……俺はそんなにお小遣いを与あたえた覚えはない……」

　肉屋も随ずい分ぶんと思い切ったサービスをしたものだ。まあ、テンコのような少女が店先でジッとソーセージを見つめていたら、まけてやりたくなる気持ちは分かる。

「あとで一緒に食べよ」

　そう言ってテンコは、エイジとララセルの袖そでをぎゅっと握ってきた。

「……なんだテンコ。俺らに分けてくれるのか？　珍しいこともあるもんだな」

「皆みなで食べると美味しさが倍増することを発見した」

　テンコはこくこくと頷く。

　なんて純じゆん粋すいで可愛い奴やつだろうか、とエイジが感心していると横から悲鳴が聞こえてきた。

「ああ、テンコちゃん可愛い……テンコちゃぁぁん！」

　テンコの愛らしさにやられてしまったララセルが、パニックを起こして絶ぜつ叫きようしているのだ。

「お、落ち着けよ。目立つだろうが……つーか、鼻血出てるぞ！」

「わ、わぁっ！」

　ララセルは慌ててハンカチを取り出し、鼻血を拭ふき取とる。

　そしてテンコは、なぜララセルが興奮しているのか分からないらしく、不思議そうな顔で首を傾かしげていた。罪な女だ。

「次は鍋なべとか皿とか買わないとな。あの雑貨屋にしよう。大きい店だから、色々売ってそうだ」

「いいけど。エイジ、その箱を担いだまま店に入るつもり？　邪じや魔まじゃない？」

「たしかに……じゃあテンコ。ここに置いていくから、盗ぬすまれないように見張っていてくれないか？」

「りょうかい。お土産みやげ買ってきて」

　エイジが木箱を降ろすと、テンコはその上にちょこんと座すわる。

　またララセルは絶叫しそうになっていたが、ギリギリで我慢できたらしい。両手で口を押さえて、ぷるぷる震ふるえている。

「おい、いくぞ。それとも、テンコと一緒に待ってるか？」

「い、行くわ……テンコちゃんと二人っきりだと心臓爆ばく発はつしそう」

「そりゃ病気だぞ」

　そうしてエイジとララセルが店に入ると、そこには雑多で様々な商品が並んでいた。まさに雑貨屋だ。

「あ、この万年筆可愛い」

「おいおい。今は関係ないだろ。つーかお前の形容詞は可愛いしかないのか」

「いいでしょ、ちょっとくらい。あと可愛いから可愛いって言ったの！　文句言わないで！」

　ララセルは口を尖とがらせて言う。

　しかし万年筆に対して〝可愛い〟というのは、とても違い和わ感かんがあった。

　エイジなら〝精せい巧こうな作り〟とか〝高級感がある〟などと言い表す。

　デザインにもよるが、ララセルが手に持った物を可愛いとは言わないだろう。

「まあ、お前の感想だからな……で、食器のコーナーは……あっちか」

　三人分の皿やら丼どんぶり、フォークやスプーンが欲しいのだ。

　旅に持っていくわけだから、頑がん丈じような金属製のものがいい。とエイジは思っていたのだが。

「あー、これ可愛いと思わない？」

　ララセルは水玉模様が描えがかれた、磁器製の皿を手に取る。

「……自分の家で使うんじゃないんだぞ」

「わ、分かってるわよ。見てただけ！」

　始終このような調子で、なかなか買い物が進まない。

　そして手て頃ごろな鍋を探していると、ララセルが一番大きな鍋を手にとって、しげしげと見つめた。

「大きい方が便利だが、それは流石さすがに大げさだろ。また天てん井じようまで届くカレーライスでも作るつもりか？」

　かつてララセルの家に泊とまったとき、彼かの女じよはエイジの好物であるカレーライスを作ってくれた。しかしテンコが『山のような』というリクエストをしたため、本当に天井まで届く山のようなカレーライスを作ってしまった。

　そのときに使われた鍋が、丁度、このくらいの大きさだ。膝ひざを抱かかえれば、テンコくらいなら収まってしまいそうである。

「いや、別に買うつもりはないけど。お母さんが昔作ってたビールのこと思い出して」

「作ってた？　おお、自家製ビールか！」

　普通、酒場で出てくるビールも、酒屋で売っているビールも、醸じよう造ぞう所しよで作られたものだ。

　しかし、その流通システムが確立する前は、自家製ビールが盛んだった。

　代々伝わるビールのレシピを嫁よめ入いり道具にしたり、店秘伝のレシピがあったりと、味のバリエーションが桁けた違ちがいだったらしい。

「あのカレーライスに使った鍋も、もともとはビールを発はつ酵こうさせるための鍋だし」

「なるほど。じゃあララセルもビール作れるのか!?」

「うーん……料理はお母さんから教わったけど、ビールの作り方は聞かなかったわね」

「そうかぁ……」

　エイジは肩を落とす。

　醸造所で造られたビールはどれも美味うまいし、種類だって沢たく山さんある。

　だが、家庭の味ではないのだ。

　飲んでみたかったが、教わっていないなら仕方がない。

「あ、でも。探せばどこかにメモとかあるかも！　お母さん、そういうの絶対とっておく人だったし！」

「マジか!?　じゃあ帰ったら探そうぜ！」

「うん！　エイジの舌を唸うならせてやるんだから！」

「それは楽しみだ」

　今すぐララセルの家に行ってレシピのメモを探したい気分だが、それでは何のためにドルツァー帝てい国こくまで来たのか分からない。我慢のときである。

「あ、ところでこれも買っていいかしら!?」

　続いてララセルが手にしたのは、ポニーテールを結ぶのに丁度良さそうな、美しい水色に染まったリボンだ。

「んー、いや待て。鍋とかはクラリッサ様からもらった旅費で買うけど、リボンは旅と関係ないからな。一いつ緒しよに買わないほうがいい」

「そっか。じゃあ私が個人的に買うわ」

　ララセルはリボンを持ってレジカウンターに向かう。

　だが、エイジはそれを呼び止めた。

「……俺が買ってやるよ」

「へ？」

　ララセルは振り向き、ぽかんと口を開ける。

「だから、俺がそのリボンの金を出すよ。昨日はホテルのレストランでララセルに散財させてしまったからな。金額的には釣つり合わないが、まあ、勘かん弁べんしてくれ。あと自家製ビールへの期待を込めて、ということで」

「え、でも、ビールのレシピがあるかどうか分かんないし。別に昨日のは返してもらおうと思ってなかったし、テンコちゃんにお腹なか一いつ杯ぱいになってもらいたかっただけで……そんな、いいのよ買ってくれなくても！」

「いいから。ララセルには世話になってるし、ここで一つ恩返しをさせてくれ」

　他意はない。

　本当に感謝しているからこそ、買ってあげたくなったのだ。

「そ、そう……じゃあお願いするわ！」

　エイジはララセルからリボンを受け取り、鍋や皿より先にその会計を済ます。

「ほら」

「ありがとう……！」

　ララセルは水色のリボンをまじまじと見つめて、えへへ、と笑った。

「お前、そんなに気に入ったのか、そのリボン」

「もともと気に入ってたけど……エイジのおかげで更に気に入ったわ！」

「ふーん？」

　何だかよく分からないが、喜んでくれたようだ。

　エイジが食器類の会計をしている隙すきに、ララセルは鏡の前で鼻歌を歌いながら、ポニーテールを結び直していた。
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「お客様。どんだけ鈍どん感かんなんですか？」

　レジの女性店員がぼそっと呟つぶやく。

「え、何がです？」

「別に。独り言です」

　変な店員だ。

「見て見てエイジ。どう？」

　水色のリボンに取とり替かえたララセルは、エイジの前に立ち自分の頭を指差した。

「ああ。似合ってる。可愛かわいいな」

「ほんと!?　うへへ、やったぁ！」

　ララセルは尋じん常じようじゃない喜び方で、飛とび跳はねながら店の外に出ていった。

「なんだあいつ？」

　ララセルはいつも妙みような動きをするが、今のは輪をかけて妙だ。

　エイジの知らないうちに変なものでも食べたのだろうか。

　なんて思っていると――

「ナチュラル女たらし……」

　と、店員がまたぼそっと呟いた。

「え？」

「独り言ですよ」

　なんと独り言の多い店員だろうか。接客態度が悪いと言わざるを得ない。品しな揃ぞろえは一級だが、もうこの店を使うことはないだろう。

「見て見てテンコちゃん！　エイジに買ってもらったの。可愛いでしょ」

　そして店の前でララセルが自分のポニーテールを指差して、木箱に座ったままのテンコにリボンを自じ慢まんしていた。

「確かに可愛い。テンコも髪かみを結ゆってみたい」

「ほんと!?　テンコちゃんなら絶対似合うわよ！」

「じゃあ、そのリボン頂ちよう戴だい」

「ふふ、テンコちゃんのお願いでもそれは駄目ね！」

「しょんぼり」

　テンコは本当に羨うらやましそうにララセルを見ていた。

　食べ物以外にあまりこだわりを見せないテンコが物欲を見せるなど、とても珍しいことだ。テンコも女の子なので、ファッションに興味が出てきたのかもしれない。

「あ、マスター。お帰り」

「おう、るすばんサンキュな」

「ん。お安いご用。それでマスター。テンコには？」

　テンコは手を伸のばし、ねだってくる。

　しかし、何のことだろうか。

「お土産。約束した」

「あ」

　完全に失念していた。ララセルの自家製ビールのことで頭が一いつ杯ぱいだった。

「……ララセルにはリボン買ってあげたのに、テンコのお土産は忘れたの？」

　テンコがジィィッと見上げてくる。

　相変わらずの無表情。しかし付き合いが長いからこそ分かる、微び妙みような違ちがいがあった。これはかなり怒おこっている。

「わ、忘れたんじゃないぞ！　荷物が多いから置きに来ただけだ！　テンコのお土産も今、持ってくる！」

「ふーん」

　テンコの目が冷たい。視線だけで凍こおってしまいそうだ。

　エイジは逃のがれるようにして雑貨屋に舞まい戻もどる。

　するとあの店員に「ハーレム野や郎ろう」と呟かれてしまった。本当に接客態度が悪い店だ。
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　ホルヴェーク伯はく爵しやく領は、帝てい都とグラーベリンから北西へ約百キロメートル。馬車で二日と少しといった距きよ離りだ。

　本屋で買ってきた地図を見る限り、途と中ちゆうにいくつか村があるので、食料は現地調達でいいだろう。テンコが買ったソーセージもある。

「もぐもぐ」

「……いや、今日中になくなってしまうか……」

　ソーセージは非常食として期待してはならない。

「テンコちゃん可愛い……可愛いを超ちよう越えつして尊い……」

　テンコと一緒に荷台に座るララセルは、恍こう惚こつとした顔で、そんなことを呟く。

　ちなみに今のテンコは、エイジが雑貨屋で買ったリボンで、髪をツインテールにまとめている。

　お詫わびの気持ちを込めて二つ買ったところ、ララセルがあっという間にテンコをツインテールにしてしまったのだ。テンコも満足しているらしい。おかげで怒いかりもおさまった。

「ララセルも食べる？」

「いいの!?」

「沢山あるから。はい」

　テンコはフォークごとララセルに渡わたす。するとララセルは泣いて喜びながらソーセージを食べた。

「泣くほど食べたかったとは」

　少し驚おどろいた様子でテンコは言う。

「別にソーセージで泣いてるわけじゃないと思うぞ」

「ん？」

　エイジが御ぎよ者しやをしながら言うと、テンコは不思議そうに小首を傾げる。どうやらララセルから向けられている感情に気付いていないようだ。鈍にぶい奴め。

「マスターにも、ほら。ソーセージおいしいよ。あーん」

　テンコは親切なことに新しいフォークを出して、手た綱づなを握にぎったままのエイジにソーセージを差し出してきた。

「おう。サンキュ」

　首だけをテンコに向けて、焼きたてソーセージをバリバリと食べる。

　なるほど。これは本当に美味おいしい。

「テンコ。その箱からビールを一本くれ」

「りょうかい」

　テンコは荷台をてくてく歩き、エイジのところまでビールを持ってきてくれた。素す直なおで親切で可愛くて、最高の使つかい魔まだ。

　しかも栓せん抜ぬきもセットだ。気が利きく。抱だきしめたい。

「ありがとな」

「ん。誠意は言葉ではなく態度で」

「おう」

　ご要望に応こたえ、エイジは狐きつね耳みみを撫なでる。するとテンコは気持ちよさそうに目を細めた。尻尾しつぽがわさわさと揺ゆれ動うごく。

　そんなテンコの背後から、女騎き士しの悲鳴が聞こえた。

「ああああ、いいなぁ！　私もテンコちゃんに『あーん』ってされたい！」

　女騎士様は歯は軋ぎしりまでしていた。なんと器うつわが小さい女だろうか。

「……テンコ。ララセルにも、あーんってしてやれ」

「分かった」

　テンコはてくてく戻っていき、ララセルにもあーんする。

　すると女騎士様は、喜びの悲鳴を上げた。やはり器が小さい。

　そんな感じのことをしながら、馬車は帝都を離はなれ、街かい道どうを行く。

　途中、深い森を通るらしいが、迂う回かいせず最短距離を突つき進すすもう。なにせこの三人なら、モンスターに襲おそわれても恐おそれることはない。

「ララセル、放して。これだとソーセージが食べられない」

「えー、いいじゃない。もうちょっとだけ。ね！」

「ちょっとだけだよ」

　何をしているのかと振り向くと、ララセルがテンコをぬいぐるみのように抱きかかえ、そのツインテールを指先で弄いじっていた。

「テンコ。お前も我が慢まん強づよくなったな……昔はそこまで弄られたら逃にげ出していたのに」

「くすぐったいけど、誰だれかと一緒は楽しい。最近、マスター以外の人と話す機会が増えたから特にそう思うようになった」

「そうか……テンコは俺おれなんかよりずっと大人だなぁ」

　エイジはかなり本気で感心した。

　確かにエイジとテンコは一カ所に定住することなく、常に旅をして回っている。

　それは世界各地に眠ねむる旧世界の遺物を発はつ掘くつするため。アマデウスを殺すための旅だ。

　ゆえにテンコには、友人を作る機会もなかった。それがここ数日、ララセルやクラリッサなどと楽しく過ごし、色々と思うところがあったらしい。

「そう言えば、二人はこの一年、どこで何してたの？　あちこち旅してるのは知ってるけど。他の大陸とかも行ったりするわけ？」

「他の大陸って言うか、一回、極東列島に帰ったな。タネコ島とか行ってきた」

「タネコ島……？」

「知らないかぁ。まあ、無理もないけど」

　ここ欧おう州しゆうと極東列島はかなり離れている。しかも、破壊の日ブロウクン・デイ以前ならともかく、今のタネコ島はただの漁村があるだけだ。欧州に住んでいる人は、名前を聞く機会すらないだろう。

「タネコ島はな。大昔にロケットの発射施し設せつがあったんだ。そこに行きたくて」

「遺い跡せきあらし、楽しかった」

「こらこらテンコ。遺跡あらしとか言うなよ。実際そうなんだけど」

　かつて宇宙センターと呼ばれた場所は、荒あれ果はて、悲ひ惨さんな状態になっていた。ロケットの残ざん骸がいなどがあれば嬉うれしいと思って探し回ったが、残念ながら何もなかった。エイジの前に誰かが荒らしてしまったのか。あるいは初めからなかったのか。

　それでも植物に覆おおわれた発射台や、管制施設などは残っていた。もちろん五百年という年月が経たっているから、全て壊こわれている。

　しかしエイジは可能な限り修理し、そしてローゼンクロイツの遺産『工こう房ぼう』で作ったロケットを発射台に設置し、衛星軌き道どうに向けて打ち上げた。

　そのロケットに載のっていたのは、人工衛星『高天原』だ。オーガスタ王国の王都に現われたアマデウスに喰くらわせたトドメの一いち撃げきは、高天原からの砲ほう撃げきである。

　現状、エイジがアマデウスを倒たおすには高天原が必要だ。

　だが、開発中の新兵器が完成すれば、話は変わってくる。あとわずかで試作機が出来上がるはずだ。

「ロケットとか言われても、何だか分かんないわよ」

「だよなぁ。あとは……海が綺き麗れいだったな」

「確かに綺麗だった」

「へえ、海かぁ……ふふ、テンコちゃんが美味しそうにお魚食べてる姿が目に浮うかぶわ」

「どうして分かったの？」

　テンコは不思議そうに目をパチパチさせる。

「どうしてって、そりゃ、ふふ……」

　タネコ島にいる間、テンコにねだられ、あちこちの飲食店を回った。そして焼き魚定食に刺さし身み定食、海かい鮮せん丼どんぶり、寿す司しなどなど、ひたすら魚料理を食べまくった。

「タネコ島はいいとこ。もう一度行きたい」

「私も行ってみたい！　皆で泳いで、釣りして、そしてバーベキューとか！」

「それは楽しそう」

　想像だけで興奮したらしく、テンコは耳と尻尾を激しく動かした。そしてララセルは、その姿を嬉しそうに見つめている。

「ララセル。お前、なんだかテンコのお母さんみたいだな」

「え、ほんと？　テンコちゃんを私の養子にしていいってこと!?」

「盛大に話が飛んだな。どうしてそうなったんだよ」

　ララセルがテンコと仲良くするのは勝手だが、くれてやるつもりは毛頭ない。

　だというのに、テンコまで話に乗ってきた。

「ララセルがテンコのお母さんになるの？」

「テンコちゃんがよければいつでもなるわ！」

「じゃあ、マスターがお父さん？」

　テンコがそう呟いた瞬しゆん間かん、エイジとララセルは同時に咳せき込んだ。

「ちょ、テンコちゃん、な、何を言ってるのよ！」

「そ、そうだぞテンコ。お前、ララセルがお母さんで俺がお父さんだと、完全に夫ふう婦ふじゃねーか！」

「結けつ婚こんするの？」

「しねーから！　絶対！」

「なるほど」

　テンコは納得したらしく、こくりと頷うなずく。

　それにしても心臓に悪い狐耳幼女だ。可愛い顔をして、たまに強きよう烈れつなことを言い出す。

　しかし納得してくれて一安心、と思っていると、ララセルが妙な唸うなり声ごえを出し始めた。

「うぅ、エイジぃ……」

「何だよ」

「あんなに強烈に否定しなくてもいいじゃない……」

「……え？」

「だって、ほら。世の中、絶対なんてないじゃない。いや、別に私がエイジをどう思ってるとかじゃなくて、あの、その」

「つまり、何を言いたいんだよ？」

「す、少しは察する努力をしなさいよ馬ば鹿か！」

　馬鹿と言われてしまった。

　なぜそんなことを言われなければならないのか全く分からない。しかしララセルは本当に怒っているらしく、キッとエイジを睨にらんだあと、テンコの膝に顔を埋うずめ、不ふ貞て寝ねをはじめてしまった。

「なぁテンコ。ララセルがどうして怒ってるか、分かるか？」

「よく分からない」

「だよなぁ……」

　まあ、しばらくすれば機き嫌げんも直るだろう。多分。





△






　赤い薔薇ばらが咲さき誇ほこる庭園に囲まれた、美しい城があった。

　それは図書館。

　破壊の日ブロウクン・デイ以前の書物どころか、異星の知識まで納めた、ローゼンクロイツの遺産。その一つである。

　つまりこの空間は異空間であった。歩いても飛んでも行くことの出来ない場所。

　遺産の門番によって招かれねば踏ふみいることすら出来ない、位相のずれた場所。

　そんな特別な世界に、少女が二人いる。

　一人は銀ぎん髪ぱつの退廃少女ゴシツク＆ロリータ。無限とも思える書物に囲まれて、差し込む日ひ射ざしで読書に耽ふけるロザリオ・ロンバルト。この図書館の主人だ。

　一人は黒くろ髪かみの兎うさぎ耳少女。ロザリオの肩かたに頭を乗せて、鼻歌を歌いながらお菓か子しを食べるキャロル・ラビット。この図書館の門番だ。

「ねえ、キャロル。カンブリア爆発って知ってる？」

　ロザリオは細長い指先でページをゆっくりとめくりながら、思いついたように呟いた。

　するとキャロルは澄すまし顔がおで答える。

「流石さすがのボクもそのくらいは知っていますよ。それまでの地球には似たような生き物しかいなかったのに、ある時代を境に爆ばく発はつ的てきに進化した。そして地球は多種多様な生き物で溢あふれかえるようになった。そういうことですよね？」

「あら偉えらい。それで合っているわ。じゃあ、どうしてカンブリア爆発が起きたかは分かる？」

「さあ。そこまでは」

　キャロルは首を捻ひねる。

「アンドリュー・パーカーという人は、その原因を『眼めの獲かく得とく』であると唱えているわ。『光スイッチ説』という学説ね。それまでの生きものは皆、眼を持っていなかった。だから海をプカプカ漂ただよっているだけで、自分から餌えさを採ることはない。口を開けて餌のほうから来てくれるのを待つだけ」

「はぁ。昔はニートしかいなかったんですね」

「ふふ、そうね。でもカンブリア紀に史上初、眼を持った生物が生まれたの。眼があれば周りを認識できる。この世界には自分以外の存在が溢れかえっていると知った。口を開けて待っているだけでなく、自ら捕ほ食しよくしに行くという行動が生まれた。狩かりの始まりね」

「なるほど。でも、それがどうして生物の多様性に繋つながるんですか？」

「だって、プカプカ漂っていたら狩られてしまうじゃない？　そんな怠たい惰だな生き物は絶ぜつ滅めつしてしまうわ。だから捕ほ食しよく者しやから身を守るために進化した。素す早ばやく泳げるようになったり、堅かたい殻からで身を覆ったり、ね。敵がいるから強くなる。当たり前のことよ」

「へぇ、眼って凄すごいんですね」

　気のない口調で相づちを打ちながら、キャロルはマシュマロを口に放ほうり込む。どうやら話の途中で興味を失ってしまったらしい。

　それでもロザリオは話を続ける。

「だから、敵がいるってのは悪いことばかりではないのよ。あんまり平和すぎると堕だ落らくしてしまうわ。敵が強ければ強いほど、きっと人類はそれを乗のり越こえて成長するはずだわ。私は人類を信じているもの」

　だからこそ。

　人類の可能性に制限をかけているウルティマラティオが許せない。

「そうですね。頑がん張ばってください。ところでロザリオ。なぜわざわざヘルミーナを連れ出して、夫の真実なんか見せたんです？　彼女、ゲーゲー胃液吐はきながら泣なき叫さけんでいたじゃないですか。もう怨おん念ねんの塊かたまりって感じです。まさか意地悪したいがためにやったとか？　まあ、ロザリオの性格が悪いのは今に始まったことじゃないですけど」

「あら酷ひどい。意地悪じゃないわよ。あれは親切でやったの。だって、夫が陰かげで何をしているか知らないなんて、可哀かわい想そうじゃない。あと、古代魔ま法ほうでは契けい約やくが大切なのよ、キャロル。私はホルヴェーク伯爵領を蹂じゆう躙りんする。ヘルミーナの怨念はきっと、その手助けをしてくれるわ」

「へえ、そうなんですか」

　自分から聞いてきたくせに、やはりキャロルは興味なさげだった。たんにカンブリア爆発の話をやめて欲ほしかっただけなのだろう。なにせ彼女は何事にも関心が薄うすい。きっとロザリオがそばにいれば、それでいいのだ。

　なんて素す敵てきな精神構造。

　ローゼンクロイツの遺産である彼女たちは、老化しない永遠の乙女おとめだ。そんな彼女たちに俗ぞく事じは相応ふさわしくない。綺麗なものだけを見ていればいい。

　――そして私は綺麗だわ。この子にとても相応しい。

　ロザリオはページをめくりながら、キャロルに愛されている幸せに微ほほ笑えんだ。

　変わらない彼女たちに、変わっていく私たちを観測して欲しいのだ。

　宇宙空間に浮かぶ巨きよ大だい演算装置ウルティマラティオ。地球の全人類はそれと繋がったことにより、魔法を使えるようになった。

　だがそれは借り物の魔法だ。制限をかけられた首輪なのだ。

　ロザリオは違う。ロザリオはこの図書館で制限の存在しない、本物の魔法を学んだ。

　それを使って作ったのが音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コード。

　今の世界法則を作っているウルティマラティオをハッキングして狂くるわせる、ある種の魔ま導どう器きである。

　そして今回のハッキングには、ヘルミーナの怨念が必要なのだ。

「なるほど。やっぱりロザリオは性格が悪いですね」

　と言って、キャロルはテーブルの上のマカロンを手に取る。

　全く興味がなさそうだ。

「ふふ。自分から聞いておきながら上の空なんて、キャロルも性格が悪いわね」

　ロザリオが手を伸ばしキャロルの頭を撫でてやると、彼女は気持ちよさそうに目を瞑つぶった。

　刻ときが止まってしまえばいいのに――と思えるほど幸せな時間。

　けれど立ち止まれない。ロザリオには、やらねばならないことがあるのだから。
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　日が暮れる頃ころ。エイジたちは森と草原の境目にいた。

　ホルヴェーク伯爵領までの行程を三分の一ほど進んだことになる。まず予定どおりだ。

「今日はここまでだな」

　エイジは馬車を停とめる。そして振ふり返かえり、荷台でうたた寝ねしているテンコとララセルに声をかける。

「おい、お前ら。いい加減に起きろ」

「……おはようマスター。もう朝？」

「いや。夕方だ」

「なるほど」

　テンコはまだ眠ねむそうに目を擦こすり、それから隣となりに寝ね転ころがっているララセルの肩を揺すった。

「起きて起きて」

「う、うーん……」

　ララセルもまた、もやもやと体を起こす。五秒ほどぼんやりしていたが、エイジと目があった瞬間、カッと目を見開き、そして頬ほおを膨ふくらませる。

「ふーん、だ」

「何だよ。まだ怒ってるのか？」

「別に。怒ってないわよ。寝ね起おきで機嫌が悪いだけ！」

「そうか……」

　そうは言っても、どう見たって不ふ機き嫌げんな様子だ。エイジの何かがララセルを怒らせてしまったのは確かなのだが、その理由が分からないので困ってしまう。

「機嫌が悪いところ申し訳ないが、これから夕食の準備をするぞ」

「え、もうそんな時間……わっ本当に夕方だ！」

　ララセルは荷台から顔を出し、今いま更さらのように声を上げる。

「もう森の入り口まで来たのね。これなら明後日のお昼くらいには着くかしら？」

「ま、そんな感じだな」

「モンスターにも襲われてないし、順調ね！」

「いや。お前らが寝てる間に、俺が二体ほど倒したぞ」

「え、そうだったの？　気が付かなかったわ」

「一いつ瞬しゆんだったからなぁ。ところでテンコ。お前、起きていきなり何してるんだよ」

　テンコは革かわ袋ぶくろからソーセージを出し、魔法の炎ほのおでチリチリ焼いていた。

「目覚めたてはお腹なかがペコペコ」

「冬とう眠みん明けのクマか、お前は」

「テンコはキツネだよ？」

　そう言ってから、テンコは焼き上がったソーセージを咥くわえた。

「ああ、うん。そうだな。お前が正しいよ」

「はぁ……テンコちゃん可愛い……」

　ララセルはいつものようにテンコを見つめて恍惚とする。なんと幸せな連中なのだろう。日常のいたるところに喜びを見いだしている。詩人や哲てつ学がく者しやになれるかもしれない。

「ソーセージもいいけど、鍋なべ作ろうぜ鍋。さっき立ち寄った村で、野菜を沢山買ってきたんだ」

「いつの間に村に寄ったの？」

　ララセルがキョトンとした様子で疑問を口にする。

「だから、お前らが寝てる間だよ」

「マスターは働き者」

「お前らがぐーたら過ぎるだけだ」

「だって……テンコちゃんに膝ひざ枕まくらしてもらってたら、いつの間にか寝ちゃって……」

「テンコもララセルの寝ね顔がおを見てたら眠くなった。いたしかたない」

　狐耳幼女は、さも当然という顔で言う。そこまで断言されてしまうと、反論するのも難しい。むしろどうでもいい。

「眠っていたぶん、体力は余ってるだろ。働いてくれ」

　まずは三人で適当な木材を拾い集めた。そして、

「ララセル、パス」

　テンコがそれをぽいっと放り投げる。ララセルが抜ばつ剣けんし、一いつ閃せん。すると木材は空中で斬きり裂さかれ、薪まきに変わってしまう。流石は筆頭騎士様。

「ふふ、やっぱり新しい剣の切れ味はいいわね！」

　ララセルは刃やいばを見つめて満足げに頷いた。

　彼女が前に使っていた剣は、王都で巨きよ人じんと戦ったときに折れてしまった。しかし、そのあとすぐ、オーガスタ騎き士し団だんが新しい剣を支給してくれたのだ。

　無論、その辺の武器屋で売っているような大量生産品ではない。騎士団お抱えの一流鍛か冶じ職人が丹たん精せい込めて作った、オーガスタ騎士団専用の名めい剣けんである。

「ララセル、かっこいい」

　テンコは素直に感心し、パチパチと手を叩たたいた。

「えへへ。テンコちゃんに褒ほめられちゃった！」

　本気で照れる筆頭騎士様。平和な世界だ。

　そうやってララセルとテンコが遊んでいるあいだに、エイジは石を並べて簡易的なかまどを作り、薪を入れる。

「よし。テンコ、火を付けてくれ」

「テンコびーむ」

　気の抜ぬける声とともに、テンコの指先から光線がほとばしる。それはかまどの薪に命中し、ばっと燃え上がった。強すぎず弱すぎず、最適な火力だ。

「よし。次は料理だな」

「あ、それなら私がやるわ！」

　ララセルは馬たちが草を食べるのを邪じや魔ましないよう馬車に近づき、荷台から大おお鍋なべを持ってきた。

「じゃあ任せるよ。流石さすがに俺よりララセルのほうが上手だろうからな」

「ふふふ、期待していなさい！」

　ララセルは不敵に微笑んだ。

　もっとも、ここにある調味料は塩だけだ。誰が作っても味はそう変わらないだろう。しかし見た目を綺麗にすることは出来る。

　あと美少女が作ったというのが重要だ。

「あっ、ところで水は？　近くに川とかないの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。テンコ、頼たのむぞ」

「テンコしゃわー」

　テンコはさっきのビームと同じように、指先から水流を出し、鍋に流し込む。

「凄い！　テンコちゃん万ばん能のう！　サバイバルの達人！」

「てれる」

　実際、テンコは凄い。かの有名な六天騎士と戦っても、互ご角かく以上に渡り合えるだろう。

　こと魔法においては威い力りよくも精度も範はん囲いも、究極といえる水準に達している。

　逆に、魔法以外のことは抜けているのだが、それもまた愛あい嬌きようの一つだ。

「ほら、まな板だララセル。それとこの紙かみ袋ぶくろに野菜がつまってるから適当に使ってくれ」

「了りよう解かい！」

　ニンジン、白菜、タマネギ、大根、しいたけ、エリンギ。

　紙袋の中には色とりどりの野菜が入っている。

　ララセルは剣を使ってそれらを器用に切り刻んでいく。

　鍛冶職人も、まさか自分の作った剣が野菜包丁として使われるとは、夢にも思っていなかったはずだ。

　そしてまずは火の通りにくいニンジンと大根を沸ふつ騰とうした鍋に、どばーっとぶち込む。塩も適量をどばー。

　肉がないのが寂さびしいな、とエイジが思っていると、テンコがてくてく歩いてきた。

「ソーセージもどばー」

「おおテンコ。気が利くな」

「流石はテンコちゃんね！」

「てれる」

　テンコは少し頬を赤らめ、頭をポリポリかいた。

　鍋に蓋ふたをして二十分ほど経ってから、今度は残りの野菜を投入。これらは火が通りやすいので、すぐに食べることが出来る。

「わくわく」

　テンコは先さき程ほどから、手にお椀わんとフォークを持ち、鍋が完成するのを今か今かと待ち構えていた。口くちの端はしからヨダレが垂れている。

「よし！　完成よ！」

　ララセルが蓋を開けた瞬間、テンコはしいたけにフォークを刺さし、ぱくりと飲み込んだ。

「はふはふ、あつあつ。はふはふ、おいしい」

「ほんと!?　よかったぁ……ほら、エイジも食べなさい！」

「言われなくても、俺だって腹が減っているぞ」

　もっともテンコのように、一秒も待てないというほどではなかった。

　ちゃんとお玉で具とスープを自分のお椀に入れ、ふーと息を吹ふきかけてから口に運ぶ。

「どう？　どうっ!?」

「そんな顔を近づけなくても……美味しいぜ。塩しか使ってないのにな。まあ、具をこれだけ入れると、出だ汁しだけでもいける」

「ふっふっふ。私の作った料理でエイジが美味しいと言ったわ。カレーに続いて、また私の勝ちね！」

「だから、その勝負は何なんだよ」

「だって、美味しいって言ってもらえたら嬉うれしいじゃない？　私が嬉しいってことは、私の勝ちよ！」

　ララセルは胸を反らしてドヤ顔を決める。

「俺も美味しいものを食べて幸せだから、引き分けなんじゃないのか？」

　と、エイジはエリンギを飲み込みながら言う。

　すると近衛騎士筆頭にして伯爵様であるララセルの顔は、あっという間に名状しがたいほどの絶望に染まった。

「く、くやしい！」

「いや、それほどのことか……？」

「だってぇ……エイジに勝てたと思ってたのにぃ……」

「いまいち趣しゆ旨しがよく分からんが、じゃあララセルの勝ちでいいよ」

「ダメ！　譲ゆずってもらった勝利に意味はないわ！　やっぱりここは正々堂々と剣けん術じゆつで勝負といきましょう！」

　随ずい分ぶんと威い勢せいのいい台詞せりふだ。

　これはエイジとしても聞き捨てならない。

「ほう。つまり、俺に勝つ自信があるのか？」

「……もう少し強くなってから挑いどむわ！」

　威勢の良さは一瞬で吹き飛び、ララセルは誤ご魔ま化かすように鍋を食べ始める。

「おやおやララセルさん。オーガスタ王国の最強騎士とも言われた人が、勝負から逃げるのか？」

「ち、違うわよ！　私は別の戦場に行くの！　ほら、エイジも早く食べないとテンコちゃんに全部食べられちゃうわよ！」

「ぱくぱく、もぐもぐ。ぱくぱく、もぐもぐ」

「あ、あぁぁぁっ！」

　なんという不覚。

　ララセルに気を取られているうちに、テンコが鍋を攻こう撃げきしているではないか。

　フォークでキノコや野菜をさらっていく様はまさに砲撃。強烈な面制圧。

　かなりの量の野菜を煮に込こんだはずなのに、もはや残存戦力は皆かい無むに等しい。

「うぉぉテンコやめろぉぉぉぉおおおおっ！　その、その最後の白菜くらいは俺によこせぇぇぇぇえっ！」

「ん？」

　白菜の切きれ端はしにフォークを突き刺したテンコは、叫ぶエイジを見つめ、首を傾かしげる。

「これを？　マスターに？」

「そうだ！」

「……もぐもぐ」

「食ってんじゃねーよ！」

「つい」

「ついって何だよ、俺ちょっとしか食べてねーよ！　俺だって腹減ったんだぞ！」

「まぁまぁエイジ。そんな怒らなくても……」

　自分の分はしっかりお椀に山盛りにしたララセルが横からなだめてくる。

「人間、腹が減ると気が立つんだよ！」

「マスターかわいそう……」

「お前のせいだぞ!?」

「言われてみれば」

　テンコは悪気があるのかないのか、いつものように平へい坦たんな声で呟つぶやく。

　しかし、ここでテンコを責めても始まらない。悪いのは、テンコの食欲を知っていながら、あの程度の量しか買わなかったエイジだ。

「マスター、大丈夫。テンコはひらめいた」

　そう言ってテンコは馬車に走り、そしてソーセージが詰つまった革袋を持って帰って来た。

「沢たく山さんどばー」

「おお、この手があったか！　偉いぞテンコ！」

　鍋の残のこり汁じるの中に、大量のソーセージが投下された。

「ソーセージは煮ても焼いてもおいしい」

「ああ、ドルツァー帝てい国こくのソーセージは最高だぜ！」

　空腹だからよけい美味おいしく感じる。

　厚めの皮がバリバリと心ここ地ちいい食感を生み、肉にく汁じゆうが口の中で広がった。

「はい、マスター。ビールも持ってきたよ」

「テンコ、お前はいい奴やつだなぁ！」

「感謝は態度で」

「おう」

　エイジはテンコの頭を思いっきり撫でてやる。

　とても嬉しそうに狐耳がピコピコし、尻尾もわっさわっさ動き回った。

「ごきゅっ、ごきゅっ、ごきゅっ……ぷっはぁぁ！　ソーセージにビールとか、もう本当すげぇ！　ぱねぇ！」

「エイジ。なんか知性が失われてない……？」

「美味うまいものの前には人類皆みな平等だろ！　知性とか関係ねぇ！」

「ま、まぁね……」

　ソーセージをバリバリ。ビールをごきゅごきゅ。

　これは凄い。ここは天国か。

　いい。いいぞ、ドルツァー帝国。

　来たばかりのときは圧あつ迫ぱく感かんがどうのこうのと罰ばち当あたりなことを考えてしまったが、あれはエイジが間ま違ちがっていた。

　食べ物が美味しい国は、それだけで素す晴ばらしいのだ。
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「ところでテンコ。工房に行きたいんだが」

　鍋を食べ終わり、その後片付けが終わってから、エイジはそう切り出した。

　なにせ近ちか頃ごろ、ララセルと遊ぶのが楽しくて作業をサボり気味だった。いい加減、真ま面じ目めにやらないといつまでたっても完成しない。

「ん。じゃあテンコの手を握にぎって」

　テンコはあれだけ食べたくせに、まだビスケットをポリポリしていた。

　エイジはその手を握る。

　ただの狐耳幼女に見えるテンコだが、ローゼンクロイツが残した遺産の一つ『工房』の門番なのだ。

　彼かの女じよに転送してもらうことにより、エイジは工房に眠る超ちよう技ぎ術じゆつの数々を使うことが可能となる。

「二人とも。どこに行くって？」

　そのとき、横で剣の稽けい古こをしていたララセルが興味を示した。素す振ぶりで小さな竜たつ巻まきを起こしている。恐ろしい女だ。

「ちょっと次元の違ちがう場所にな。お前は留守番しててくれ」

「は？　意味分かんないし。どこ行くのか知らないけど、私も連れて行きなさいよ！」

「……と言っているが。ララセルも連れて行けるのか？」

「大丈夫。門番の私が許可すれば入れるよ」

　と言って、テンコはララセルを手招きした。

「なになに？　テンコちゃんの手を握ればいいの？」

「そう」

「わーい」

　ララセルは素振りを中断し、大喜びでテンコの手を握りしめた。そして、なぜか頬ずりまでする。

「そういうのはいいから」

「テンコちゃんに怒おこられちゃった……」

　ララセルはしょんぼりするが、怒られて当然だ。日々、不ふ審しん者しやレベルが上がっている。いくらテンコが優やさしいといっても、限度があるだろう。

「そこまで怒ってないから、落ち込まないで」

「て、テンコちゃん……ありがとう！」

　感激したララセルは、またテンコの手を自分の頬に擦りつけた。

　するとテンコは助けを求めるようにエイジを見てくるが、かかわりたくないので放置だ。

「マスター、ひどい」

　テンコは口をへの字に曲げる。

「それはさておき。ローゼンクロイツが門番の名において、汝なんじらを工房へといざなわん――」

　呪じゆ文もんが紡つむがれ、テンコの体から魔ま力りよくの光が溢あふれ出し、転送魔法が発動する。

　原初の魔ま法ほう使つかいクリスチャン・ローゼンクロイツが彼女に刻んだ、この宇宙のどこでもない場所に行くための門だ。

　次の瞬間には、三人とも位相のずれた別次元に辿たどり着ついていた。

　夜の世界にいたはずなのに、見上げれば美しい青空が広がっている。足元には整った石いし畳だたみ。その外側には草原と森が広がる。

　そして眼前には、セピア色をしたレンガの屋や敷しきが建っていた。途と方ほうもなく広い。一辺が百メートル以上あるだろう。

　この建物こそが『工房』だ。

　八や咫た烏がらすや叢むら雲くもといったエイジの機械兵器は、ここで作られた。

　破壊の日ブロウクン・デイとともに失われてしまった超技術の数々が、ここには残されている。

　いや、おそらくは。

　ここに眠っているのは、もともと地球に存在しなかった技術だ。

　どこか遠い別の世界からもたらされた、オーバーテクノロジー。

　いまだエイジは工房の全てを把は握あくしていない。ローゼンクロイツが何者なのかも分からない。

　ただ一つ言えるのは、ローゼンクロイツが何らかの意図を持ってこの工房を残したということだ。

　ウルティマラティオというディストピア的装置を作っておきながら、工房という相反するものを残した意図。

　率そつ直ちよくに言って、訳が分からない。そもそも、今現在の地球からして訳が分からない。

　アマデウスとは何者か。死んでも生き返るとは何事か。

　誰だれも深く考えないが、世界で唯ただ一人ひとり、ウルティマラティオの恩おん恵けいを受けることの出来ない落伍者アウトサイダーのエイジだからこそ、思うところがあるのだ。

　作さく為い的てきすぎるぞ、と。

　本当にこれでいいのか、と。

「あ、あれ？　急に景色が変わったわ！　ここはどこ！　どうなってるの!?」

　ララセルは目を白黒させてわめき立てる。

「落ち着けララセル。前にも言ったろ。テンコはローゼンクロイツの残した使つかい魔まだって。この空間はローゼンクロイツの遺産だ。仕組みはサッパリ分からないが。とにかく、そういうものだと受け入れろ」

「え、えぇ……幻げん惑わく魔ま法ほう？　じゃないわよね。工こう房ぼう、だったっけ？　エイジの武器は全部ここで作ってるんだっけ？」

「おう、そうだぞ」

「はぁ……もう意味分かんない……私、ここで素振りしてるわ……」

　現状を把握する努力を放ほう棄きしたララセルは、一心不乱に剣を振ふり回まわした。

「自分から付いてきたくせに現実逃とう避ひとは……」

　もっとも、気持ちは分かる。エイジとて、はじめて工房に来たときは、目を点にして固まったものだ。

　まず、唐とう突とつに違う場所に転送されるというだけでも驚おどろきなのに、建物の中には見たことも聞いたこともない機械が並んでいたのだ。あのときの興奮は、まさに絶頂というやつだった。

「そうだ。どうせならアレとララセルを戦わせてみよう。素振りしてるよりは面おも白しろいだろ」

「マスター、いじわるな顔してる」

「そんなことはないぞ。ララセルの修しゆ行ぎように役立つと、真しん剣けんに考えているんだ」

「そういうふうには見えなかった」

　テンコは冷静に指し摘てきしてくるが、エイジは鼻歌を歌って誤魔化した。

「え、なに？　面白いものあるの？」

「ああ。ちょっと待ってろ」

　エイジはスマートフォンを取り出して操作する。

　このスマートフォンはエイジが遺い跡せきから発はつ掘くつしたものだ。修理し、更さらに改良を加えている。そして、今から呼び出すアレもまた、遺跡で見つけた機械の寄せ集めだった。

「いでよ、マジンロボ！」

　スマートフォンが発する電波を受けて、地面の一部がスライドした。そこから迫せり上あがって登場する、身みの丈たけ五メートルの人型ロボット。背中から飛び出したパイプからは、もうもうと蒸気がのぼっている。

「行け、ララセルに攻撃だ！」

「ガオオオン！」

　マジンロボはスピーカーから唸うなり声ごえを上げ、ララセルに拳こぶしを振り下ろした。

「うわぁっ！」

　ララセルは慌あわてふためくが、そこはオーガスタ王国最強の騎き士しだ。しっかりと回かい避ひし、剣を構え直す。

「ちょっと何なのよこれ！　危ないじゃないの！」

「俺おれが作ったマジンロボだ。かなり強いぞ。いい練習相手になると思う」

「よく分かんないけど、倒たおせってことね？」

「そういうこと。言っておくが、図ずう体たいがでかいからってノロマだと思うなよ」

「それはさっきのパンチで分かってるわ！」

　叫ぶララセルの視線が鋭するどくなっていく。敵を倒すことだけに集中した、騎士の瞳ひとみ。見み惚ほれるほど凛り々りしかった。

　そしてララセルとマジンロボは同時に動き、激しくぶつかり合った。

　質量を考えれば、ララセルなど一瞬で吹き飛ばされるのが当然だ。しかし彼女は卓たく越えつした魔力で道理をねじ曲げ、マジンロボがくり出す拳の連撃を全て剣で跳はね返した。

　火花が激しく咲さき誇ほこる。まるで満開の桜のようだ。

　剣と拳の応おう酬しゆうは、やがて剣が優勢となっていく。

　ララセルの剣撃の威力に耐たえられず、マジンロボがバランスを崩くずしはじめたのだ。よって攻撃の手数が減り、守勢に追い込まれてしまう。

「うりゃあああ！」

　気合いの声とともに、強きよう烈れつな唐から竹たけ割わりがマジンロボに襲おそいかかる。

　エイジの作った装そう甲こうはそれに耐えて見せたが、衝しよう撃げきそのものは防ぐことが出来ず、マジンロボは仰あお向むけに倒れてしまう。轟ごう音おんが鳴なり響ひびき、地じ震しんのような震しん動どうがエイジのところまで伝わってきた。

「いくら強いって言っても機械は機械。だったら私が触さわれば壊こわれるってことでしょ！」

　ララセルは倒れたマジンロボの腹に立ち、その装甲をべたべたと触りまくった。

　ウルティマラティオと繋がった者が電気機械に触ると壊れてしまう。この世界が蒸気機関より先に進めない原因がそれであり、ゆえにララセルの判断は正しかった。

　もっとも、マジンロボに電気機械が使われていたら、の話であるが。

「あれ？　なんでまだ動くの!?」

「残念だが、マジンロボは蒸気の力だけで動いてるんだ。だから、お前が触っても壊れない」

「ええっ？　だってエイジが出してくる機械っていつも電気使ってるじゃない！　私が触ろうとしたら怒るのに！」

「だから、お前が触っても壊れないロボを作ったんだよ。ほら、思う存分遊べ」

「遊ぶってレベルの強さじゃない！」

　そんな話をしているうちに、マジンロボは立ち上がる。腹の上にいたララセルは当然転げ落ちる。が、着地と同時にマジンロボの足関節に強烈な突つきを放った。

　関節部はどうしても装甲に隙すき間まが出来てしまう。ララセルは機械の知識がまるでないのに、それを瞬しゆん時じに見み抜ぬいたのだ。

　関節を壊されたマジンロボは、体を支えることが出来ず、再び倒れてしまう。

　そして、再び起き上がることは不可能だった。

「どうするのエイジ。このまま木こっ端ぱ微み塵じんになるまで壊せばいいの？」

　ララセルはポニーテールをひるがえし、腰こしに手を当て勝かち誇ほこる。

「いいや、勝負ありだろ。俺もせっかく作ったロボを木っ端微塵にされたくないし」

　エイジはスマートフォンを操作し、マジンロボを停止させた。

　片手間に作ったロボットだが、ララセルほどの相手にそこそこ善戦したのは僥ぎよう倖こうだった。改良すれば戦力として計算できるかもしれない。

　そして、成長の早いララセルの練習相手にするなら、大おお幅はばなパワーアップが必要だ。腕うでが鳴る。

「さてと。俺はあの建物で作業があるから。お前らはここで適当に遊んでいてくれ」

「えー？　私が中に入っちゃ駄だ目めなの？」

「あそこは精密機械が沢山あるんだよ。マジンロボと違って、普ふ通つうに壊れる。だから遠えん慮りよしてくれ」

「ああ、なるほど……それなら仕方ないわね。見てみたかったのに」

　ララセルは残念そうに言う。

　するとテンコがその服を引っ張り、上うわ目め遣づかいで呟いた。

「テンコが一いつ緒しよに遊んであげるから、寂しくないよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ララセルが悲鳴を上げてテンコを抱だきしめたのは言うまでもない。

「三時間くらいしたら呼びに来てくれ。多分、時間を忘れて作業してるから」

「分かってる。ちゃんと呼びに行く。それまで頑がん張ばって、マスター」

　テンコは小さな手を振って、エイジを見送ってくれた。

　とはいっても、別に戦場に赴おもむくわけでもなく、工房の中に入って、作りかけの兵器の組み立てをするだけなのだが。

　あれが完成すればエイジは更に強くなる。

　それこそ、故郷のカントラン平野を滅ほろぼした大型アマデウスがもう一度出てきても倒せるくらいに。
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　馬車の旅、二日目は御ぎよ者しやをララセルに任せ、エイジはテンコと一緒に荷台にひっくり返っていた。

　しかしテンコはともかく、エイジはただ怠たい惰だに過ごしているわけではない。帝てい都とグラーベリンの本屋で買ってきた本を読んで情報収集しているのだ。

　それは三十年前の、黄金の夜明けゴールデン・ドーン事件についての本。

　しかし、どの本を読んでも、世界征せい服ふくを策さく謀ぼうする悪の秘密結社という冗じよう談だんのような連中が武力蜂ほう起きし、それをドルツァー帝てい国こく騎き士し団だんがやっつけたという話しか書かれていない。

　アマデウスとか銀の巨人といった、エイジたちが知りたがっていることについては、何もなかった。

　当然だろう。

　三十年前にそんなものが現われていたら、もっと大おお騒さわぎになっている。

　三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーンと、オーガスタ王国に現われた黄金の夜明けゴールデン・ドーンは無関係なのかもしれない。

「うーん……もしかしたら俺たちは、もの凄すごく無む駄だなことをしているんじゃないかと、そんな気がしてきたぞ……」

「ちょっとエイジ。やる気が失うせるようなこと言わないでよ。その本の著者が知らないだけで、現地に行けばいい感じの情報があるかもしれないじゃない」

　ララセルは振り返って文句を飛ばしてくる。

「けどなぁ。当時戦った騎士とか、村を吹っ飛ばされた被ひ害がい者しやとかに取材を重ねているし、もちろん現地調査だってしている。黄金の夜明けゴールデン・ドーンがドルツァー帝国に喧けん嘩かを売ってから鎮ちん圧あつされるまでの半年間をしっかり書いてあるぜ。地下で巨人を掘ほっていた連中とはあんまり関係なさそうなんだよなぁ」

「そんなこと言ったって、名前が同じなんだから、全く無関係ってこともないでしょ。ああ、ところでエイジ。三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーンって結局、何がしたかったわけ？」

「だから世界征服だよ、世界征服。この地球にある全ての国家を手中に収めたかったわけだ」

「……正気だったのかしら？」

「知るか。ただ、まあ。逮たい捕ほされた連中いわく、本当に世界征服が出来ると思っていたわけじゃなさそうだな。基本的にチンピラの集団で、主義や主張もなかった。黄金の夜明けゴールデン・ドーンって名前も、格かつ好こういいから昔の本から引用しただけ、というのが真相らしい」

「ええ……何でそんな連中が帝国を相手に半年も戦えたの？　三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーンって、たしか百人くらいでしょ。ドルツァー帝国騎士団は一万人を超こえてるのよ」

　ララセルは戸と惑まどいを隠かくせないという声を出す。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつのゲリラ戦……というか、無む秩ちつ序じよな暴れかたをしたおかげで、帝国騎士団が追い切れなかったというのが要因の一つ。あとは単純に、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの一人一人が強力な魔法使いだった、ってのが大きいみたいだな。一対一だと帝国騎士は勝てなかったらしい」

「それこそ信じがたいわね。ドルツァー帝国騎士団の練度は、昔から世界トップクラスよ。チンピラが帝国騎士より強いなんて、道理に合わないわ」

「ああ、それは誰もが疑問に思うだろうな。その辺の理由は、どうもハッキリしないんだ。そもそも本人たちが『突とつ然ぜん強くなった』と言ってるくらいだからな」

「はぁ？　突然強くなったって、何よその羨うらやましい話。もうさっきからデタラメすぎて信用ならないんですけど、その本」

「いや、しかし。実際の出来事だからなぁ」

　エイジはララセルに続きを語って聞かせた。

　そもそも、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの始まりは、三十数人からなる犯罪グループだったらしい。

　強ごう盗とう傷害。薬物密売。器物破損。人身売買。などなど、犯はん罪ざい行こう為いに片かたっ端ぱしから手を染め、そのくせ無秩序に動き回る。保身など考えず、刹せつ那な的てき快楽を享きよう受じゆしていた。

　マフィアのような組織ではなく、それこそチンピラの集団としか言いようのない、どうしようもない連中だった。

　しかし、逆に言えばそれだけ。秩ちつ序じよは乱すが、国家の存亡とは無関係だ。

　ところが、ある出来事をきっかけに、彼かれらは力を手にした。

「地面から溢あふれ出す黄金の光を浴びた。すると突然強くなった」

　全くもって荒こう唐とう無む稽けいであるが、彼らはそう証言した。その黄金の光は、森の奥おく深ふかくで偶ぐう然ぜん発見したらしい。

　光を浴びるだけで、自分たちの魔力が何倍にもなったことに気が付いた彼らは、暴れ回り、仲間を増やし、そして世界征服などと嘯うそぶいた。

　だが帝国に喧嘩を売ってから半年後、不意に黄金の光が消えてしまった。穴を掘ってみたりもしたが、二度と地面から光が出てくることはなかった。

　光を浴びることが出来なくなった彼らの魔力は、次し第だいに元に戻もどっていく。当然、帝国騎士と渡わたり合うなど不可能だ。

　こうしてドルツァー帝国を騒さわがせた黄金の夜明けゴールデン・ドーンという集団は、呆あつ気けなく鎮圧された。構成員のほとんどが逮捕され、煉れん獄ごくに収しゆう監かんされた。逃にげおおせた何人かも、魔力が並に戻っている。大事件を起こすことはもう無理なのだ。

「黄金の光ねぇ。私も浴びてみたいものだわ。どこの森にあったのよ、それ」

「黄金の夜明けゴールデン・ドーンは、自分たちの力の源である黄金の光を守るため、すぐそばに本ほん拠きよ地ちを構えたらしい。その場所は今現在、ホルヴェーク伯はく爵しやく領りようと呼ばれている。つまり、俺らが向かっている先だよ」

「ははぁ、なるほどね。じゃあ私たちも穴を掘ってみましょうよ。思いっきり深くまで掘れば、何か出てくるかもしれないわ。だって、王都の地下から巨人が出てくるくらいなんですから」

「……そうだな。確かに、そういう調査の仕方をした奴は今まで誰もいない」

　自分たちが生活している大地の下に、何があるか分からない。

　想像を絶するものが飛び出してくるかもしれない。

　それをエイジたちはオーガスタ王国の王都で知った。

　いや、そもそもテンコだって地中から出てきたのだ。

　五百七年前の、破壊の日ブロウクン・デイ以前の遺産。それがジワジワと現代を侵しん食しよくしてきている。

「なあテンコ。お前は何か心当たりとかないのか？　親しん戚せきみたいなものだろ？」

「ん？」

　どうやらテンコは話をまるで聞いていなかったらしく、携けい帯たいゲーム機を一いつ生しよう懸けん命めいピコピコしていた。

　まあ、テンコは知らないだろう。今までエイジは散々、テンコに古代のことを聞いたのだ。しかし彼女は首を傾げるばかり。

　テンコが知っているのは、自分がローゼンクロイツによって作られた『工房の門番』であるということ。それだけだ。

「テンコちゃん可愛かわいい！」

「おう、ララセル。お前はちゃんと前を見てろよ。馬車の運命はお前の手にかかっているんだぞ」

「大げさね。森の一本道なんだから迷子にならないし。人が飛び出してくることもないし。平気よ」

「動物とかモンスターが飛び出してくるかもしれないだろ」

「そのときは私の剣けんで一刀両断！」

　ララセルは澄すまし顔がおで言った。

「そして馬車の前にイノシシが飛び出してきた。非情な騎士ララセルは、何のためらいもなしにイノシシを両断する。が、そのイノシシは子連れだったのだ。まだ幼く、一人では生きていくことの出来ない子供は、母親の亡なき骸がらの前で途方に暮れた。しかしララセルはそんな子供イノシシにも刃やいばを向け、無む邪じや気きに笑う。今日の夕飯はイノシシの丸焼きにしましょう――と」

「変なナレーションいれないでよ！」

「子供イノシシは必死に逃げた。そして誓ちかう。かならず復ふく讐しゆうしてやると。その怨おん念ねんはイノシシを進化させた。ハイパー・イノシシ誕生の瞬間である。ハイパー・イノシシはその圧あつ倒とう的てきな巨きよ体たいと速度でララセルの家に襲いかかり、一いち撃げきのもとに粉ふん砕さいした――」

「続けてんじゃないわよ！」

　ララセルはガミガミ怒る。しかしエイジの即そつ興きようシナリオに思うところがあったのか、真面目に前を見て手た綱づなを握り直した。

「それにしても、モンスターが少ないっつーか。今日はまだ一体も出てきてないな。普通、森の中にはいるもんだろ」

　早朝に出発し、既すでに昼過ぎだ。これほど深い森なら、モンスターの群生地になっていてもおかしくないのに、気配すら感じられない。

「そうね。オーガスタ王国だって、深い森の奥おくとか、険しい山の上みたいな、あんまり人が行かない場所まではモンスターの駆く除じよが追いついていないもの。流石さすがはドルツァー帝国ってことかしら？」

「かもな。んで、予定より順調に進んでるから、もうじき森を抜ぬけて、この湖こ畔はん沿いの町に着くわけだが。少し早いが、今日はここに泊とまろうぜ。今からなら湖で遊ぶ余よ裕ゆうもあるはずだ」

「湖畔の町！　泳げるかしら!?」

「……まだ四月なんだが。言わなくても分かってると思うが、寒いぞ？」

「はっ！　言われてみれば！」

　言わないと分からなかったらしい。

「テンコの魔ま法ほうで温かくする？　頑張れば出来るよ？」

　親切な狐きつね耳みみ幼女は、ゲーム機から顔を上げ、ぽつりと呟いた。

「気持ちはありがたいが、生態系に異常が出そうだから、やめてあげようか」

「わかった」

　テンコは素す直なおに頷うなずき、再びゲームに集中する。音を聞く限りアクションゲームをやっているようだ。大人しそうに見えて、意外と派手なのが好きだったりする。

「泳ぐことが出来ないのは俺も残念だが、湖畔だけあって魚料理が美味おいしいらしい。あとチューリップの名所だな。今がまさにシーズンだ。ビール飲みながらノンビリしようぜ」

「エイジ、詳くわしいのね」

「ちゃんと本屋でドルツァー帝国の旅行ガイドを買ったんだ。抜かりはない」

「遊びに来たんじゃないのよ」

「泳ぎたがっていた奴に言われたくはないな」

「そ、それは……えへへ」

　笑って誤魔化された。可愛いので、まぁよしとしよう。





△






　湖畔の町はヴィルレーベンという。

　ガイドブックにあるとおり、湖と、そして立ち並ぶ建物がとても絵になっていた。また、町の到いたるところにチューリップの花か壇だんがあり、旅行者の目を楽しませてくれる。

　町を取り囲む山々の山頂には、うっすらと雪が残っており、それが湖に反射して映り、風ふう光こう明めい媚びを極きわめていた。

　エイジたちは町の入り口にあった厩きゆう舎しやに馬車を預け、意気勇んでヴィルレーベンへと入っていく。

　するとそこは、花の楽園だった。

　どこの家も、庭でガーデニングを行なっており、チューリップに限らず、色とりどりの花で溢れかえっている。

　見ているだけで楽しい。

　エイジたちは鼻歌を歌いながらレンガ畳だたみの道を歩き、そして一軒の食堂に辿たどり着いた。

　湖で採れた魚を調理して出しているらしい。

　しかも二階の席に座すわると、湖や山々を見ながら食事が出来るという。

「ヒメマスの唐から揚あげ山盛りとビール。おまちどおさま」

「どうも。ところで。この町に来る間、森を抜けてきたんですが、一匹ぴきもモンスターが出てこなかったんですよ。ドルツァー帝国はいつもこうなんですか？」

　料理とビールを持ってきてくれたオバチャン店員にエイジは質問する。

　するとオバチャン店員は、あらー、と言って手を叩たたいた。

「やっぱりそうなの？　いえね。ここ数週間、この辺でモンスターの数が妙みように減ったって噂うわさがあって。いいことなんだけど、原因が分からなくてねぇ。不思議よねぇ」

「はぁ。ってことは、普ふ段だんはモンスターがいるんですね？」

「そりゃ町の近くに入ってこないよう、騎き士し団だんが目を光らせているけど。森の奥までは手が回らないでしょ？　けど、どうしてかモンスターがいなくなったらしいのよ」

「それは不思議ですね……」

　本当に不思議な話だったので、エイジはつい眉み間けんにシワを寄せてしまう。

「ま、モンスターがいないのは嬉うれしいことだけどね。それよりも、あんたたち二人とも可愛いんだから気をつけなきゃ駄目よ。ここいら辺じゃ、観光に来た女の子がいなくなるって事件がたまにあるんだから」

「そんな可愛いなんて……って、それ誘ゆう拐かいですか!?」

「多分そうだろうねぇ。けど、身みの代しろ金きんを請せい求きゆうされたりってのはないんだよ。消えた子たちは今どこでどうなっているものやら……」

「警察は動かないんですか？」

　エイジが尋たずねると、

「それがねぇ……一応、捜そう査さはしてるみたいだけど……成果が上がったって話は聞かないねぇ」

　オバチャンは肩かたを落として語る。

　ウルティマラティオによる蘇よみがえりがあるこの世界において、もっとも恐おそろしいのは死ではなく、行ゆく方え不明になることだ。

　森で迷子になって餓が死ししても、神しん殿でんに転送される。川や湖で溺おぼれたり、崖がけから落ちたり、馬車に轢ひかれたりしても同じだ。

　だが、誘拐された場合、もうどうしようもなかった。

　自ら死んで脱だつ出しゆつに成功した例もあるが、普通の誘ゆう拐かい犯はんは、自殺できないように気を配っている。

「そんなわけで、あんた男なんだから、この子たちを守ってやるんだよ」

「はい。それはもう」

　テンコやララセルに危機が迫せまれば、エイジは全力で守る。そんなことは言われるまでもない。

　しかし、二人とも世界屈くつ指しの実力者なので、なかなか守る機会は訪おとずれないのだが。

　オバチャン店員は、ヒメマスの唐揚げを一心不乱に食べるテンコの頭を撫なでてから、別の客の注文を取るため去って行った。

「地元民じゃなくて観光客だけを狙ねらう……なんか組織だって動いている感じだな」

「そうね。でも、ガイドブックには注意書きがなかったわよ。そんなちょくちょく誘拐事件が起きてるなら、書かなきゃ駄目じゃない。それに警察と騎士団は何やってるのよ！」

「声が大きいぞ、ララセル」

「だって……」

　もちろん、エイジだって気持ちは分かる。

　同じ場所で誘拐事件が続発しているのなら、その手口だってとっくに判明しているだろう。ならば網あみを張って犯人を追おい詰つめていくのが警察の仕事だ。犯人たちが強くて手が出せないというなら、騎士団の協力を仰あおげばいい。

　なのに解決の兆きざしがないどころか、国民に十分な注意喚かん起きすらしていないとは。

　サボっていると言われても仕方がないだろう。

「気にならないと言えば嘘うそになるが、それはこの国の問題だからな。あと俺としては、モンスターが急にいなくなったってことに興味がある。なぁララセル。誰かが狩かったわけでもないのに、モンスターが突然いなくなるってことは有り得るのか？」

「いや、ないでしょ。モンスターだって生き物よ。霧きりみたいに出たり消えたりはしないわ」

「けど、あのオバチャンの話を聞く限り、ドルツァー帝てい国こくの騎士団がやったわけでもなさそうだぞ」

「みたいね……不思議だわ」

　騎士団がやったのでなければ、別の誰かがやったということになる。

　しかし、誰が？　何のために？

　確証はないが、エイジの脳のう裏りにある組織名が浮うかび上がった。

「黄金の夜明けゴールデン・ドーン」

　エイジとララセルは同時に呟つぶやき、顔を見合わせた。

　しかし無理もない。

　なんら証しよう拠こはないのだが、このタイミングで異常が起きたからには、そう考えてしまうのは無理もないことだ。

　もっとも、偏へん見けんであると理解しているから、その考えに固こ執しつするのは危険である。

　それでも、やはり頭からその単語が消えることはなかった。







第三章　ホルヴェーク伯爵領







　ホルヴェーク伯爵が治めるこの土地は、三十年前まで皇こう帝てい直ちよつ轄かつ領りようだった。

　しかし黄金の夜明けゴールデン・ドーンの事件により、町や村々、田畑が荒あれ果はて、もはや人が住める状態ではなくなった。

　ホルヴェーク伯爵は十五年前、皇帝から土地を買取り、自分の領地に組み込んで、再開発を始めた。

　それは一定の成功を収めたようだ。

　新たに作られた村はどれも順調に小麦などの農作物を生産している。

　だが、これといって特色のない土地だ。

　皇帝直轄領だった頃ころは、そこそこ大きな町もあったらしい。しかし、黄金の夜明けゴールデン・ドーンによってそれが破壊されてしまったおかげで、わざわざこの地を訪ねてくる者はもうほとんどいない。

　せいぜい、農作物を買いに来る行商人か、エイジたちのような変わり者くらいだろう。

「のんびりした場所ね」

　ララセルは馬車から頭を出して呟き、それから大きく空気を吸い込んだ。

「ああ、何にもなさそうだが、それがいい」

　エイジも御ぎよ者しや台だいから空を見上げ、深呼吸して空気を味わう。

　馬車が進む道の両りよう脇わきには、小麦畑が広がっていた。まだ春だから、青々としている。

　そして遠くには風車が見えた。更に進めば、村も見えてくるだろう。

「おーい、テンコ。お前もゲームばっかりしてないで、外の空気を吸えよ」

「ん？」

　またもや携帯ゲーム機で遊んでいたテンコだが、エイジに呼ばれると、ララセルの脇わきからもぞもぞと顔を出した。

「な、いい場所だろ」

　エイジは笑って言った。しかし、テンコの表情は少しも楽しそうではなかった。いや、それどころか、珍めずらしく険しい顔をしている。

「……何か聞こえる」

　狐耳が緊きん張ちようしたようにピンと伸のびた。

　何か、とは何だ。こんな平和な風景なのに、テンコが緊張する要素がどこにあるのか。

　そんな呑のん気きな気持ちでいると、その『何か』がエイジの耳にも届く。

　悲鳴、であった。

　一人や二人ではない。複数の人々が入り交じり、泣なき叫さけぶ声。断だん末まつ魔まのようなものすら聞こえる。

　続いて道を走ってくる集団が現われた。

　我先にと走る人。妻や子供を抱きかかえて走る人。せっかく植えた小麦を薙なぎ倒して走る人。もう老人なのに凄すさまじい形相で走る人。

　皆みなが一様に走っていた。

　そして彼らの背後から、血ち飛沫しぶきが上がる。唸り声と地じ響ひびきが近づいてくる。

　現われたのは身の丈三メートルを超える巨体。ワニが二足歩行しているような不気味なシルエットに、緑色のウロコに覆おおわれた皮ひ膚ふ。いわゆるリザードマンと呼ばれるタイプのモンスターだ。

　リザードマンは十匹ほどいて、逃にげ遅おくれた村人たちを鋭い爪つめで引ひき裂さきながら、こちらに向かってきた。

「ララセル、テンコ！」

「分かってるわ！」

「ん」

　エイジたちは馬車から跳ちよう躍やくし、村人たちを跳とび越こえて、一気にリザードマンを強きよう襲しゆうする。

　不意の乱入にリザードマンたちが驚いている間に、一いつ瞬しゆんでケリをつける。

　エイジは腰にぶら下げたスティックを手に取り、ボタンを押おした。するとレーザーの刃が伸びて、リザードマンを三匹まとめて輪切りにしてしまう。

　ララセルは気合いの雄お叫たけびとともに上空から剣を振ふり下ろす。まずは一匹ぴき屠ほふり、着地と同時に大旋回。あっという間に四匹も倒してしまう。

　そして多数に対しての攻こう撃げきが最も得意なのはテンコだ。彼かの女じよは空中に浮ふ遊ゆうしたまま、足元のリザードマンに向けて、氷の槍やりを降ふらせた。残っていたリザードマンは全て、脳天から股またまで串くし刺ざしにされ絶命する。

「テンコ。モンスターはこれで全部か？」

「ん。もう見えない」

　テンコは空から見回し、全ぜん滅めつさせたことを確かく認にんしてくれた。よって、これ以上犠ぎ牲せいが増えることはないだろう。

　それにしても、どうして村の中にリザードマンが十匹も？

　光の粒りゆう子しに分解され、神殿に転送されていく村人の死体を見ながらエイジは疑問を浮かべる。

　普通、町や村といった場所の周辺は、騎士団が定期的に見回って、モンスターを駆除しているはずだ。もちろん何事も完全とはいかないので、犠ぎ牲せい者しやが出ることもある。

　しかし、それにしても、リザードマンのように目立つモンスターが十匹も野放しになっているというのは考えにくい。

「あのー、皆さん。ちょっとお話いいですか？」

　遠くからこちらを伺うかがっている村人たちに、エイジは呼よび掛かけた。

　すると長老らしき老人が、代表するように歩いてきた。さっき走った疲つかれが抜けていないのか、まだ肩で息をしていた。

「旅の人。助けて頂き、ありがとうございます。この村にはモンスターと戦えるほどの魔ま法ほう使つかいはほとんどおらず、まして十匹のリザードマンともなると逃げるしか……」

「そうでしょうね。しかし、なぜ村の中にリザードマンが？　まさか、この土地ではよくあることなのですか？」

「とんでもない！　ワシは十五年前に入植した最初の集団の一人ですが、こんなことは初めてです。モンスターが出てきたとしてもスライムくらいで……」

「なるほど……不思議な話ですね」

　昨日は湖畔の町で、モンスターが少ないという話をしたばかりなのに。

　モンスターとは、五百七年前の破壊の日ブロウクン・デイを境に、動物が突然変異を起こした存在だといわれている。が、それでも動物は動物だ。霧のように消えたり、何もないところから沸わいてきたりはしない。

「心当たりは……ないですよね？」

「あったら、あらかじめ逃げています。いくら生き返るとはいっても、苦しいのはご免めんですからな」

「ですよね」

　なんて会話をしていると。空を飛んでいたテンコが、再び緊張の色を見せる。

「マスター、あれ見て」

　テンコが指差す方向には、船がいた。

　とはいっても、ここに海はない。ささやかな小川が流れているだけだ。なのにその船は実に巨きよ大だいであった。遠くなので分かりにくいが、おそらく戦せん艦かんクラス。

　いや、よく見ると複数の砲ほう塔とうが確認できる。本当に戦艦なのかもしれない。

　そんな代しろ物ものが、雲の隙間から降りてきたのだ。

「空飛ぶ戦艦!?」

　ララセルがすっとんきょうな声を上げる。

　それを掻かき消けすようにして、シュッシュッシュッ――と不気味な音が広がっていく。

　蒸気機関の音だ。

　しかも、王都の地下に眠ねむっていた巨きよ人じんに搭とう載さいされていたものと、同じ音。

　突然の出来事に全員がポカンと見上げていると、その戦艦はモンスターを撒まき散ちらしながら、こちらに飛んで来るではないか。

　まるで飛行船から敵てき陣じんへと降り立つパラシュート部隊のように、モンスターがパラパラと落ちてくる。

「急にモンスターが増えたのはアレのせいか！」

　もちろんモンスターはパラシュートなど使わず、直接地上に墜おちて、地響きをたてる。

　そして戦艦はモンスターを投下し続けながら、進路を変えて別の場所へ向かっていく。どうやら、この村を標的にしているのではなく、無差別にばらまいているらしい。

　狙いはまるで不明だが、とにかく止めなければ。

「ララセル、テンコ。村の人たちを守れ。俺おれはあの大元を叩く」

「分かったわ！」

「まかされた」

　二人にこの場を託たくし、エイジは走る。

　体内のナノマシンによって身体能力を強化。超ちよう音おん速そくの領域まで加速し、戦艦の真下まで追いつく。

　そして空を仰ぎ、航空プラットフォームに命じた。

「八や咫たが烏らす。叢むら雲くもを射出しろ」

　戦艦よりも遥はるかな上空から、垂直に降りてくる無む双そうの兵器。

　エイジは跳躍し、空中でそれを掴つかみ取とる。

　エネルギー回路接続。

　電磁フィールド展開。

　荷か電でん粒りゆう子し、生成開始。

　叢雲の刃が青く発光し、その光は天高く伸びていく。原子構造すら崩ほう壊かいさせる超ちよう高こう温おんの刃。撃げき滅めつの剣つるぎだ。

「うぉぉぉっ！」

　気合いの雄叫びとともに振り下ろす。大気中の塵ちりを燃え上がらせ鬼おに火びを到るところに発生させながら、叢雲の刃は空中戦艦へと襲おそいかかった。

　無論、一撃必殺。

　全長三百メートルを超える戦艦が、一刀のもと真っ二つになり、炎えん上じよう。爆ばく発はつ。

　木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とび、細かな破は片へんとなって降りそそぐ。

　乗っていた者は一人残らず死亡し、神殿に転送されただろう。結構。ならば神殿に行き、捕つかまえて事情を聞く。

　死んでも生き返ってしまうという世界は本当に便利だ。自分はその枠わく外がいであるが、他人がそうであることは、もう気にならなくなってきた。

　エイジこそが落伍者アウトサイダーなのだ。自分のほうから適応していかなければならない。どんな世界であろうと、そこで泣いたり笑ったりして暮らしている人がいる以上、その世界が間ま違ちがっていると考えるのはエゴだろう。

「エイジ！　ちょっとこっち手伝って！　第二波が来るわ！」

　遠くからララセルの声がする。

　見れば、丘おかの向こうからモンスターの群れが迫っていた。

　リザードマンとグリフォン。コカトリスに小型ドラゴン。数え切れないほどの軍勢だ。

「ちっ、キリがねぇ！」

　エイジは走り、村人たちのところまで戻り、そして叫ぶ。

「皆、とにかく逃げろ！　俺たちの馬車を使ってもいい。町まで行って、騎士団に助けを求めるんだ！　俺たちで時間を稼かせぐ！」

　硬こう直ちよくしていた村人たちだが、エイジの声を聞き、金かな縛しばりが融とけた。

　反対方向へと全力疾しつ走そうを始める。足の遅おそい女子供や老人は馬車に潜もぐり込み、馬を走らせる。パニックに陥おちいっているように見えて、しっかりと連れん携けいがとれた逃げ方だ。

　死んでも死なないからだろう。

　ウルティマラティオに繋つながった人間の強みだ。何度でもやり直せるから、無意味な緊張をする必要がない。だからこの様な状態でも冷静に動くことが出来る。

　それを少し不気味と思ってしまうのは、きっとエイジのひがみなのだ。

「さて。ララセル、テンコ。まずは目の前のモンスターを殲せん滅めつし、それから最も寄よりの神殿を目指すぞ。あの戦艦はどう考えても黄金の夜明けゴールデン・ドーンだ。捕まえて尋じん問もんしてやる」

「当然ね。私たちならこのくらいのモンスター、すぐに倒たおせるわ」

「テンコ、お腹なか減ったから早めに終わらせたい」

　百に迫ろうというモンスターの群れを見ても、三人に気負いはまるでなかった。

　少なくとも、目に見える敵に恐れは抱いだかない。

　問題なのは、なぜこんなことになったのか、という目に見えない原因のほうだった。





△






　ホルヴェーク伯爵領の中心部。

　そこには領主の館やかたがあった。

　周囲には他の家も、畑もない。ただ森の中にポツンと、塀へいに囲まれた立派な館と、その隣となりに神殿が建っているだけ。

　普段ならここは、帝国貴族が集まって優ゆう雅がな遊びにふける場所だった。

　森に放った動物を猟りよう銃じゆうで狩ったり。それを調理して食べたり。

　あるいは家畜を育てたり交配させたりと、普段の責務を忘れ、牧歌的な快楽に浸ひたる場所だった。

　しかし今、この場所は黄金の夜明けゴールデン・ドーンによって支配されていた。

　塀を押しつぶすようにして、館の横に、巨大な戦艦が停てい泊はくしている。

　海も川も湖もない場所なのに、戦艦である。

　それは黄金の夜明けゴールデン・ドーンが地中から発はつ掘くつした、地球外の技術によって作られた空飛ぶ戦艦だ。

　もっとも動力装置までは修復できなかったので、人肉燃ねん焼しよう式蒸気機関によって代用している。おかげで性能の一割も発はつ揮きしていなかったが、大たい気き圏けん内を飛ぶくらいなら何とかなっていた。

　指揮官はロザリオ・ロンバルト。

　目的は、三十年前の旧黄金の夜明けゴールデン・ドーンの本拠地があったこの周囲一帯の制圧。

　それから、貴族たちがこの館で行なっていた行為に対するお仕置きである。

「ねえ、皆さん。ちょっとでも恥はじの概がい念ねんがあるのなら、自分たちのしでかした蛮ばん行こうを反省できるでしょ？　それは死をもってしか償つぐなえない行い。けど、この世界はウルティマラティオという迷惑装置スパムマシンのおかげで、死んでも生き返ってしまう。それじゃあ償いにはならないわ。だから私が本当に殺してあげる。『殺人』を可能にする禁忌呪文チート・コードの実験台にしてあげるわ。どう、嬉うれしいでしょ」

　ロザリオは館の庭にテーブルと椅い子すを置き、ゆったり読書しながら、丸太に縛しばり付つけられた男たちに語りかけた。まるで銃じゆう殺さつを待つ死し刑けい囚しゆうのようだった。

　それは眼めと鼻と口と、両手両りよう脚きやくを破壊された七人の貴族たち。

　この館の主人エグモント・フォン・ホルヴェーク伯爵と、その同志である。

　彼らの体は、死なないギリギリまでロザリオが破壊した。

　死んで生き返っても、三日ほどデスペナで苦しむが、それはしょせん、二日ふつか酔よいを何倍かにした程度の苦痛だ。そんなものでは、彼らの罪は償えない。

　もっともっと苦しめて、それから永えい眠みんさせる。

　それこそが罪に相応ふさわしい罰ばつ。

「あなたたちも、石とか投げたら？　苦しめられたんでしょう？　何ならナイフで切り刻んでもいいわよ。もっともっと酷ひどいことをされたでしょ？　まあ、復ふく讐しゆうしたところで記き憶おくは消えないから、何もしないってのもありだけど？」

　ロザリオは本から目を離はなし、そして、寄より添そって固まっている少女たちに顔を向けた。

　それはそれは美しい、二十余人の少女たち。

　年ねん齢れいは十歳さい手前から、十代後半くらいまで様々。全員が美しく着き飾かざり、そのまま舞ぶ踏とう会かいに出しても恥はずかしくない出いで立たちだ。

　しかし、眼は死んでいた。

　あらゆる地じ獄ごくを見て、あらゆる感情が死に、ただ人形じみた微ほほ笑えみを浮かべるだけの人形と化していた。

「……やれやれだわ。この子たちをここまで壊したのは誰だれかしら。ねえ、ほんと感謝して欲ほしいくらいね。死ぬだけで償えるんだから」

　ロザリオは貴族たちを見て、そう罵ば倒とうする。が、答えは返ってこない。なにせ彼らの口も耳も潰つぶしている。激痛に呻うめくだけの肉にく塊かいだ。

　ああ、なんて自分は優やさしいのかしら――とロザリオはため息をつく。

　彼らがしたことに比べたら、これは罰ばつになっていない。

　だが、相応しい罰を与あたえようとしたら、それこそ何年かかるか分からない。

　ロザリオは人を痛めつけるのが苦手だから。

　自分が昔されたことをそのままやればいいのだが、それは余りにも酷すぎる。罪に対する罰だとしても、ロザリオは再現する気にならなかった。

　――まあ、いいわ。これは些さ細さいな問題よ。重要なのは、禁忌呪文チート・コードを完成させること。彼らがその礎いしずえになれるなら、そうね。罪は少しは消えるかも。

　などとロザリオが考えていると。部下が一人、神殿のほうから走ってきた。

「ロザリオ様！」

「なによ、騒そう々ぞうしい。死んだ村人たちを戦艦に収納するだけのお仕事でしょ？　私の指示を仰あおぐ必要なんてないじゃない」

「いえ、それが……二番艦かんが撃げき沈ちんされました！」

「えぇ？」

　流石さすがのロザリオも驚おどろき、本から顔を上げた。

「撃沈ってどういうこと？　大型ドラゴンと正面衝しよう突とつしても平気な装そう甲こうのはずだけど」

「まだ詳しいことは分からないのですが……地上から突とつ然ぜん、青い光の刃が伸びてきて、一撃で破壊されたと。神殿に転送されてきた者たちが言っています」

「青い光の刃……」

　ロザリオは、館の隣にある神殿を見つめた。

　それは柱が何本も立ち並ぶ、ローマ風の建築様式だ。中央部には台座があり、死んだ者はそこに転送され、復活する。

　しかし今は、転送されてきた人数が多すぎて、台座だけでは収まらない。

　蘇よみがえりをしめす光が神殿のいたるところから発せられ、出で鱈たら目めに人間が折り重なる。

　デスペナで苦しむ人々が、呻き声を上げながら這はいずっていた。

「エイジさんが来たんだわ」

　ロザリオは確信を持って呟く。

　あの空中戦艦を撃沈できる人間は、エイジくらいしかいないだろう。まして彼かれらはこの場所を目指している。こちらとて、それを承知でここを実験場所に選んだのだから、望むところだ。

「二番艦の乗組員と、転送されてきた村人たちを早く一番艦に収納しなさい。急がないと実験に巻き込まれるわよ」

　この実験における『殺人』の対象はあくまで貴族たち。

　それ以外の村人や仲間を殺すのは、ロザリオの本意ではなかった。

　だからこそ、よそで捕まえてきたモンスターを空からばらまき、村人たちを逃とう走そうさせ、逃にげ切きれずに死んだ人は一番艦に乗せて遠くに運ぶ。

　それでも領内に残ってしまった人は――仕方がない。運がなかったと思って永眠してもらおう。流石のロザリオもそこまでは面めん倒どうを見切れない。

　大切なのは目的の遂すい行こう。

　不死という法則を停止させてやる。

　そして、モンスターが群れをなす森に貴族たちを解き放ち、食われるところを見学しよう。もう二度と蘇ることが出来ない本当の死を前に、恐きよう慌こう状態になっているところをジックリ見たい。

　正直、そんな程度では彼らの罪にふさわしい罰とは言えないのだが――。

「ねえ、キャロル。いつまでも浮かんでないで、ちょっと降りてきて頂ちよう戴だい」

　ロザリオは空に向けて声を放つ。

　その先には、白いドレスを着た少女が一人、ぷかぷかと風に漂ただよっていた。兎うさぎ耳みみと尻尾しつぽが可愛かわいらしい、キャロル・ラビットである。

「何ですかロザリオ。人がせっかく気持ちよくお昼ひる寝ねをしていたのに」

　キャロルはロザリオの前に降りたり、眠そうに目を擦こする。

「ごめんなさい。エイジさんがもうじきここに来るみたいだから、迎むかえに行って欲しいのよ。あと、空で昼寝するのは感心しないわね。ドロワーズが丸見えだったわよ」

「ボクはそういうの気にしないので。平気です」

「まぁ、はしたない。乙女おとめなんだから、少しは気にしなさいな」

　するとキャロルは挑ちよう発はつするように、バサリとスカートをたくし上げた。フリルたっぷりのドロワーズがチラリと見える。

　これはあとでお仕置きが必要ね、とロザリオは微笑んだ。





△






　ロザリオが作成した音響接アコーステイ続器ツク・カプラは、世界に喧けん嘩かを売る装置である。

　全人類を支配するウルティマラティオに禁忌呪文チート・コードを流し込み、法則を書かき換かえ、世界を本来あるべき姿へ戻もどす。

　無数の歯車が脈動するそれは、間違いなく〝機械〟であった。

　ただしロザリオはエイジのように工こう房ぼうを持っていない。知識があっても技術力が追いつかない。だからこそ、それを魔法の知識で補った。

　よって音響接アコーステイ続器ツク・カプラの構造は機械だが、れっきとした魔ま導どう器きでもあった。そのため工学的にはなんら必要のない部品もふんだんに使われている。

　たとえば、地下に眠る異星の動どう力りよく炉ろ、とか。

　たとえば、娼しよう館かんを運営していた夫を殺したいと怨うらみをつのらせる人妻、とか。




　伯はく爵しやくの妻、ヘルミーナ・フォン・ホルヴェークはいまや怨おん念ねんの塊かたまりであった。

　夫を愛していただけに、反動は強きよう烈れつだった。

　ヘルミーナと夫エグモントの出会いは、あの湖こ畔はんの町、ヴィルレーベンで。

　それは一年半前の出来事だ。

　家族と旅行に来ていたヘルミーナは、風に飛ばされた帽ぼう子しを追いかけていた。そして、紳しん士しに拾って頂いた。

　十四歳になったばかりのヘルミーナにとってそれは、初はつ恋こいの始まり。

　駆かけ引きなどまるで知らない小こ娘むすめは、体当たりとしか言いようのない強烈なアタックを続けた。最初は苦く笑しようしていたエグモントも、次し第だいにそれを受け入れるようになる。

　そして家格が近く、エグモントが三十五歳の独身ということで、話はとんとん拍びよう子しに進んでいく。

　結けつ婚こん式しきには、友人であるクラリッサ・オーガスタ女王陛下がわざわざ駆けつけてくれた。

　皆が祝福してくれた。

　誓ちかいのキスをしたとき、この幸せが永遠に続くものだと信じていた。

　ヘルミーナを帝てい都とに置いたまま、エグモントが領地に行ってしまうのは寂さびしかったが、仕事だから仕方がないと素す直なおに思っていた。

　一いつ緒しよにいるときは、とても愛してくれるのだから――。




　その幸せが破壊されたのは半月前だ。

　いや正確には最初から壊れていたのだが、ヘルミーナが知らなかっただけだった。

　ロザリオ・ロンバルトを名乗る者が送ってきた封ふう書しよ。

　中に入ってた銀塩写真には、結けつ婚こんの遥はるか以前より夫が他の貴族たちと行なっていた、とある〝行こう為い〟が写されていた。




　それは何と称しようしたらいいのだろう。

　陵りよう辱じよくや強ごう姦かん、ではない。そんな生やさしいものではなかった。

　死んでも死なないというこの世界の法則を利用した、少女たちに対する凄せい惨さんな遊び。

　そう、遊び。夫たちはとても楽しそうだった。

　その写真には人間が一人も写っていなかった。少女の姿をした家畜と、悪あく魔またち。

　悪魔の一人はヘルミーナの夫であった。




　だがヘルミーナは信じない。きっと加工された写真なのだ。方法は知らないが、そういう技術があるとどこかで聞いたことがある。だから写真は嘘うそ。

　嘘だという可能性が一グラムでもあるなら、絶対に嘘なのだ。

　だって、そうでなければ、ヘルミーナの世界が壊れてしまう。

　だというのに。

　ヘルミーナはロザリオに連れられ、領地に来てしまった。

　そして自分の目で見てしまった。




　裸はだかの少女たちを森に解き放ち、猟銃で狩る夫たちを。




　ああ、ならば妻の勤めとして、夫を止めてやらねばならぬだろう。

　そしてロザリオ・ロンバルトは言う。

「私はあなたの味方よ。私ならあなたの手伝いが出来るわ」

　彼女もまた悪魔の微笑みを浮かべていた。しかし悪魔を倒すには悪魔の力が必要だった。

　よってヘルミーナは契けい約やくを交かわす。

　十五歳の小さな胸につのらせた怨念を培ばい養ようされ、音響接アコーステイ続器ツク・カプラに体を接続される。

　それは魔ま法ほうの儀ぎ式しき。ウルティマラティオに依い存そんしない古代魔法の技わざ。

　詳くわしい理り屈くつは知らない。興味もない。

　ただ死んでくれればそれでいい。

　夫も、その仲間も、家畜の少女も、私も、誰も彼も、皆もろとも死んでしまえ――。





△






　航空プラットフォーム『八や咫た烏がらす』は、たんなる兵器輸送機ではなく、空くう撮さつを行なってエイジに転送する機能も持っている。

　エイジが幼少のときに失った左目。その代わりに埋うめ込んだ硝子眼グラス・アイ。画像データはそこに送られ、ホルヴェーク伯爵領の空撮写真を高解像度で表示する。

　地図にあるとおり、中央部には領主の館と思わしき、立派な建物があった。その隣には神しん殿でんもある。

　そして先さき程ほどの空飛ぶ戦艦と同型と思おぼしき物体が、館に横付けしていた。

　やはり黄金の夜明けゴールデン・ドーンは、この一帯で何かをしているのだ。

　三十年前の事件と関係しているのだろうか。

　それとも全く別の理由なのか。

　予想するには材料が少なすぎるが、しかし行けば分かるというシンプルな話でもあった。

　よってエイジたちは、モンスターで溢あふれかえったホルヴェーク伯爵領を突つき進すすむ。

　一いつ騎き当とう千せんの三人であるから、敵がいくら多くても、その歩みが止まることはない。

　途と中ちゆう、他の村から逃げてきた人々を助け、退路を確保してやったときは流石さすがに時間を使ったが、苦戦など有り得なかった。

「ララセル。お前、本当に強くなったなぁ」

　モンスターの波が途と絶だえた時間を使って、エイジはしみじみと呟いてみた。

「きゅ、急にどうしたのよ！　褒ほめたって何も出ないんだからね！」

「いや、純じゆん粋すいにそう思ったんだが。そこまで照れなくてもいいだろ」

「て、照れてないもん！　私が強いのは当然なんだから！」

「ララセル、顔真っ赤」

　と、テンコに言われてしまうくらい、ララセルの顔は赤くなっていた。まるでドラゴンの吐はく炎ほのおのようである。

　ドラゴンといえばモンスターの中でも最強の種として有名だ。しかしララセルは、かなり大型のドラゴンが相手でも倒せるほどの腕うで前まえを持っている。流石に瞬殺とはいかないだろうが、一対一でも問題ないだろう。

　惜おしいのは、得物の強度。

　彼女の持っている剣けんはオーガスタ王国騎き士し団だんから支給された物であり、間違いなく名めい剣けんといえる。しかし、それほどの剣でも、ララセルの力に耐たえきれない。彼女はつねに剣を気き遣づかって技をくり出している。

　その証拠に、より高い強度を誇ほこるエイジの叢むら雲くもを貸かし与あたえたときは、威い力りよくが倍以上の斬ざん撃げきを放っていた。

　――いっそ、ララセルのために剣を造ってやるのも面おも白しろいかもな。

　なんて思いながら彼女の顔を見つめていると、なぜだか更さらに赤くなっていく。

　あまり変な反応をされると、ホテルでの一件を思い出してしまい、こちらも恥ずかしくなるからやめて欲しい。

「二人とも顔赤いけど、恋こいしてるの？」

　突然、テンコがそのようなことを言い出した。

「ちょ、ちょっとテンコちゃん！　急ににゃにを言い出すのよ！」

「そうだぞテンコ！　そもそも、そんなセリフどこで覚えたんだよ!?」

「ゲームで覚えた」

「そんな教育に悪いゲームは禁止だ！」

「子供の自主性に任せるべき」

　本当にどこで覚えてくるのか、テンコはたまに語ご彙いを増やしているので油断ならない。

　この調子でテンコが純粋さを失い、屁へ理り屈くつばかり言うようになったらエイジはどうしたらいいのか。テンコの将来が心配だ。

　などと呑気になりつつある気持ちを引き締しめて、エイジたちは森を進む。

　あとわずかで伯爵の館に着くというところで、テンコが不意に立ち止まり、そして耳をピコピコと上下させた。

「どうしたテンコ？」

「同族の気配がする」

「同族？」

　とは言っても、テンコは太古の魔法使いローゼンクロイツによって作られた使つかい魔まだ。同じ種の生物がいるはずもない。

　いや、まさか。同族と言うことは、つまり。

「先に行く」

「おいテンコ！」

　エイジが止めるのも聞かず、テンコは浮うかび上あがり、もの凄すごい速さで飛んでいってしまった。

「ちょっとエイジ！　テンコちゃんどうしちゃったの!?」

「知るかよ。とにかく追いかけるぞ！」

　わずかに遅おくれたが、まだ追いつけないほど離はなされたわけではない。こちらも移動速度には自信がある。

　木々をかいくぐってタイムロスを最小限に抑おさえ、テンコが飛んでいった方向へ突き進む。

　するとその先には、エイジが予想していたとおりの者がいた。

　真っ白なドレスに、黒い髪かみ。

　テンコと同じような年齢で、頭に兎の耳を生やした少女。

　同族。人にあらざる者。

「ああ、やっと来ましたね。えっと、エイジさん、でしたか？」

　そう語る兎耳少女に、テンコが横からむぎゅと抱きついていた。

　ただ抱きついているだけでなく、嬉うれしそうに尻尾を振り、とてもリラックスした表情をしている。テンコがこんな顔をするのは、よほど慣れ親しんだ相手だけだ。それこそエイジやララセル、クラリッサくらいのもの。

　なのに、今日初めて会ったであろう少女に、これ以上ないほど懐なついている。

「おいテンコ。その子から離れて、こっちに来い」

「けどマスター、この人、テンコと同じ。ぎゅってすると、落ち着く」

「そうですね。ボクとあなたは初めて会いましたが、何だか懐かしい感じがします」

　兎耳少女もまた穏おだやかな声で語り、テンコの頭をそっと撫なでた。まるで久しぶりに再会した仲のよい姉妹にすら見える。

　ひとまず、こちらに対して敵意はないらしい。ならば、対話の余地があるだろう。

「君も……ローゼンクロイツに作られた使い魔なのか？」

「はい。ボクは『図書館』の門番です。ああ、ちなみに名前はキャロル・ラビットといいます。ボクのマスターが付けてくれたんです。いい名前でしょう？」
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「テンコはテンコだよ」

「そうですか。それもいい名前ですね」

「ん」

　二人とも耳を動かし、擦こすり合あわせ、くすぐったそうな顔をする。小動物同士がじゃれ合っているようで、微笑ましい。

　だが、こんな場所でエイジたちを待ち構えていたのだ。それはつまり。

「君のマスターは黄金の夜明けゴールデン・ドーンなのか？」

「はい、そうです。ボクのマスターは黄金の夜明けゴールデン・ドーンです。詳しいことは知りませんが、かなり偉えらかったはずです。幹部というやつですね」

「この近くにいるのか？」

「ええ。むしろエイジさんに会いたくて、待っていますよ。この先にある伯爵の館にいます。というわけで、ここから先はエイジさんだけで行ってくれませんか？」

　オーガスタ王国の王都で巨人を暴れさせ、ホルヴェーク伯爵領に無数のモンスターを降らせた、謎なぞの組織。黄金の夜明けゴールデン・ドーン。その幹部のほうからエイジに会ってくれるらしい。ホルヴェーク伯爵領には手がかりの一つでもあればいいというつもりで来たのに、僥ぎよう倖こうとすらいえる。

　そうエイジがありがたがっていると、ララセルが声を荒あららげた。

「だ、駄だ目めよ一人でなんて。絶対に罠わなに違ちがいないわ。私も一緒に行く！」

「駄目です。エイジさん以外は通しません。そうしないとボクがロザリオに怒おこられます」

　キャロルは淡たん々たんと語り、薄うすい笑えみを浮かべ、そして全身から魔ま力りよく光こうを放った。

　周囲に突とつ風ぷうが巻き起こるほど強烈な魔力だ。

　ララセルもまた剣に手をかけ、臨戦態勢をとろうとする。

　が、テンコがキャロルの服を引っ張り、ぽつりと呟つぶやく。

「喧けん嘩かしないで。仲良く」

　その一言でキャロルは魔力光を消した。ララセルも剣から手を放す。一いつ触しよく即そく発はつの気配が吹き飛んでしまった。

「そうですね。ボクも喧嘩は嫌きらいです。面倒ですから」

「……私だって、小さな女の子と喧嘩なんかしたくないわよ」

「では仲直りといきましょう。しかし困りました。一応ボクも使い魔ですから、マスターにエイジさん以外を通すなと命じられた以上、通すわけにはいかないのです」

　キャロルは肩かたをすくめ、やれやれと面倒そうなポーズをとる。

　どうも、あまりやる気を感じない。マスターの命令は絶対ではないのだろうか。と一いつ瞬しゆん考えてしまったが、絶対のわけがない。テンコを見れば分かる。テンコはエイジに服従など誓っていなかった。

「俺は別に一人でもいいぞ。どんな罠が待っていても切り抜ぬける自信があるし」

「ちょっとエイジ！」

「いいだろ。ララセルとテンコはここで待ってろ。俺はそのロザリオから情報を聞き出してくるから、お前らはキャロルと話してろ。それとも、ここでキャロルと一戦交えて強ごう引いんに押おし通るか？　せっかく通してくれると言っているんだから、ありがたく俺は行くぞ」

「話が早くて助かります。それに、ボクも暇ひまつぶしにお話ししたいですね。特にテンコは同族ですから」

「なかま、なかま」

　テンコはキャロルに頬ほおずりし、恍こう惚こつとした顔になる。同族に会えたのが本当に嬉しいらしい。

「……あまり納なつ得とくはしてないけど。確かにエイジなら何が起きても大だい丈じよう夫ぶよね」

「おう、安心しろ」

「いい？　信じて送り出すんだから、怪け我がとかして帰って来たら怒るわよ！」

「心配すんなって。じゃ行ってくる」

　ララセルに親指を立てて見せてから、キャロルの指差す方向に向かう。

　するとテンコがトコトコと近寄って、ぐいぐいと服を引っ張ってきた。

「マスター。気をつけてね」

「ああ。テンコこそ気をつけろよ。キャロルは同族かも知れないが、別に味方じゃないんだ。もっとも、戦いになったとしても、お前とララセルが負けるとは思えないけどな。だから安心して留守番を頼たのむんだ」

「ん。テンコ強い。でも気をつける」

「そうだな。油断大敵だ」

　それはテンコに向けた言葉というより、自分自身を戒いましめる言葉だった。

　ウルティマラティオと繋つながっていないエイジは、一度死ねばそれで終わり。なまじ強力な兵器で身を包んでいるので忘れがちだが、誰よりもハンデを負っている。

　それを今一度自覚し、その上で最善を尽つくそう。死ぬかも知れないからと怯おびえて暮らすのはまっぴらごめんだ。







第四章　ロザリオの時間







　テンコたちと分かれたエイジは、森の中を歩く。

　手に握にぎった叢むら雲くものバッテリーはまだまだ残っている。これさえあれば負ける気がしない。なければないで戦いようはある。

　キャロルのマスターがどんなつもりでエイジを呼んだのか分からないが、真正面から受けて立とう。

　などと考えながら進むこと約十分。

　やたらと高い塀が見えてきた。石を積み上げた城じよう壁へきのような塀で、高さは三メートル以上ある。外敵の侵しん入にゆうを防ぐためだろうか。それとも見られては困るものがあるのだろうか。

　エイジはその塀伝いに歩いて行く。やがて門が現われた。

　遠えん慮りよせず勝手に開けて入っていくと、美しい庭園が広がっていた。

　よく手入れされた芝しば生ふ。花か壇だんには色とりどりの花が咲さく。いかにも貴族が住んでいそうな立派な館と、その隣に建つ神殿。

　そして――

　塀の一部を押しつぶして停泊している戦せん艦かんが一隻せき。

　地面に立てられた丸太に縛り付けられる貴族が七人。

　生気のない瞳ひとみでぼんやりとたたずむ少女が二十余人。

　どれも尋じん常じようならざる光景だが、その中でも一ひと際きわ目立って異質な存在がいた。

　よく晴れた春の日ひ射ざしの下、白い椅子に腰こし掛かけて、細い指先でそっとページをめくる、銀色の髪の少女。ただそれだけを見れば普ふ通つうなのだが、にもかかわらず全身から禍まが々まがしい気のようなものが出ていた。

　彼かの女じよこそがキャロルのマスターなのだろうとエイジは悟さとる。

「あら、やっと会えたわね、エイジ・ハズウェルさん。初めまして。私がロザリオ・ロンバルトよ」

　本から視線を上げたロザリオは、エイジを見つめてにっこりと微笑んだ。

　それはとても美しく、とても悪あく魔ま的てきな笑え顔がおだった。

　まるで、全てを愛しているから全てを殺したいと言っているような。何かが決定的に壊こわれてしまっているような、そんな笑顔だった。

「ここに座すわってもいいのかな、ロンバルトさん」

　エイジは彼女に近づき、そして対面の椅子に手をかける。

「ええ、どうぞ。それから私のことはロザリオって呼んで頂ちよう戴だい。エイジさん」

　ロザリオはそう言って本を閉じ、テーブルの上に静かに置いた。

　眼の誕生、というタイトルだった。

「紅茶も出せなくてごめんなさいね。今、部下たちは忙いそがしくて」

「お構いなく。長居するつもりもないから」

　エイジは叢雲を地面に突き立て、進められるまま椅子に座る。

「あら、つれないわね。女の子が勇気を出して誘さそったんだから、もう少し嬉しそうにしてくれてもいいんじゃないかしら？」

「君は、俺おれを何のためにここに呼んだんだ？　単刀直入にいこうぜ？」

「……酷いわエイジさん。けれど、そうね。エイジさんの戸と惑まどいはもっともだわ。ごめんなさい。憧あこがれのあなたに会えて、少し舞まい上がっていたみたい。では単刀直入にいきましょう。エイジさん、私の仲間になって頂戴」

「なに？」

　それは予想外の言葉だった。単刀直入というよりは支し離り滅めつ裂れつ。説得の過程を飛ばし、たんに要求を突きつけるだけの子供のわがまま。

　見ればロザリオは、頬を赤らめ、情熱的でうるんだ瞳をエイジに向けている。クラリッサ女王にも匹ひつ敵てきするほどの、分かりやすすぎる好意がそこにはあった。

　本当に舞い上がっているらしい。

　しかし、なぜ。

　エイジとロザリオは初対面のはずだ。好かれる理由が分からない。一ひと目め惚ぼれ、というのも違う。なにせ彼女はわざわざここで待ち構えていた。ずっと前からエイジのことを知っていたのだ。

「ああ、これも急ぎすぎね。私ったらどうしたのかしら。待って、整理して話すから。どうしましょう、ドキドキが止まらないわ」

　ロザリオは胸に手を当て、深呼吸をくり返す。

　女性から好意を向けられて、こんなにも嬉しくないというのは、エイジにとって初めての出来事だった。

　なにせ、いくら容姿が可か憐れんでも、彼女は黄金の夜明けゴールデン・ドーン。王都を破は壊かいしたあげく、ここでまた何かを企たくらむ一味なのだ。仲良くするつもりなど毛頭ない。

「まずエイジさん。あなたの目的はアマデウスの殲せん滅めつでしょ？　それは私たちも同じ。あれがいる限り、人類に未来はない。それにエイジさんにとっては両親の仇かたきみたいだし？」

　どうやら、こちらの過去は調査済みのようだ。しかし相手は得体の知れない組織。このくらいでは驚かない。

「確かに俺はアマデウスを倒たおす。そこは協力し合えるかもな」

「そうでしょう、そうでしょう。それからもう一つ。こっちの方が重要なんだけど……ウルティマラティオの掌しよう握あくよ。だってウルティマラティオの生み出したこの世界は歪ゆがんでいるんですもの」

「歪んでいる？　まあ確かに旧世界とはかなり違うみたいだが。それでも、この世界で人々は生きている。もう五百年以上経たったんだ。異端者アウトサイダーの俺が言うのもなんだが、無理に元に戻してどうするんだ？」

　確かにエイジは、この世界に違い和わ感かんを持っている。

　自分は機械を使えるのに、なぜ皆みなは使えないのか。

　自分は死んだらそれで終わりらしいのに、なぜ皆は生き返るのか。

　それを可能としているウルティマラティオとは何なのか。

　不思議でたまらない。

　しかし、この世界が歪んでいるとまでは思っていない。それなりに平和といえるだろう。アマデウスでも出てこない限り。

「あらあら。エイジさんったら何も知らないのね。死んでも生き返るってことが、どれだけ人を狂くるわせるか。あそこにいる女の子たちがいい例ね」

　そう言ってロザリオは、少女たちを指差した。

　着飾った美しい二十余人の少女。その誰もが言葉を発することなく押し黙だまっている。精気というものがまるで感じられない。

「この館やかたはね。ホルヴェーク伯爵が管理する娼しよう館かんなの。お得意様は帝てい国こくの貴族たち。実は、ドルツァー帝国の古くからの伝統らしくてね。この領地だって、表向きはホルヴェーク伯爵が皇こう帝ていから買ったことになってるけど、実際は娼館の管理人を命じられたってのが真相よ。それはとても名めい誉よある役職らしいわ。狂ってるわよね。つまり、あの女の子たちは娼しよう婦ふ。もちろん、望んでなったわけじゃないわ。誘ゆう拐かいされたり、親に売られたり。まあ娼婦ってより性せい奴ど隷れいね」

「性奴隷……？　しかし……まだ十歳にもなっていないような子がいるじゃないか……」

　エイジはロザリオの言葉に愕がく然ぜんとし、もう一度、少女たちを見る。

　明らかに二次性せい徴ちようを迎えていない子供から、ハイティーンまで。年代は様々。

　例外なく、眼めが死んでいる。人形の群れのようだった。

「十歳だろうが五歳だろうが、やるわよ、貴族は。ただ犯おかされるだけじゃない。死んでも生き返るから、もう滅め茶ちや苦く茶ちやされるのよ。私も昔は似たような場所にいたからよく知っているわ。まだ五歳さいだった私の膣ちつをハサミでジョキジョキ切って広げて肉棒を無む理り矢や理りねじ込んだりとか。森に解き放たれて、それで逃げ惑まどっているところを猟りよう銃じゆうでハンティングされたり。檻おりにモンスターと一緒に閉じ込められて、素す手でで戦わされたり。自じ慢まんじゃないけど私、一日に十回死んだことあるわよ。あの子たちだって似たようなものね。ああ、それから、人間フォアグラって何だか分かる？　私はそれが一番辛つらかったわ」

　フォアグラとは、ガチョウやアヒルを身動きできない鉄のゲージに閉じ込めて、口にチューブを差し込み、強引に餌えさを流し込んで栄養過多にし、肝かん臓ぞうを肥大化させて作る高級食材のことだ。そうして作られた肥大肝臓フオアグラは、とても美味らしい。

　では人間フォアグラとは。

　知らない言葉である。が、これまでの話の流れから、容易に想像はついた。それが正解であると言われたくないから、エイジは黙っていた。

　そんなエイジの反応を見て、ロザリオは微ほほ笑えんでいる。自分のことを理解してくれてありがとう――そう言いたげな笑顔だった。

「だから私はウルティマラティオをぶっ壊したい。死んでも生き返るなんて馬ば鹿かげた世界はご免めんこうむるわ。けれど、私と真逆の考え方をする人たちが黄金の夜明けゴールデン・ドーンにいるのよ。それが総そう帥すい派は。まあ、そっちが主流で、私は異い端たんなんだけど」

「黄金の夜明けゴールデン・ドーンの総帥……誰だれなんだ、それは」

「マクレガー・メイザース二世。何者なのかは実のところ、私も詳しくは知らない。とてつもない曲くせ者ものなのは確か。私やエイジさんのように、ローゼンクロイツの遺産を持っているわけでもないのに、妙みように旧世界のことに詳しいし。けれど、彼の目的は知っている。ウルティマラティオの禁則事じ項こうを強化して、全人類が統一された意思の元、蜂はちや蟻ありのように行動するよう改造する……なんてくだらないことを総帥たちは考えているのよ。もっとも、下したっ端ぱには『世界征せい服ふく』なんて馬鹿な説明をして、馬鹿をこき使っているみたいだけど。ほら、その辺で働いている人たちも馬鹿の仲間」

　ロザリオは戦艦に視線を向ける。そこには白い仮面を被かぶった人たちがいた。

　王都で暗あん躍やくしていた黄金の夜明けゴールデン・ドーンと同じ格好だ。一いつ般ぱん的てきな構成員は、あの姿なのだろう。

「ウルティマラティオの禁則事項……それを強化するなんて可能なのか？　強化したくらいで、全人類の意志を統一するなんて出来るのか……？」

　全人類はウルティマラティオと繋つながり、魔法と不死を得た。

　そして三つの禁則事項が与あたえられた。

　第一に、殺人の禁止。

　第二に、大規模破壊の禁止。

　第三に、洗脳の禁止。

　どんなに魔法の技術を磨みがいても、この三つは絶対に不可能だ。それがこの世界の法則である。

「出来るんじゃないかしら？　だって、ここ数百年の人口の推移を見る限り、ウルティマラティオは出生率すらコントロールしている。私たちは自分が思っているよりずっとウルティマラティオに支配されているの。ああ、もちろんエイジさんは違うわよ。エイジさんだけは特別。あなただけが本物の人間なのよ」

　そう言うロザリオの顔は、まるでエイジを崇すう拝はいしているかのようだった。

　しかしロザリオは、エイジ本人を見ているのだろうか。その向こうにある五百年前の人類を見ているのではないか。

「ウルティマラティオはその気になれば、きっと何だって出来る。悪意というものを消し去って……いいえ、個という概がい念ねんすら消し去れば、他人を攻こう撃げきすることがなくなるわ。人類という種のために働く肉の機械になるわけ」

　だから、性奴隷にされる少女は生まれない。

　しかし、ロザリオの語る総帥の理想は、悪意を消し去るどころではない。意志そのものを奪うばい取とろうとしている。それはもはや、生きているとは言えないだろう。

「エイジさんはどっちがいいと思う？」

「……肉の機械なんて論外だ。けれど、君のようにウルティマラティオを積極的に破壊したいとも思わない」

　エイジはハッキリとそう答える。

　するとロザリオは意外そうに瞬まばたきした。

「あら、どうして？　エイジさんはウルティマラティオがなくても立派に生きている。つまり、人類にウルティマラティオなんて不要なのよ。いいえ、むしろ今話したように害悪だわ。ねえ、私の仲間になって。一緒にウルティマラティオを破壊しましょうよ」

「仲間になるかどうかを決めるのは、もう少し話してからだな。聞きたいことは山ほどあるんだ。たとえば、アマデウスとは何者か、とか」

「それねぇ。私も図書館で本を色々と読んだけど。どうやらローゼンクロイツ自身も分かっていなかったらしいわ。けれど、ウルティマラティオにはアマデウスを封ふうじる機能がある。五百年前に地上を蹂じゆう躙りんしたアマデウスが消えてしまったのは、ウルティマラティオのおかげ。それは間ま違ちがいないみたいね」

「ああ、やはりそうだったか」

　ロザリオが手に入れた遺産は図書館らしいが、エイジも工房を持っている。

　知識量では負けているものの、ローゼンクロイツが残した技術を多少はかじっている。

　そして、ウルティマラティオに異常が発生するとアマデウスが出現することを知った。

　なにせウルティマラティオが動き出してから五百年以上経っている。いい加減、ガタが来たのだろう。だから十年前にエイジの故郷が滅ほろぼされたのだ。

　これからウルティマラティオは更に壊れていく。

　つまり平和な世界は続かない。

「ロザリオ。君の主張するようにウルティマラティオを破壊すると、アマデウスが完全に復活する。それを分かった上で破壊しようと言うんだな？」

「もちろんよ。だってアマデウスを倒すんでしょ？　倒すには、地上に出てもらわなきゃ無理じゃないの。大丈夫。ウルティマラティオがなくなると魔法も使えなくなるけれど、人類は強いわ。絶対に進化する。眼を持ったハンターに対たい抗こうするため進化した、カンブリア紀の生き物みたいに。障害を乗のり越こえるって私、信じてる。だってエイジさんは現に、アマデウスを倒したじゃない。とても格好良かった。私、一目惚れしたもの。大好き。あなたのお嫁よめさんになりたいくらい」

　ロザリオは熱に浮かされたような声こわ色いろで語り始める。

　エイジは少々うんざりしながら、脱だつ線せんした話を元に戻もどそうと試みた。

「あと。あそこで縛しばられている貴族たちをどうする気だ？」

　するとロザリオは、そんな質問をされたこと自体が論外だとでも言いたそうに、肩をすくめた。

「殺すわよ。当然でしょ。今から実験台にするの。エイジさんは階差機関ってご存じ？　世界がまだ西せい暦れきを使っていた頃ころの……十九世紀の数学者チャールズ・バベッジが造り上げた、歯車を回して計算する原初のコンピュータ」

　また話がそれる。しかし今度は機械の話だ。機械愛好家メカフイリアを自じ認にんするエイジにとっては、無視できない話題である。

「私ね、音響接アコーステイ続器ツク・カプラっていう名前の階差機関を作って、禁忌呪文チート・コードっていう魔法を発動させてて、ウルティマラティオをハッキングする研究をしているの」

　ハッキングとは不ふ穏おんな単語が飛び出してきた。それはつまり、ウルティマラティオに不正にアクセスするということ。想定外の負ふ荷かをかけるということ。

　すなわち、アマデウスが出現する可能性が高まるということ。

「もちろん、今の人類が使っている偽にせ物ものの魔法じゃないわ。本物の古代魔法。私は今から禁則事項を破って『殺人』をやってみせるわ。興味あるでしょ？　実は私、エイジさんに見てほしいから、ここで待っていたのよ。きっと気に入ってくれると思うの」

　ロザリオは弾はずんだ声で語る。

　まるで幼い子供が自分の工作を親に見せ、褒ほめてもらいたがっているように。

　エイジがキレる寸前だというのに、とても無む邪じや気きだった。

「……別に。それからもう一つ。オーガスタ王国の王都にアマデウスが出現した。あれは君の仕し業わざか？」

「狙ねらってやったわけじゃないわ。ただ、ああなるだろうとは予測してたけど」

「あのとき沢たく山さんの人が死んだ。何とも思わないのか？」

「悲しい事件ね。でも人って本来、死ぬものでしょ。運がなかったわね、としか」

「そうか――」

　決定的な決別。

　ロザリオがどんな不幸な生おい立たちだろうとも。どんな理想に燃えていようとも。

　関係なくなった。

　エイジの敵である。徹てつ底てい的てきに叩たたきのめす。

「初めから分かっていたことだけど、俺と君は相あい容いれない。まずは一度死んでもらおうか。そしてあとでゆっくり尋じん問もんさせてもらおう」

　するとロザリオの眉まゆがぴくりと動いた。

「どうしてエイジさん。どうしてそんなことを言うのかしら？　私がやろうとしていることは、旧世界を取り戻すことなのよ。ウルティマラティオに支配されない、本物の人間を取り戻すこと。なのに、なぜ？　本物の人間であるエイジさんがどうして否定するのかしら？　私は分からないわ。ねえ、どうして」

　今まで余よ裕ゆうの表情だったのに、ロザリオは急に身を乗り出して必死に語りかけてきた。

　まるで別れ話を切り出された女性のよう。

　しかしロザリオはエイジの彼女でもなければ、友人ですらない。

　ゆえに問答無用。

　叢雲を手に取り、そしてスイッチを入れる。荷電粒子プラズマ発生装置のスイッチだ。

　青い刃やいばを伸のばし、彼女の頭上へと振ふり下おろす。
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　木こ漏もれ日びが差す木の下で、キャロルがテンコに膝ひざ枕まくらをしていた。

　それは本当に愛らしい姉妹にしか見えず、ローゼンクロイツの遺産などという剣けん呑のんな言葉とは無む縁えんに思える。

　だが獣けものの耳が示すとおり、彼女らは人間ではない。

　圧あつ倒とう的てきな魔力を持つ、使い魔なのだ。

　しかもキャロルに到いたっては、暗あん躍やくする謎なぞの組織黄金の夜明けゴールデン・ドーンの一員である。

　敵として考えるべきなのだ。

　そう分かっているのにララセルは、なかなか警けい戒かい心しんを維い持じできなかった。

　もっともそれは、キャロルの容姿がどうという前に、彼女に戦意が全くないからだ。

　ララセルとて、これでもオーガスタ王国最強といわれる騎き士し。相手に攻撃の意志があれば、嫌いやでも身構える。そうならないということは、今のところキャロルは無害と考えてよいはず。

「それでキャロルちゃん。あなたのマスターは何のためにエイジを呼んだの？　私たちが一いつ緒しよじゃ駄目な理由って？」

　いつまでも獣耳少女二人のじゃれ合いを見つめていたいような気もするが、それでは進歩がない。気持ちを切きり替かえて問いただす。

「さあ、ボクも知りません。けど、愛の告白でもしてるんじゃないですか？」

「あ、愛の告白ぅ!?　ちょっとキャロルちゃん、ふざけないでよ！」

「ふざけてなんかいませんよ。だってロザリオは……そのロザリオがボクのマスターですが、どうもエイジさんに恋こいしたらしいです。ほら、オーガスタ王国に出現したアマデウス。あれを倒した姿を見て、一目惚れってやつですね」

「ひ、一目惚れ……！」

　何を馬鹿な、と言ってやりたかった。しかし出来なかった。

　なにせララセルも、そしてクラリッサ女王も、エイジが大型モンスターを倒す姿を見て一目惚れしたのだ。

　ならば他に似たような感情を抱いだく女性が現われても不思議ではない。むしろ当然。

「じゃ、じゃあ……エイジがＯＫしたら、そのロザリオっての付き合うのっ？　それで、黄金の夜明けゴールデン・ドーンに入っちゃうの!?」

「流石さすがにそれはないと思う。テンコのマスターはそこまで軽けい率そつじゃない」

　キャロルの膝ひざに頭を載せたまま、テンコは確信を持った声で呟いた。

「そ、そうよね……はぁ、よかった……」

　考えてみれば当たり前のことだ。エイジはクラリッサ女王のあの激しい求愛にもなびかない。ララセルがそれとなく好意を示しても気付かない。究極の朴ぼく念ねん仁じんなのだ。

　それが敵の女に告白されたからといって、付き合う道理がなかった。

　いや、しかしエイジがクラリッサ女王とララセルを無視するのは、好みから外れているからというのも考えられる。ロザリオがエイジにとって理想の女だったら――。

「ねえキャロルちゃん。そのロザリオって……可愛かわいい？」

「うーん。自分のマスターだからと依え怙こ贔ひい屓きするつもりはありませんが、誰の目から見ても美少女だと思います」

「な、なんですと！」

　これは大問題だ。やはり今からでもエイジを追いかけ、ロザリオとやらを斬きり伏ふせたほうがいいかもしれない。

「ところでララセルはどうしてそんなに必死の形相なんですか？　エイジさんとロザリオが付き合うと、何か不都合でもあるんですか？」

「え、それは……」

　キャロルは相変わらずの薄い笑みのまま尋たずねてきた。煽あおられているのかと思ったが、そういう感じでもなさそうだ。

「ララセルはマスターが好き。だから他の人に取られたくない」

「へー」

　テンコの発言に、キャロルは感心したように頷うなずいた。突とつ然ぜんすぎたので、ララセルもつられて「そうそう」と言いそうになる。

　が、慌あわてて飲み込み、代わりに悲鳴を上げた。

「どうしたの？　背中に毛虫とか入った？」

「そ、そうじゃなくて！　テンコちゃん、私がエイジのこと好きだって……な、なにを根こん拠きよに！」

「多分そうだろうと思って。ララセルはツンデレ。ゲームで覚えた」

「ゲームのことは分からないけど！　ツンデレじゃないし！」

「そうなの？」

「そうなの！　エイジのことは……その、ただの友達だし！」

「ふーん……」

「ほんとに分かった!?」

「分かった。ゲームの知識は現実では通用しない。恋れん愛あいは難しい」

　テンコはララセルの説明で納得してしまったらしく、しきりに頷く。

　その純じゆん粋すい無む垢くな瞳を見て、ララセルは罪悪感に襲おそわれた。

　なにせ、本当はエイジのことが好きなのだ。会えなかった一年間はとても寂さびしかったし、眠ねむれない夜もあった。そして再会してからの日々は、太陽のように輝かがやいて見えた。

　しかし、だからこそ告白するのが怖こわい。今は友達として仲良くしているが、告白して、もし駄目だったら。この関係はどうなってしまうのだろう。気まずくて、友達付き合いすら出来なくなってしまうのでは。そう思うと、この気持ちを知られたくない。

　そう思う一方で、伝えたくてたまらない。素す直なおになれるクラリッサ女王が羨うらやましい。だが、クラリッサ女王は振られた。何度も告白しているが、毎回、断られている。

　ララセルは、自分がクラリッサ女王よりも女性として優すぐれているという自信が持てない。

　もっとも怖がっていては、いつまでも進展しない。なにせエイジは鈍どん感かんの極致にいる。ララセルが照てれ隠かくしに言う言葉を真に受けて、恋愛感情がないと信じている。馬鹿。

「まあ、エイジさんとロザリオがどうなるかは結果を待ちましょう。テンコの言うとおり振られるなら、ボクは今からロザリオを慰なぐさめる言葉を考えなければいけませんが」

「考えることをオススメする」

「なるほど。あれでロザリオは泣き虫ですから、面めん倒どうです」

　そのとき、キャロルの表情がかすかに変化した。ずっと能面のように変わらない薄い笑みだったのに、一瞬だけ本当の微笑みが浮うかんだように見えた。

　すぐに元に戻ってしまったから、目の錯さつ覚かくだったかもしれない。

　しかし今の優やさしそうな微笑みが本物なら、もしかしたらキャロルを通じて平和的な解決というのも有り得るのでは。そんな幻げん想そうを抱いてしまう。

　それを打うち砕くだくようにして、爆ばく音おんが鳴なり響ひびいた。

　エイジが向かった方角からだ。

「やれやれ。交こう渉しようは決けつ裂れつ。ロザリオの告白は失敗に終わったみたいですね」

　キャロルはふぅと息を吐はき、テンコの頭を膝から降ろして立ち上がる。

「行っちゃうの？」

　テンコも起き上がり、名な残ごり惜おしそうに言う。

「はい。ロザリオにはボクが必要ですから。テンコも自分のマスターが心配でしょう？」

　その問いにテンコは首を振る。

「テンコのマスターは無敵だから」

「そうですか。けど、ボクは手のかかる子のほうが好きです」

　キャロルはスカートを叩たたき、草を払はらう。

「では、ボクは一足先に。テンコ、ララセル。お話しできてよかったです。ロザリオ以外の人と話して楽しかったのは久しぶりでした」

　そして彼女の体がふわりと浮かび上がる。

　敵と味方の奇き妙みような雑談はここまでだ。

　ララセルはキャロルを呼び止めようとしたが、無益なのが分かりきっていたから押し黙った。

　なぜならキャロルは一いつ切さいこちらを振り向かなかったから。

　ほんの少しも躊ちゆう躇ちよせず、自分のマスターのところに飛んでいく。

　憎にくしみ合っているわけではない。

　しかし優先順位が決まっている。少し言葉を交かわしたくらいでは変わることはない。

「テンコちゃん、私たちも行きましょう！　エイジばっかり活かつ躍やくさせてたまるもんですか」

「ん。マスターのお手伝いする」

　テンコはキャロルのように空を飛び、ララセルは地面が爆はぜるほどの脚きやく力りよくで走った。

　ここから先は遊びのない戦いだ。

　だというのに、ララセルの頭は、ロザリオがどうエイジに告白し振られたのかということを考えていた。
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　ロザリオは勝手に信じていた。

　自分の理想を語れば、エイジがそれに共感してくれると。

　だからここに呼んだのだ。手と手を取り合うはずだった。

　たった一人だけ旧世界のルールで生きている彼かれ。全人類を旧世界のルールで包みたい私。

　決裂する理由が分からない。

　だってロザリオはこんなにもエイジを想おもっているのに。

　なのに、なのに。彼は機械兵器を起動させ、プラズマの刃を振り下ろした。

　とても美しい蒼あおい光。

　ウルティマラティオに依い存そんしない、人の作り出した光。

　ロザリオはこれが欲ほしいのだ。蘇よみがえらせたいのだ。このトチ狂くるった『魔ま法ほう』やら『死者蘇そ生せい』などという異星から持ち込まれた力ではなく、人が生み出した力こそが地球に相応ふさわしい。だってウルティマラティオのせいで、ロザリオの母親は――。

「なんで、私の言うこと聞いてくれないよっ！」

　ロザリオは憎きウルティマラティオにアクセスし、魔ま力りよくをダウンロードする。

　怖おじ気けが走ることに、ロザリオとウルティマラティオの適合率は人類の中でもトップクラスだった。ゆえに叢雲の刃に耐たえうる防ぼう御ぎよ結界を作ることが出来た。

　大だい嫌きらいな力を使って、大好きな彼を防ぐという状じよう況きよう。

　涙なみだが出てくる。

　それを拭ぬぐって叢雲の刃を逸そらして地面へと落とす。瞬しゆん間かん、地面が沸ふつ騰とうして足元が液状になった。パンプスの底が融とけていく。

「くっ！」

　自分の足に熱が達する前にロザリオは空を飛んで脱出した。

　しかし叢雲は容よう赦しやなく振り上げられ、追つい撃げきしてくる。

　もう一度、防御結界で身を守る。だが、今度は不安定な姿勢だったので踏ふん張ばりがきかない。刃こそ防いだが、衝しよう撃げきで吹ふき飛とばされ館の壁かべに背中を強く打ちつけた。

　そのまま地面に落ちて、体をくの字に曲げて痛みに耐える。息が出来ないほど苦しい。

　だが、この場にとどまれば、また叢雲が来るだろう。次は防げない。

　ロザリオは死しにもの狂ぐるいで転がって移動する。

　その刹せつ那な、プラズマの刃が落ちてきて、ロザリオが半秒前までいた場所を沸騰させる。

　圧倒的と言うしかない。反はん撃げきなど出来るわけがない。

　しかもエイジはまだまだ武器を持っているはず。ロザリオがまだこうして生きていることが奇き跡せきだった。

　それでも負けるわけにはいかない。死ねば神しん殿でんに送られ生き返るが、デスペナにより三日は激しい頭痛と吐はき気けに苛さいなまれることになる。そうなれば戦せん闘とうや実験どころではない。

　為なす術すべなくエイジに捉とらえられ、激しい尋問が待っている。

　並の拷ごう問もんなどに屈くつするつもりはないが、おそらく彼は相手が少女だからといって容赦しないだろう。

　ロザリオの脳のう裏りに、かつて奴隷だった頃の記き憶おくが蘇る。あれはもう嫌だ。死にたいのに、死ねないのだ。絶対に耐えられない。

　だから立ち上がって戦わねばならない。愛いとしの人であろうとも、ここは譲ゆずれないのだ。

　なのに力が出ない。

「そこまでだなロザリオ。まずは死ね。話はそれからだ」

　そんな言葉をエイジの口から聞きたくなかった。

　死は本来、一度きりのものだ。それを一番知っているのはエイジのはずだ。

　ウルティマラティオに馴な染じんだようなことを言わないで欲しかった。

　そんなロザリオの想いを嘲あざ笑わらうように、叢雲の刃が天高く伸び、そして振り下ろされる。その寸前。

　少女たちがロザリオとエイジの間に割って入った。

「なっ!?」

　エイジは彼女らの乱入に慌て、叢雲の刃を止めた。

　それは、この館で貴族に飼われていた二十余人の奴隷たちだ。

　壮そう絶ぜつな暴行と陵りよう辱じよくを受けながら、ウルティマラティオのおかげで体は無傷。しかし心は壊れてしまったウルティマラティオの犠ぎ牲せい者しや。

「あなたたち……」

　これはロザリオにとって予想外だった。

　確かに貴族たちを拘こう束そくし、少女たちを救いはしたが、恩を売ったつもりはない。そもそも、彼女らと会話らしい会話を交わしていない。成立しないのだ。人間としての感情はとっくに死んでいるものと思い込んでいた。それなのに――。

「ろざ、りおを……いじめ、ない、で……」

　一人が呟つぶやく。

　聞いていると不安になるくらい抑よく揚ようのない声で、ふとすれば風に溶とけてしまいそうなか細い声で。

　それでも確かに言ったのだ。

　エイジもロザリオも固まってしまう。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、エイジの背後から巨きよ大だいな火球が飛んできた。
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　無論エイジは反応し、叢雲で切り裂さく。しかし次から次へと撃うち込こまれるので、流石さすがのエイジもしばらく防御に専念していた。

　その機会をうかがっていたように、部下の一人がロザリオのもとに駆かけてくる。

「ロザリオ様。村人たちの収納が完かん了りようしました。我々の撤てつし収ゆう作業もほぼ完了しております」

　撤収など命じた覚えはなかった。

　しかしエイジの猛もう攻こうを目まの当あたりにすれば、独断で逃にげたくなるのも分かる。むしろ助かったくらいだ。

　エイジに火球を撃ち込んでいるのはキャロルだろう。ほどなくしてテンコとララセルも来るはずだ。そうなれば状況は更さらに悪化する。勝ち目など微み塵じんもない。

　だが、この場におけるロザリオの目的は、戦闘による勝利ではない。

　新型の音響接アコーステイ続器ツク・カプラと、新種の禁忌呪文チート・コードの起動実験。そして実験体である七人の貴族を殺す。これこそがロザリオの勝利条件。

「……実験の準備は出来ているのよね？」

「はい、それはもう……」

「ならいいわ。あなたたちは脱出しなさい。で、村人さんたちは適当なところで降ろして。それからもちろん、あの子たちを連れて行くのよ？」

　ロザリオは震ふるえる脚あしに力を入れて立ち上がり、部下に指示を出す。

　そして少女たちに向かって語りかけた。

「ほら皆。この人と一緒に、あの戦せん艦かんまで走りなさい。あとでまた会いましょう」

　すると彼かの女じよらは生気のない目でロザリオと戦艦を見比べ、それから最年長の一人がポツリと、震える声で――

「たけすけて、くれて……ありがとう……ろざりお……」

　絞しぼり出すように呟く。

　もう壊こわれてしまった感情の、ほんのわずかに残った部分で感謝してくれた。

　ああ、やはり。彼女らはまだ人形じゃない。手て遅おくれになっていなかった。

　それが妙に嬉うれしくて、ロザリオはふっと笑ってしまう。涙もにじんだ。

「どういたしまして。さ、行きなさい。いつまでもここにいたら死んじゃうわよ。あなたたちは私の〝お母様〟とは違ちがって、まだ人間なんだから」

「……うん」

　少女たちは走り出す。

　随ずい分ぶんと弱々しい足取りだが、それでもちゃんと前に進んでいる。

　実のところ、彼女たちを救い出せただけでも、ロザリオはかなり満足していた。

　だが、それでも。まだやることはあるのだ――。
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　エイジは迫せまり来る火球の全てを防ぎながら、その発射地点へと前進していく。

　向かう先にいるのは、兎うさぎ耳みみを生やした少女。ロザリオの使つかい魔ま、キャロルだ。

「テンコとララセルはどうした？」

「ボクはどうもしていませんよ。もうすぐ来るんじゃないですか？　ボクは一足先に来ただけです」

「それはよかった。もし二人に危害を加えていたら、俺おれは君を殺さなきゃいけないところだった」

「エイジさんは恐おそろしい人ですね。けどボクだって強いですよ。そう簡単に負けるつもりはありません」

　キャロルはそう粋いきがってみせる。だが、彼女の実力はテンコとそう変わらないはずだ。ならばエイジが勝利するのは時間の問題であり、しかも後方からテンコとララセルが迫っている最中だ。

　案の定、キャロルの背中に氷の矢が迫った。それも十を超こえる数が同時に。

　キャロルは防御結界でそれを弾はじくが、火球による攻撃が止まってしまう。

　当然、エイジは一気に距きよ離りを詰つめ、キャロルの足を狙って叢むら雲くもを横に薙なぐ。

　それで大人しく斬られるほど甘あまい相手ではないのは分かっていた。ロケットのように飛び上がって回かい避ひしたキャロルに対し、エイジは小型自律兵器を飛ばして攻撃しようとした。

　だがそれより早く、キャロルの頭上をとった者がいた。

　ララセルである。

「キャロルちゃんごめんね！」

　エイジすら虚きよを突つかれたタイミングで、ララセルの踵かかと落としがキャロルの肩かたに直ちよく撃げきする。

　回避も防御も間に合わず、キャロルは為す術なく叩たたき落おとされた。森の中へ突っ込み姿が見えなくなる。が、ララセルが魔力で空中に足場を形成。それを蹴け飛とばしてキャロルを追いかけた。

「マスター、元気してた？」

　そしてテンコが呑のん気きな声を出しながら、たったか走り寄ってくる。

「おう、元気だぞ。さっきの氷の矢はテンコが撃ってくれたのか？」

「そう。防がれちゃったけど」

「いや、おかげで助かった。ありがとな」

「どういたしまして」

　テンコはいつものように耳と尻尾しつぽを動かした。

　お礼に抱きしめて撫なで回まわしてやりたいところだが、流石にそんな場合ではない。

　キャロルはララセルに任せるとして、エイジたちはロザリオだ。

　彼女は色々とエイジに語ってくれたが、まだまだ情報を引き出せるはずだ。

「テンコついてこい。まずはあの戦艦を壊して、連中の足を潰つぶす」

「りょうかい」

　というやり取りをしたそばから、戦艦の蒸気機関が動き出し、そこに少女たちが入っていくのを見つけた。

「待て！」

　エイジは叢雲の切っ先を少女たちの背中に向けたが、止まってくれない。

　彼女らは敵ではないし、それどころか犠牲者だ。出来ることなら攻撃などしたくはなかった。が、こうなっては仕方がない。

　少女ごと戦艦を潰す。デスペナは可か哀わい想そうだが、我が慢まんしてもらうしかなかった。

　そう割り切り、プラズマの刃を伸ばしたところで、館やかたから不気味な音が鳴り響いた。

　同時に強きよう烈れつな違い和わ感かんが広がっていく。

　たった今、世界の法則が変わってしまったかのような、不思議な感覚。

「マスター。あの館から凄すごい魔力が出てる」

　テンコが珍めずらしく険しい声で言った。

　そして――

「駄だ目めよエイジさん。あの戦艦を攻撃しちゃ駄目。だって私、もう音響接アコーステイ続器ツク・カプラを起動させちゃったんだもの。ほら、感じない？」

　ロザリオはパンプスのヒールでレンガ畳だたみをターンと鳴らす。

　その瞬間、館から広がる音が更に強くなる。

「禁忌呪文チート・コードが広がっているわ。ウルティマラティオを侵しん食しよくして、殺人を禁ずる禁則事項を無効化していく。今あの戦艦を壊したら、あの子たち死んじゃうわよ。それだけじゃなく、そこの神殿に転送されてきた村人も乗っているわ」

　機械の駆く動どう音おん。無数の歯車が回る音が鳴り響く。

　ガシャン――ガシャン――まるで世界を塗ぬり替かえるようにして。

　チャールズ・バベッジの階差機関。ロザリオはそう言っていた。

　もちろんエイジも機械愛好家メカフイリアを自じ称しようしている以上、階差機関くらい知っている。電気を一切使わず、歯車の回転のみで複雑な関数計算を可能とするアナログ計算機。原初のコンピュータ。

　しかしエイジの知っているそれは、あくまで機械だ。

　魔力を放ったりしない。

　ゆえに、これはまともな階差機関にあらず。

　明らかに未知の魔ま法ほう技術が使われている。

　音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コード――詳細は不明だが、ロザリオいわく、ウルティマラティオをハッキングするものらしい。

　禁則事項を突破し『殺人』を可能とする機械。

　世界に存在してはならないものだ。

「いいだろう。戦艦は見逃してやる。しかし、音響接アコーステイ続器ツク・カプラとやらは破は壊かいするぞ」

　エイジは、飛び立っていく戦艦から館へと叢雲を構え直す。

　そして目を見張る。たまらず瞬きをしてしまう。

　左目に埋うめ込まれた硝子瞳グラス・アイのバグカウンターに、異常な数値が表示されていた。それは『工こう房ぼう』の手引き書で学んだ、世界の安定を表わす数値。ウルティマラティオによる秩ちつ序じよが人々を包んでいることを証明する数値。

　それが、ひたすらマイナスへと振り切っていく。尋じん常じようならざる負の領域。

　王都リッデルザールにアマデウスが現われたときですら、マイナス五十であった。

　だが今、マイナス七十。更に、下がり続けている。

　いつアマデウスが出てきてもおかしくはない。

　猶ゆう予よなし。

　よって前口上なしで叢雲をフルパワーで起動し、館へと振り下ろす。

「やらせるわけ、ないじゃない？」

　蒼あおく強く輝くプラズマの前に、ロザリオは姿を晒さらす。

　音響接アコーステイ続器ツク・カプラが動き出しているということは――彼女の目論見通りなら――この場で死ぬと本当に死ぬ。ウルティマラティオの加護は届かない。蘇ることなく永えい眠みんする。

　なのに自ら死地に来た。

　それを見たエイジは、ロザリオがただの狂人ではなく、覚悟を決めた求道者であると初めて知る。いや、彼女に言わせれば他の者たちこそがおかしくて、決死の覚悟こそが普ふ通つうなのか。いずれにせよ、大したものだ。が、それがどうした。そんなに人を殺したいなら自分を殺せばいい。

　――死ね。

　プラズマに飲み込まれ、欠片残さず消えるがいい。

「私のこと、ただの頭がおかしい女だと思ったら、大間違いなんだから！」

　ロザリオは両手を広げ、そして六ろく芒ぼう星せいを展開させる。

　館を守る壁だった。

　無論、斬り裂いてやる。今度は今までと違い、バッテリーの残量を考えない本気の一いち撃げきなのだ。防げるものではない――と、叩き付けたのだが。

　なんと信じがたいことに、刃が止められた。ドラゴンどころか、空飛ぶ戦艦すら一撃で屠る叢雲のフルパワーが、一個人の魔力で止められたのだ。

　一秒、二秒、三秒。まだ六芒星は壊れない。

「大したものだ」

　と、驚嘆するしかなかった。

　ロザリオの表情は苦悶に染まり、脂あぶら汗あせを流し、とても辛そうだ。おそらく、保ってあと十数秒。ほどなくして彼女の魔力は枯渇する。

　だが、叢雲を喰らいながら一瞬でも原形を保っているというのが賞賛に値した。

　強敵として認にん定ていする。

　ゆえに追撃だ。
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「テンコ。適当に攻こう撃げきしろ」

「あいあいさー」

　テンコの平へい坦たんな声色と共に、周辺の土砂が迫り上がる。それは空中に飛び出し、一カ所に集まり、固まり、直径十メートルを超える大質量の砲弾となってロザリオを強きよう襲しゆうした。

「――ッ！」

　叢雲だけでも手て一いつ杯ぱいのところで、更なる攻撃が加われば、当然、限界を超えてしまう。

　いや、もともと限界を超えていたのに、執念だけで堪えていたのだ。

　多勢に無勢というのは少々卑怯だが、喧けん嘩かを売ってきたのは向こうである。

　大人しく死んで頂こう。

　どうやら人が死ぬ世界がお望みのようだし。

「ロザリオ！」

　しかし、叢雲の刃が六芒星を貫く瞬間、ララセルと戦っていたはずのキャロルが割って入った。

　キャロルはロザリオを抱きしめて転がり、叢雲の射線から逃のがれる。

　おかげで六芒星の壁が消えた。よって刃が彼女らの野望を打ち砕く。

　十万度を超える青い光が館を跡形もなく消し飛ばす。

　屋根も煙突も壁も窓も一切合切が蒸発し、それどころか地面すら抉えぐれていく。叢雲の刃に耐えうる物質などこの世にない。

　そもそも、エイジを敵に回したあげく、自ら誘い込んだ時点で、ロザリオは敗北していたのだ。

　よってこれは当然の帰結。捻ひねりのない結末。

　ここに一つの章が終わりを告げ、そして次章が幕を開ける。

「テンコ。工房から唐から沢さわを出せ。アマデウスが来るぞ――」

　バグカウンターの数値が今、マイナス百を超えた。







第五章　それぞれの結末







　それは暗い暗い地下の部屋。

　自分の夫が少女たちを犯していた部屋で、ヘルミーナは機械に繋がれていた。

　ガシャン――ガシャン――回る回る。歯車が回る。

　ヘルミーナの呪いを乗せて万まん華げ鏡きようのように。

　愛していたのだ。彼にそっと触ふれられるだけで幸せだったのだ。言葉を交わすだけで、一緒にいられるだけで、他は何もいらなかった。

　なのに彼は裏切った。

　いいや、初めから嘘うそだった。

「三十過ぎても貴族が独身って不自然だから、偽ぎ装そう結けつ婚こんだったんじゃないかしら？」

　ロザリオはそう言っていた。

　ああ、なるほど。確かにそうだろう。言われてみれば思い当たる節はある。

　彼の言葉も視線も全てが演技。熱に浮かれた小こ娘むすめをだますにはそれで十分なのだ。

　知らなければ良かった。

　だけどヘルミーナは全てを知ってしまった。

　一人の少女に複数の男が群がって、膣ちつと尻と口と耳と両目と臍へそに挿入している写真を見てしまった。少女と馬を交尾させて喜ぶ夫を見てしまった。少女の骨をへし折って変な形にくっつけて盆ぼん栽さいだと喜んでいるのも見てしまった。

　愛する彼がいたら他に何もいらない。けれど、愛した彼は偽にせ物ものだった。だからもう何もいらない。全て壊れてしまえ。万象尽ことごとく焼き尽くす。一人も逃さない。

　――私の想いは止まらない。愛している愛している。だからこれ以上、私の思い出を穢さないで。初めから何もなかったことにして頂ちよう戴だい。あなたを殺して私も死ぬの。そして世界を滅ほろぼしてやり直しましょう。

　ヘルミーナの支し離り滅めつ裂れつな呪いはロザリオの設計通り、音響接アコーステイ続器ツク・カプラの力を強めていく。歯車と連動し、地下に眠る異星の動力炉から黄金の光を吸い上げて禁忌呪文チート・コードを撒き散らす。

　そしてヘルミーナの愛はロザリオの想定を超えて、ウルティマラティオにバグを貯めていく。ホルヴェーク伯はく爵しやく領りようを包み込むだけで良かったのに。その効果範はん囲いは外へ外へと広がっていく。

　本当に殺人が可能になっているのかは分からない。ただひたすらヘルミーナの愛憎が世界へ進撃していった。




　ウルティマラティオはそれに耐えられない。ゆえに世界が割れる。

　檻おりが砕け、時空の向こう側に閉じ込めた〝全ての敵〟が再び顕けん現げんしてしまう。




　それを防ぐために青いプラズマの刃やいばが館を襲い、ヘルミーナがいる地下室までを蒸発させた。

　音響接アコーステイ続器ツク・カプラは破壊され、当然ヘルミーナも即死する。

　もし神殿で蘇ればロザリオの実験は失敗。死んだままなら成功だ。

　しかし、確かめる術すべはもうなかった。

　アマデウスが現われたのだ。

　それは全てを飲み込み終わりを告げる者。

　誰だれの制御も受け付けない絶対的な滅びを与える者。

　ロザリオが望んだ結末とはまるで異なるが、しかし、ヘルミーナにとってはアマデウスこそが救世主であった。
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　地底から振動が昇ってくる。

　そして飛び出してきたのは黒いムカデ。全長は二百メートルほどだろうか。

　それが空間ごと飲み込むようにして地面を消し、縛しばられていた七人の貴族も消し、空へと飛んでいく。

「エ、エイジ！　あれってまさか……アマデウス!?」

　走ってきたララセルが、愕がく然ぜんとした顔で空を見上げて叫んだ。

　黒いムカデは蛇へびか龍りゆうのように空を泳いでいた。それだけならば優ゆう雅がなのだが、細かく無数に生えた脚が絶え間なく蠢うごめき、邪悪な存在であると自己主張する。

「決まっているだろう。あんな、見ただけで腸はらわたが煮にえくり返る奴やつが他にいてたまるか。テンコ、準備は？」

「おーけー」

　テンコは両手を天にかざす。するとそこに光が広がり、細長い物体が現われた。

　見た目はライフルだ。しかし、とてつもなく大きい。対戦車ライフルだとしても、これほどの大きさはないだろう。

　その正体はエイジが工房で作り続けていたプラズマランチャー『唐沢』。その試作型である。

「試し打ちには丁度いい相手だ」

　エイジは唐沢を両手で持ち、腰こしだめに構える。

　目標は空のアマデウス。

　それは故郷を滅ぼした個体とは違うが、放つ気配は同じだ。ゴキブリを何百倍にもしたような生理的嫌けん悪お感かん。吐き気しかしない。

「テンコ、ララセル。ちゃんと防御結界を張っておけよ」

「わ、分かってるわよ！」

「もう張ってる」

　この唐沢はあまりにも高エネルギーであるがゆえ、命中しなくても近くにいるだけでダメージを喰らう。

　二人がちゃんと防御を固めたことを確かく認にんしたエイジは、トリガーに指をかけた。

　いつの間にかロザリオとキャロルがどこかに消えていたが、そちらは後回しだ。アマデウスが出てきてしまった以上、その殲せん滅めつが最優先。

「会えて嬉うれしいぜアマデウス。目の前にいなきゃ殺せないからな！」

　アマデウスもこちらに気付いたようで、のたうつようにして頭を動かし、一気に降下してきた。

　その体に擦かすっただけで消滅してしまう。ウルティマラティオによる蘇りも働かない、世界に開いた穴のような敵。

　そんなアマデウスの急降下を前にして、エイジは不敵に笑う。おかげで狙ねらいやすくなった、と。

　トリガーを引き、光の暴力をアマデウスへと叩たたき付ける。

　その構造は到いたってシンプル。

　砲身の中にある金属棒に大電流を通し、電子を吹き飛ばし、超高熱のプラズマ状態にし、磁界で弾丸状に包んで前方へ発射する。ただそれだけの兵器。

　プラズマを刃の形にとどめ続ける叢雲のほうが複雑な機構を有していた。

　だが、出力の桁が違う。

　叢雲は剣つるぎとして長時間使用することを前提としている。一方、唐沢は全エネルギーを一撃で放出するつもりで設計した。

　その威い力りよくは王都リッデルザールで使用した八百万ロツズ・フロの裁きム・ゴツドに比べると、一歩劣る。しかし、衛星軌き道どうからの狙撃などという大げさな機構を必要とせず、取り回しが各段にいい。

　突とつ然ぜんのアマデウス襲来にも対処できる便利な兵器だ。

　そして今、唐沢の銃じゆう口こうから、プラズマの砲弾が閃せん光こうとともに飛び出した。速度は亜あ光こう速そく。回避など不可能。よって無論のこと一撃必殺。

　全長二百メートルのムカデを光で包み、この世から消し去った。

　断だん末まつ魔まを上げる暇すら与えない。

　プラズマ弾頭はそのまま止まらず突き進み、やがて宇宙まで飛んでいく。

　それでおしまい。何も残らない。ただ青い空が広がるばかり。森が広範囲にわたって焼け落ち、荒野になっている。

　そんな光景を前にして、エイジは呟く。

「……思ったより威力が出なかった」

「なにバカ言ってるのよ！」

　すかさずララセルが怒声を上げた。

「こ、こんな周りまで焼き尽くしちゃって……見なさいよ！　結界張ってたのに、服が少し焦げたじゃない！」

　ララセルはパーカーの袖そでや、スカートの裾すそを摘つまんでみせる。確かに焦げ目が付いていた。だが、そう大おお騒さわぎするほどのことではない。
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「それはララセルの結界が弱かったから。テンコは焦げてないよ」

「テンコちゃんの魔力と比べないで！」

「騒ぐなよ。無事だから良かったじゃないか。それに、周りが焼けているのは、俺が撃つ前からだろ。お前らとキャロルの戦いであらかた森は消えていた」

「ここまで徹底して焼けてなかったし！　てか、アマデウス倒たおしたじゃない！　これ以上の威力ってどんなのよ!?」

「いや、あのアマデウス。十分の一秒くらいは原形をとどめてたんだよ。もっと早く消滅させたかったなぁ……」

「私のいないところでやって！」

　ララセルはジタバタ手を振ふり回して怒鳴り散らす。なんだか面おも白しろい動きだ。

　そんなララセルを尻目に、テンコは急にてくてく歩き出した。

「おい、どこ行くんだ？」

「あの辺から変な気配を感じる」

　そう言ってテンコが目指す先は、かつて館があった場所だ。

　今は叢雲のせいでクレーターが出来ていた。

「あ、テンコちゃん。気をつけてね」

「だいじょうぶ」

　そしてテンコがクレーターの奥おくから拾ってきたのは、球状の物体だった。

　艶つやが全くない黒色。あまりにも光を反射しないので、目の前にあるのに、絵を塗りつぶしたような不気味さを覚えるほどだ。

「確かに変だな……しかしテンコ。よく気が付いたな」

「さっき、少しだけ魔力を放ってた」

　テンコがそう言った瞬間、物体が淡い光を放った。

　なんとそれは黄金の光だった。

「エイジ……これってもしかして!?」

「ああ。たしか三十年前の黄金の夜明けゴールデン・ドーンは、地面から湧き出す黄金の光を浴びて強くなったんだよな。それも、この場所で」

　もしかすると。いやおそらくは、このボールが発生源なのだろう。

　ロザリオがこの地を実験場に選んだのも、これと関係しているのかもしれない。

「なあテンコ。今の光、どうやって出したんだ？」

「テンコは弄いじってないよ。勝手に出た」

「ふーん？　ちょっと貸してみろ」

「ん」

　受け取ったボールをコツコツ叩いてみたり、撫で回したりしてみる。

　大きさと質量はボウリングの球ほど。手触りはツルツルしており、繋ぎ目は一つもない。

　機械には見えなかった。しかし、単なるオブジェとも思えない。現に黄金の光を発したのだ。

「おーい、もう一度光って見ろー」

　ボールに向かって呼び掛けてみたが、反応なし。

「壊れちゃったんじゃないの？」

　ララセルは指でボールをつんつんしながら言う。

「かもなぁ。なにせ三十年間……いや、その前から地面の中にあったんだから」

　するとテンコの手の中で光ったのは、最後の残りカスだったのかもしれない。

「しかし、壊れていようと何だろうと、現物が手に入ったのはありがたい。テンコ、お手て柄がらだぞ」

「ん。言葉より態度で示して」

「おう。こうか？」

　エイジが頭を撫でてやると、テンコの耳と尻尾が嬉しそうに動き回った。

　可愛かわいいなぁ、と思っていると、なぜか隣となりから唸うなり声ごえが聞こえてくる。

　オーガスタ王国の最強騎き士し、ララセル様の声だ。

「うぅぅ……私だって頑がん張ばったのに。テンコちゃんだけ褒ほめてもらってずるい！」

「ずるいって、お前は子供か。俺になでなでされて嬉しいのかよ？」

「そ、それは……」

　ララセルは言葉に詰まり、固まってしまう。

「だろ？　まぁ今度、飯でも奢おごるから、それで勘かん弁べんしてくれ」

「え、あ、いや……その……なでなで、嫌じゃないんだけど……？」

「は？」

「だから！　エイジになでなでされるの嫌じゃないって言ってるの！　何度も言わせないでよ馬ば鹿か！」

　ララセルは顔を真っ赤にしてエイジを馬鹿呼ばわりしてきた。

　実に理不尽なものを感じるが、何となく自分が悪いような気もしないでもない。

「ええっと……つまり、撫でたらいいんだな……？」

「そ、そうね！　そういうことよっ！」

「はぁ……」

　むやみやたらと必死なララセルに戸と惑まどいつつ、エイジは言われるがまま、その頭に手を乗せる。

「え、えへへ」

「何をニヤついてんだよ……」

「ニヤついてないわよ！　ただちょっと顔が緩んだだけでしょ！」

　エイジの常識では、それをニヤついていると言うのだが、どうやらオーガスタ王国の騎き士し団だんでは違うらしい。

　それにしても、こうして嬉しそうに笑われると「この子はもしかして自分のことを」と勘かん違ちがいしそうになる。

　だが、いつだったかララセルは、明確にそれを否定していた。

「ララセルはマスターに恋こいしてるの？」

「なっ？　ち、違うわよテンコちゃん！　変なこと言わないでッ！」

「そう」

　ほら、こんな風に。だからララセルはエイジのことが好きではないのだ。

　エイジはそのことを、ほんのちょっぴりだけ残念に思った。





△






　エイジたちが談笑している場所から遥はるか遠く。

　高度五千メートルの空に、馬と同じようなサイズの小型ドラゴンが飛んでいた。

　灰色の体は周りの雲にとけ込み、翼を目一杯広げても目立たない。地上から探しても分からないだろう。

　だが、その背の上に仁に王おう立だちする人物は、対照的に派手である。

　まず、美しい。

　十人が十人とも振り返るほど、美しい顔立ちの女性だった。

　そして背が高い。百八十センチ近くある。女性としてはかなりの大きさだ。

　また髪かみの色は、眩まばゆいほどの金色である。それが波打って腰の下まで流れていた。

　注目を集めるためだけに生まれてきたような容姿である。

　ただし街を歩いても、彼女をジロジロと見るような無礼者はいないだろう。

　なぜなら彼女は、ドルツァー帝てい国こく騎き士し団だんの制服を着ている。

　国民から畏い怖ふと尊敬を集める帝国騎士に色目を使う度胸など、誰も持ち合わせていないのだ。

「アマデウスを単騎で撃破。それも一撃で……この目で見るまで信じられなかったが、なるほど。あの異端者アウトサイダーの少年。オーガスタ王国での一件はどうやら本当らしい。それから、あれがアランとケイシーの娘か」

　エイジたちからこの場所はまず見えない。

　しかし彼女の目はハッキリと地上を捉とらえていた。

「たしかララセルといったな。良い太刀たち筋すじだが……まだまだ両親には遠く及ばん」

　彼女の口調は険しかった。だが、その表情はどこか楽しげでもあった。

「さて、帰るぞゲルアー。我らが帝国で舐なめたことをしてくれた黄金の夜明けゴールデン・ドーンへの、報復措置を考えねばな。それと近い内に、奴らへも挨あい拶さつしておこうか」

　最後にもう一度、エイジたちを見る。

　そしてゲルアーと呼ばれたドラゴンは首と尻尾の動きで方向転換し、帝てい都とを目指して飛んでいく。

「あとは、あの娼館を利用していた貴族を全て洗い出し、粛正してやらねばな。皇こう帝てい陛へい下かにも灸きゆうを据すえておくか……まったく嘆かわしい。ドルツァー帝国の面汚しどもめ」

　彼女は皇帝に対して『帝国の面汚し』と言い切った。

　その言葉を聞く者がいない空の上だからこそ大事にはならなかったが、しかし彼女は群集のど真ん中であっても同じことを言ったであろう。

　祖国の名誉を傷つける者には、それが誰であろうと容よう赦しやはしないのだ。





△






　カツン、カツン――と薄暗い廊ろう下かに二人分の足音が響く。

　歩いているのは黒い少女と白い少女。

　ホルヴェーク伯爵領から逃にげ出した、ロザリオ・ロンバルトとキャロル・ラビットである。

　その足取りは弱々しかった。

　特にロザリオはいつも自身に満ち満ちているのに、今は敗残兵そのものだ。

　キャロルに肩を支えられ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした顔で床を見つめる。

　エイジに負けた――そのことはいい。彼かれは別格だ。むしろ、そうであれと願っている。

　けれど、実験の失敗は許されないのだ。

　ああも早くにアマデウスが出てきてしまうとは想定外だった。もう少しバグを抑おさえることが出来ると思っていた。

　アマデウスに全てを飲み込まれてしまい、もはや禁忌呪文チート・コードがちゃんと流れていたのか、確かめる術はない。いや、あれほど急激にバグがたまったのだ。完全な失敗だったと考えるべきだろう。あのシステムでは殺人に到ることは出来ない。

　かりに禁忌呪文チート・コードが予定通りに流れていたとしても、アマデウスが出た時点で失敗だ。

　ロザリオの目的は、あくまで人の殺意による殺人であり、怪物による世界の終しゆう焉えんではないのだから。

「失敗しちゃった……失敗しちゃった……」

　うつむいたままロザリオは呟つぶやく。

　いつの間にか喉がカラカラに渇いている。そのくせ涙なみだは止まらないのだから、人の体とは不思議なものだ。

「壊こわれたものはまた作ればいいし、失敗したならやりなおせばいい。それだけのことでしょう？　泣かないでください。あなたらしくもない」

　ロザリオを支えてくれるキャロルもボロボロだった。だが彼かの女じよの表情と声こわ色いろは、いつもと同じく飄ひよう々ひようとしている。

　ロザリオが泣こうが喚こうが、きっと彼女は変わらない。ただ変わらずそばにいてくれるだけ。同情も共感もしない。キャロルはキャロル。そんな彼女の有り様に、どれほど救われてきたことか。

「そうね、ありがとうキャロル。けれど時間がない……私はお母様を美しいまま殺して、そして埋葬してあげたいのよ。老いてからじゃ遅おそい。アマデウスに飲み込まれるなんて論外。私はお母様を人間に戻もどしてあげたいの。そのためには殺すしかないのよ」

　二人は廊下の突き当たりまで辿り着く。

　そして扉とびらを開くと、広々とした中庭が広がっていた。

　青い薔薇ばらが咲き乱れる庭園だ。

　あまりにも幻げん想そう的てきな風景に、見る者は目を奪われるだろう。

　しかし空を見上げ、そこがドーム状のガラスで覆おおわれていると知れば驚おどろきは更さらに深まる。

　そう。ここは中庭ではなく、部屋の中なのだ。

　ロザリオが母親のために作った寝しん室しつだ。

「お母様、ただいま戻りました……」

　キャロルの腕うでから離はなれ、ロザリオは部屋の中心に向かっていく。

　そこには大きなベッドと、それに寝そべり天てん井じようを見つめ続ける美しい女性がいた。

　銀色の髪。真しん紅くの瞳ひとみ。雪のように白い肌はだ。ロザリオと瓜うり二ふたつの顔立ち。

　ロザリオはその女性にすがりつき、愛おしげに手を握にぎり、涙を流して懺ざん悔げする。

「……ごめんなさい。まだお母様を殺してあげられそうにないの。ごめんなさい、本当にごめんなさい。けど、いつか……いいえ、すぐに殺してあげるから。だからもう少しだけ待って」

　母、である。大好きな、母、である。

　生んでくれた人。

　愛してくれた人。

　大切な女性に向かってロザリオは、殺してあげるとすすり泣きながら囁く。

　娘にそんなことを言われたというのに、彼女はまるで反応を見せない。

　空を見上げたまま、ピクリとも動かない。

　まるで、もう既すでに死んでいるかのように。

　だが、死んでいるはずがない。

　なぜならこの世界はウルティマラティオに支配されている。老衰以外で死んでも生き返ってしまう。

　ゆえに、こんな若々しい死体などありえない。

「あー」

　ようやく声がした。唸り声だった。

　意味など微み塵じんもない。

　なぜならロザリオの母は、とっくの昔に人間ではなくなってしまったから。

「お母様……」

　母の口からヨダレが垂れていた。それをハンカチで拭き取りながらロザリオは嗚咽する。

「うー」

　ロザリオはかつて性せい奴ど隷れいだった。

　母も性奴隷だった。

　きっと祖母も性奴隷だったはず。

　美しい性奴隷と性奴隷を交配させてより美しくする遊びは、趣しゆ味みの悪い貴族たちでは常識だった。なにもホルヴェーク伯爵領が特別異常というわけではない。あんなものは世界各地にある。

　ロザリオの母は、心が壊れている。

　娘の頭ず蓋がい骨こつを切開し、脳をスプーンですくって皿に盛りつけるよう貴族に命令され、実行している最中に発はつ狂きようした。ロザリオが四歳さいのときだった。

　だから彼女は肉の人形。呼吸はしているが人間ではない。

　死んで初めて人間の死体になることが出来るのだ。

　――綺き麗れいなまま殺してあげる。

　それがロザリオの願いの一つ。

　禁忌呪文チート・コードでウルティマラティオをハッキングし、母の心臓に杭くいを打ち込んであげるのだ。





△






　キャロルがロザリオと出会ったのは、たしか八年ほど前。

　その場所は奴隷牧場と呼ばれていた。

　まあ、ホルヴェーク伯爵領と似たような場所だった。

　今のロザリオが十四歳だから、当時は六歳ということになる。

　なかなか壮そう絶ぜつな場所だったらしい。

　もっともキャロルは地面の下で寝ていたので、ロザリオから聞いた話でしか知らない。

　ただキャロルは、ロザリオの叫さけびで目覚めた。

　この世界を呪う悲鳴に導かれて地上に出た。

　それだけは間ま違ちがいない。

　とても悲痛だったのに、いや、悲痛だったからこそ、愛おしかった。

　――ボクはこの人のことが好き。

　覚醒して初めて抱いだいた感情がそれ。今もまるで変わらず、逆にそれ以外のことを思ったことがほとんどない。

　ロザリオを地じ獄ごくから救い出し、図書館を与あたえた。

　しかし、どうやらロザリオはまだ地獄の続きにいるらしい。

　今も必死にもがいている。

　そんな姿がたまらなく可愛らしい。

　彼女の絶望も希望も全てが素敵だ。

　――ボクはあなたがどうなろうと、ずっとそばにいます。そばにいるだけです。止めたりはしません。導きもしません。ありのままの姿が好きです。ロザリオ。

　肉の人形になってしまった母親にすがりつくマスターの後ろ姿を見つめながら、キャロルはいつものように微ほほ笑えむ。





△






　――私。まだ生きてる、の……？
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　目を開けたとき、ヘルミーナが最初に感じたのは失望だった。

　アマデウスに飲み込まれて、死ぬことが出来たと思ったのに。

　しかし思えば、ヘルミーナはその前に、青い刃をその身に受けていた。

　そして神しん殿でんで蘇よみがえってしまったと、そういうことなのだろう。

　だが、ホルヴェーク伯爵領の神殿は、アマデウスに消されたはずだ。

　蘇りは最も近い神殿で行なわれるというルールから考えて、ここはホルヴェーク伯爵領のすぐそばだ。

　それにしても、こうして蘇ったということは、ロザリオの禁忌呪文チート・コードの実験が完全に失敗だったということになる。

　アマデウスが現われなくても、彼女の目的は達成されていなかったのだ。

　――死にたかったのに。

　心の中で呟いてから、ヘルミーナは愕然とする。

　自分は殺したかったのではなく、死にたかったのか、と。

　確かにあの写真を見た瞬しゆん間かん、この世界の全てを呪ったつもりになっていた。

　ロザリオはその怨おん念ねんが欲ほしかったようだが、何の事はない。

　怨念は世界ではなく、自分に向かっていたのだ。

　これではロザリオの実験が失敗して当然だ。

　そしてヘルミーナがようやく自覚した自殺衝動を満たす方法も失われてしまった。

　ナイフで心臓を刺さしても、崖がけから飛び降りても、神殿で復活してしまう。

　なんて皮肉な話。

　結局、誰も得をしないまま終わってしまった。

　――本当に消えてしまいたい。

　もうこの世界に自分のことを気にかけてくれる人なんて、きっと誰もいないだろうから。





△






　一人の女性が馬車に乗り、街かい道どうを進んでいた。

　帝都にあるホルヴェーク伯爵の屋や敷しきで働いていたメイド、テレジアである。

　テレジアの目的は、行方ゆくえ不明になったヘルミーナを探すこと。

　もちろん警察に捜索願は出している。しかし、いつまでたっても見つからないのだ。

　誘ゆう拐かいされたなら脅迫状が届くはずだし、怪け我がをして動けないのだとしても警察が見つけてくれるだろう。

　もしや、一人で領地に行ってしまったのでは？

　そう思ったテレジアは、ヘルミーナがいなくなってから三日後に帝都を出た。

　なにせ仕える相手がいないのだ。

　屋敷にいても意味がない。

　そしてホルヴェーク伯爵領に行ってみたのだが――なぜか帝国騎士団によって封鎖されていた。

　テレジアは、自分がホルヴェーク伯爵の屋敷で働いているメイドであり、伯爵とその夫人に会いに来ただけだから通して欲しいと訴えた。

　すると騎士は、ホルヴェーク伯爵領にてモンスター大量発生事件が起きたと語る。ちなみに領内では、伯爵もヘルミーナも発見されていないという。

　何とも恐おそろしい話だが、ヘルミーナがいないなら後回しだ。

　アテは全くないが、とにかく探さなければ。

「ヘルミーナ様……あなたはどこに行ってしまったのです……」

　テレジアは空を見上げる。

　いつもヘルミーナはボンヤリと空を眺ながめていた。

　今もどこかで同じ空を見ているのだろうか？

　もう叱ったりしないから、お願いだから帰って来て欲しい。

　もしかしたら、このままずっと――そんな不ふ吉きつな予感を覚え、テレジアは首を振る。

　きっと、どこかで迷子になっているだけなのだ。

　早く見つけてあげないと。

　テレジアは地図を広げ、もよりの神殿を探す。

　行方不明者は、おおむね神殿で見つかると相場が決まっている。

　しらみつぶしに探せば、きっと。







エピローグ







　ドルツァー帝国の帝都グラーベリンと、オーガスタ王国の王都リッデルザールは、鉄道で繋つながっている。

　蒸気機関車で約二日の距きよ離りだ。

　リッデルザール駅のホームに降り立ったエイジたちは、グッと背せ伸のびをして長旅で疲つかれた体をほぐす。

「あぁ～～、久しぶりの故郷の空気は美味おいしいわ！」

　ララセルは深呼吸をくり返し、王都の空気を胸一いつ杯ぱいに吸い込んでいた。

　まるで何十年かぶりに帰って来たような様子だ。年寄り臭いなぁ、とエイジは思ったが、そんなことを口にすると騒ぎ出すので我が慢まんする。ララセルをからかうのは楽しいが、人で溢あふれる駅でやるのは流石さすがに羞しゆう恥ち心しんが邪じや魔まをするのだ。

「空気じゃお腹なか一杯にならないよ」

　そしてテンコがお腹をさすりながらエイジの服を引っ張ってくる。早く何か食べさせろということだ。

「分かった、分かった。王宮に行ってクラリッサ様に何か食べさせてもらおうな」

「たりきほんがん」

「お前に言われたくないなぁ」

「一本取られた。流石はマスター」

　テンコは何やら嬉うれしそうに耳を動かす。とりあえず撫なでておこう。

「あっ、ずるい！　私も！」

　ララセルがぷんすか怒おこりながら詰つめ寄ってきた。しかし、何に対してずるいと言っているのだろう？

「テンコを撫でたいのか？　それとも俺おれに撫でられたいのか？」

「え、それは……両方？」

「……欲深い奴だなぁ」

「う、うるさいわね！　早く行くわよ！」

　むきーっと肩かたを怒いからせて、ずんずんと歩いて行くララセル。

　本当に面白い奴だ。

　しかし、いつまでも面白がってもいられなかった。

　ララセルに続いて駅から出ると、何と王宮の方角から白い煙がもうもうと昇っているではないか。

「まさか火事か……!?」

　ララセルという最強騎士の留守を狙い、王宮に対してテロ活動が行なわれた――そんな疑惑がエイジに走る。

　だが道行く人はのんびりした様子で、特に気にかけた様子もない。

「ああ、何だ、あんたら知らないのか？　王宮の敷地に温泉が湧いたんだぞ」

　そう親切な人が教えてくれた。

　あまりにも平和というか間抜けな答えに、そんな馬鹿なとエイジとララセルは耳を疑った。この目で確かめねば信じられない。

　急いで王宮に向かうと、そこには本当に緑色のお湯が噴き出しており、そして何やら工事が進められていた。

　しかも指揮しているのは、ドレスを着た女性だった。

「ああ、エイジ様！　そしてララセルにテンコ。お帰りなさい。思ったよりも早かったのですね。収しゆう穫かくはありましたか？」

　なんとそれは、この王国の女王陛下、クラリッサ・オーガスタその人である。

　なぜだか手に図面を持ち、黄色いヘルメットを被かぶって、すっかり現場に馴な染じんでいた。

「あ、はい、まぁそれなりに……いや、それよりもクラリッサ様。その格好は一体？　そしてどうして温泉が？」

「どうして、と言われましても。エイジ様たちが出発したあとすぐにお湯が噴き出したのですわ。きっと先日の戦いで地下の様子が変わったからでしょうね」

　確かに、あのときは巨きよ人じんが地面を割って飛び出したり、衛星軌道からマイクロブラックホールを撃うち込んだりと、大騒ぎだった。

　温泉の一つや二つが噴き出しても不思議ではない。

「なるほど、温泉のほうは分かりました。それで浴場を作ろうというのも分かります。しかし、なぜクラリッサ様が現場監督を……」

「あら。これはコスプレですわ。本物の監督はちゃんといます」

「そうですか。安心しました」

　てっきり無茶な指示を出して邪魔をしているのかと思ったが、ヘルメットを被って気分に浸っていただけらしい。

「もう。陛下ったら私たちを働かせて自分は遊んでいるなんて……酷ひどいですよ！」

「まあ、ララセル。そうは言いますけど、わたくしはお飾りの女王ですから。せいぜい、私費で公衆浴場を作り、市民に開放するくらいしか出来ることがないのです」

　クラリッサ女王は達観した笑え顔がおを浮うかべる。

　このオーガスタ王国は既に議会政治となっているため、王の実権は無に等しい。

　もっとも、この王宮を含ふくむ資産はそのままなので、金の力にものを言わせて動くことは出来る。

　巨人とアマデウスの出現により、約二千世帯の建物が崩ほう壊かいした。王都全体から見れば極一部だが、それでも家や職場を失った者たちからすれば、大変なことなのだ。

　クラリッサ女王は莫ばく大だいな寄付を行ない、その復興作業を急がせているという。

「あんなことが起きたばかりですからね。王都の皆みな様さまには、せめて温泉にでも浸つかって、リラックスしていただきたいですわ」

「陛下……私、陛下の気持ちも知らないで……申し訳ありません！」

　女王の国民を思う心に感動し、ララセルは頭を下げる。

　エイジも感動していた。

　ドルツァー帝国で嫌いやな思いをしてきただけに、高貴な者ノブレス・オの義務ブリージユを何の見返りもなく実践する彼女の姿は清すが々すがしい。

「クラリッサ、えらい。なでなで」

　テンコは背伸びをし、女王陛下のやんごとなき頭に手を伸ばす。

「ありがとうございます、テンコ。なでなで」

　クラリッサ女王も微笑んで、テンコの頭と耳を撫で回す。

「さて。それでは工事は一時中断して……わたくしと温泉に入りましょう、エイジ様！　裸はだかのお付き合いですわ！」

「はい？」

　せっかくエイジがクラリッサに尊敬の念を抱いていたのに、それをぶち壊すようなことを言い出した。

「ですから！　この浴場はご覧の通り、浴槽は完成しています。屋根はこれからですが、露ろ天てん風ぶ呂ろとして楽しみましょう！」

「あのですね、クラリッサ様。女王陛下と一いつ緒しよに風呂に入ったりなんかしたら、俺は殺されてしまいますよ。特にほら。すぐとなりに怖こわい人がいる」

　エイジが視線を向けた先には、目と眉まゆを吊り上げる女騎士がいた。

「そのとおりですよ陛下！　裸の付き合いだなんて……ふざけないでください！」

「ふざけてなどいませんわ！　ララセルこそ、二週間もエイジ様と楽しい旅をして……うらやましいですわ！」

「楽しいこともありましたけど、おおむね厳しかったです！　陛下じゃ絶対に耐たえられない旅でしたよ！」

　クラリッサとララセルは顔を近づけ、ガンを飛ばし合いながらギャーギャーと騒ぐ。

　この二人、本当に仲がよい。

　見ていてとても微笑ましい気分になる。

「テンコも温泉、はいりたい」

　不意にテンコが、クラリッサの袖を引っ張り、そんなことを言い出す。

「あら、テンコ。そうですか？　テンコが温泉に？　まぁ、どうしましょう。それはそれで素敵ですわぁ」

「温泉に入るテンコちゃん……可愛い！　絶対に可愛い！」

　そして二人は喧けん嘩かをやめてしまい、一緒にテンコを抱きしめ、左右から頬ほおずりする。

　テンコは顔をむにむにと変形させられ、とても迷めい惑わくそうである。

　が、迷惑をかけている二人は大変楽しそうだった。テンコもそれを分かっているのか、文句一つ言わない。実にいい奴やつだ。

「というわけで、皆で温泉ですわ！」

「そうね、そうしましょう！」

「ん。マスターも一緒に」

　結論が出たらしい。三人娘の視線がエイジに集中する。

「……俺もかよ」

　いいのだろうか。彼女らがいいのならエイジとしてもやぶさかではないが、しかし、やはり問題がある。

　そもそもエイジの理性が耐えられるか自信がない。

　むしろ無理だと断言できる。

　だが、ここで断るのはもったいない。

　男として一生後こう悔かいするだろう。

　ああ、悩ましい――。

　というエイジの悩みは杞き憂ゆうであった。

　クラリッサが工事の人たちを帰したのち、「こんなこともあろうかと」などと言って、どこからともなく全員分の水着を出してきたからである。

　安心したと言えば安心したし、残念と言えば残念だ。

「あらあら。どうしたのですかエイジ様。そんなため息など吐ついて。まさかわたくしたち、裸のほうがよかったですか？」

　クラリッサはエイジのそばに寄り添い、耳元でそっと囁く。

「……いや。水着で安心しましたよ。クラリッサ様は初めからこのつもりで？」

「いいえ。エイジ様と二人っきりなら裸でしたよ。もっとも、そんな展開にはならないだろうとは思っていましたが。ああ、しかし、エイジ様がどうしてもわたくしの裸を見たいというのであれば、あとで二人っきりで」

「遠えん慮りよしておきます」

　エイジがそうキッパリ断ると、女王陛下は頬を膨ふくらませ、ぶーぶーと怒り出す。

「エイジ様ったら本当に淡たん白ぱくなんですから。女のほうから攻めているのですから、殿方なら喜んでください！」

　そしてエイジの腕にむにっと柔やわらかいものが押おしつけられた。

　オーガスタ王家の血統が生み出した、たわわな巨乳である。

　しかもそれは今、極きわめて際きわどいギリギリな感じのビキニに包まれており、ある種の凶きよう器きとして研とぎ澄すまされている。押しつけられて平静を保っていられる男はいないだろう。

「あのクラリッサ様……勘弁してくれませんか」

「ええ、どうしてですの？　エイジ様のここは元気になっているみたいですよ？　ふふ、正直で可愛い」

「なっ!?」

　クラリッサの手が、湯の中でエイジの下半身に触ふれる。

　温泉の成分が濃こく、透明度が低いため、外からは見えないはずだ。だが、触さわられている者にとっては、それ以外のことを考えられない。

　何ということをしてくれるのだ、この女王は。ここにはララセルとテンコもいるというのに。

「……セクハラですよ、これは」

「まあ、そうでしょうか？　むしろ、こんな凶暴なものを大きくさせているエイジ様こそがセクハラなのでは？　いけない人ですわ……」

　王族のくせに、どこでこんなセリフを覚えてくるのかとても疑問だ。

　聞いているほうが恥はずかしくなってくる。

　もっともクラリッサ自身もかなり無理をしているようで、ときどき声が震ふるえていた。それなら止めればいいのにと思うのだが、ここまで言ってしまった以上、引っ込みがつかないのかもしれない。

　しかし大だい丈じよう夫ぶ。ここには女王の暴走を止めてくれる、怖い騎士がいるのだ。

「ちょっとそこの二人！　くっついて何をしているのよ！　あやしい！」

　案の定ララセルが、エイジとクラリッサの前に腕を組んで立ちはだかった。

　彼女もクラリッサほどではないが露出の多いビキニなので目のやり場に困るが、心強い味方なのは確かだ。

「ナニって、それはですね……」

「おい、ララセル。お前、近この衛え騎き士しなんだから女王の行動には責任を持てよな。はやく俺から引きはがせ」

「何で私が来るまで待ってるのよ。そんなの自分でやればいいでしょ！」

　言われてみればそのとおりだ。全くの正論。だが、それが男の悲しい性さがである。いくら理性で駄だ目めだと分かっていても、体が喜んでしまうのだ。

「じゃあララセル。俺がこのままでいいと言っていたら、お前は受け入れるのかよ」

　友人として、そして近衛騎士として、エイジのような風ふう来らい坊ぼうにクラリッサが身を寄せるのは許せないはず。そんなララセルの感情に付け入るセリフを言ってみたのだが、予想以上に効いてしまった。

　ララセルは顔を真っ赤にし、クラリッサの両肩を鷲わし掴づかみにし、そしてぶん投げた。

「ふんがー」

「あーれー」

　クラリッサ女王陛下の御身は空高く舞い、やがてお湯の中にぽちゃんと落下した。

　その水しぶきが端はしっこでくつろいでいたテンコにかかり、彼女はむすっとした声を出す。

「……うるさい」

「あ、テンコちゃんごめんなさい……」

「分かればいい。温泉は静かにする。そして手ぬぐいは頭の上に。これが鉄則」

　その言葉通り、ワンピース水着を着たテンコは、狐きつね耳みみと狐耳の間に折りたたんだ手ぬぐいを載せ、ちょっぴり得意げな顔だった。

「ああ、テンコ……なんと可憐な……」

　水中から浮上してきたクラリッサは、ぽわわんと狐耳幼女に見とれる。

　実際、温泉に浸かってくつろぐテンコの可愛かわいさは普ふ段だんの五割増しだ。

　エイジも見とれる。ララセルも一いつ緒しよに見とれる。

　見とれている内に、いつの間にか空が夕焼けになっていた。

　やはり、テンコの可愛らしさには誰だれも勝てないのである。

「で、気が付いたら夕方ですが。そろそろドルツァー帝国での調査報告をしていいですか？」

　いち早くテンコの魔ま力りよくから脱出したエイジは、クラリッサ女王に向かって切り出した。

　すると彼女もハッと気が付き、空が赤くなっていることに驚おどろき慌あわてる。

「もう、駄目じゃないですか、テンコ。またわたくしを誘惑して！」

「テンコ、そんなことしてない」

　女王陛下の理不尽な言葉に、テンコは口をへの字に曲げた。

「クラリッサ様。そこでテンコと絡むと、時間の流れが再び加速するのでやめておきましょう。それで単刀直入ですが、ドルツァー帝国で黄金の夜明けゴールデン・ドーンとの接触に成功しました」

「接触どころか、がっつり戦せん闘とうまでしたわよ！」

　エイジとララセルは温泉に浸かったまま、ドルツァー帝国での出来事を報告する。




　帝都にあるホルヴェーク伯はく爵しやくの家では、ヘルミーナに会えたが伯爵は留守だったこと。

　直接ホルヴェーク伯爵領に向かうと、そこにはモンスターの群れがいたこと。

　そのモンスターは黄金の夜明けゴールデン・ドーンが操る空中戦せん艦かんによってバラまかれていたこと。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンが『殺人』を可能にする実験を行なっていたこと。

　その実験は失敗だったらしく、アマデウスが出現したこと。

　アマデウスによってホルヴェーク伯爵が死んでしまったこと。

　アマデウスを倒たおしたあと、地中から怪しげな黒いボールを拾ったこと。

　そのボールは黄金の光を放っており、三十年前の事件と関係していそうなこと。




　始めから終わりまで、かなり詳くわしく語った。

　ただし、ホルヴェーク伯爵が行なっていた残虐な遊びについては口を閉ざす。そんなものをクラリッサ女王の耳に入れても、意味がないからだ。

「そうですか……ホルヴェーク伯爵がアマデウスに……そのことをヘルミーナは？」

「いいえ……俺たちが知らせなくても、いずれ知ることになると思うので……」

「まあ、そうですね。急いで嫌な思いをさせる必要もないでしょう……」

　そう呟き、クラリッサ女王はお湯で顔を洗った。

　泣いているのを誤ご魔ま化かしたのかもしれない。

　なにせクラリッサはヘルミーナの友人だ。彼女らの結けつ婚こんを心から祝福していた。そしてヘルミーナがどんなに夫を愛していたかを、エイジなどより遥はるかに知っている。

　しかし友人の幸せな結婚生活は、一年と少しで壊れてしまった。

　我が事のように涙を流すだろう。

　やはり、ホルヴェーク伯爵の所業は秘密にしておくべきだ――と、エイジとララセルは目配せする。

「それにしても。黄金の夜明けゴールデン・ドーンの実験を妨害し、アマデウスを倒したのは快挙ですが……情報を仕入れるという意味では、黒いボールを除けば空から振ぶりという感じですね」

「おっと。それは早計ですよ。たしかに黄金の夜明けゴールデン・ドーンは逃しましたが、連中、足跡を消していく余よ裕ゆうまではありませんでしたからね」

「え、しかしエイジ様。足跡もなにも、全てはアマデウスによって消滅してしまったのでは？」

「伯爵の館の周りはね。しかし、そこから離れた場所にも奴らの痕こん跡せきがあるんですよ。ほら、モンスターを空からバラまいていた空中戦艦。その残ざん骸がいです」

　叢むら雲くもを直ちよく撃げきさせたおかげで、原形がないほど木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまった。

　地上に落ちていたのは、本当に小さな破は片へんばかりで、船体の構造などは全く分からない。

　だが、材質は分かった。

　工こう房ぼうで分析した結果、それは超合金『日緋色金ヒヒイロカネ』であると出たのだ。

　耐衝しよう撃げき。耐引張。耐熱。耐腐ふ食しよく。耐魔ま法ほう。

　あらゆる強度が超一級。実のところ、エイジの作った各種兵器にも使っている合金である。

　もっとも日緋色金ヒヒイロカネという名前はエイジが勝手に付けたものだ。

　工房にあったデータから再現しただけで、実際の名称は分からない。

「どうやらテンコが管理している工房と空中戦艦は、起源が同じようですね」

「起源が同じ……それはつまり……」

「原初の魔ま法ほう使つかい、クリスチャン・ローゼンクロイツ」

　すなわち、ウルティマラティオと制作者が同じである可能性が高いということだ。

　しかし、エイジたちはローゼンクロイツについて、ほとんど何も知らない。

　彼かれはこの世界に無数の痕跡を残しておきながら、自分については何も残さなかった。

　破壊の日ブロウクン・デイ以前の人物。ウルティマラティオを作った人物。テンコを作った人物。

　ただそれだけ。

　出生も、容姿も、性格も、目的も、何もかも知らないまま、人は彼を神格化している。

　もしかしたら黄金の夜明けゴールデン・ドーンならば、エイジたちよりは詳しいのかもしれない。なんにせよ、引き続き、奴らを追いかける必要があるだろう。

「幸いにも俺は、日緋色金ヒヒイロカネについて少しばかり知っています。あれは特殊な波長の電磁波を出していますから。近くにあればすぐ分かります。それと、空中戦艦から出ていた音は、王都に現われた巨人と同じ音でした。確実に、同型の蒸気機関を積んでいます」

「つまり、その音を探せば黄金の夜明けゴールデン・ドーンの居場所が分かるってことね、エイジ」

　テンコの耳をムニムニして遊んでいたララセルだが、話はちゃんと聞いていたらしく、要点をまとめてくれた。

「そういうことだ。ということでクラリッサ様。広こう範はん囲いをスキャンするために、八や咫た烏がらすを地上に降ろして改造したいのですが。オーガスタ王国でやっていいですか？　もちろん街中ではなく野原とかで」

「ええっと……八咫烏というのは、エイジ様がいつも格好良く召喚している兵器を搭とう載さいした航空プラットなんとかですよね？」

「航空プラットフォームです。そこまで覚えたなら最後まで覚えましょうよ」

「今覚えましたわ！」

　クラリッサ女王は、いまいち分かっていない顔で頷うなずいた。

「街に影えい響きようがないというのであれば、何をしてくださっても構いませんわ」

「ありがとうございます」

「たとえば、わたくしの寝しん室しつに夜よ這ばいをしてくださっても構いませんわ……！」

「構いますよっ！」

　その瞬間、ララセルの近衛騎士チョップが女王陛下の後頭部に炸さく裂れつした。

「あいたたっ！　酷いですよララセル。さては今度こそ謀む反ほんを起こすつもりですね。わたくしは屈しませんよ！」

「いい加減に屈してください！　エイジがドン引きしてるのが分からないんですかっ？」

「まあ、ララセルったら何を真ま面じ目めぶって。本当に好きなら、押して押して押しまくるだけですわ。ララセルだってエイジ様が好きなら、もっとガンガンに行けばいいでしょう。二週間も一緒に旅をしていながら手を出さなかったくせに、わたくしの邪魔をしないでくださいまし！」

「て、手を出すとか、何を言って……私は別にエイジのことは別に！」

「嘘うそをついても無む駄だですわ！　わたくしは知っているんですよ。ララセルがエイジ様を想うあまり、夜な夜な一人で――」

「ああ、あああああっ！」

　クラリッサ女王が何かを言おうとしていたのだが、その口をララセルが塞ぎ、そして力一杯お湯に沈めた。

「ゴボ、ゴボボボボボボッ！」

　水中から盛大に泡あわが昇ってきた。クラリッサは手をばたつかせ、必死にもがいている。見るからに苦しそうだ。が、ララセルは手を放さない。

　やがて泡が消え、手も動かなくなったところで、ようやく近衛騎士は女王陛下を解放した。

「ふう。悪は滅びたわ」

　クラリッサの体がぷかーと浮かんできた。しかし動かない。まるで水死体だ。

　蒼そう白はくな顔を空に向け、白目を向く。

「つんつん」

　テンコがその頬を指先でつついた。すると突とつ然ぜん、口からぴゅーぴゅー温泉を噴き出した。どうやら生きているらしい。一安心だ。

「しかしララセル……どんな秘密を守りたかったのか知らんが、女王かつ親友を窒ちつ息そく寸前まで追い込むとは……いくら何でも酷くないか？」

「う、うぅ……だって、それは……エイジが悪いのよ！」

「は？　なぜ俺が？」

「うるさいわね、この鈍どん感かん男！　あんたがもっと察してくれれば、私だってこんな苦労しなくて済むのよぉ！」

　ララセルは涙なみだ目めになりながら、温泉の湯をバシャバシャとエイジにかけてくる。

　これではまるで、好意に気付いてもらえない女子が、怒って癇かん癪しやくを起こしているみたいだ。そんはずはないのだが、しかし念のために聞いてみよう。

「ララセル……お前まさか……俺のことが好きだったり……するのか……？」

「え、それは、えっと……そんなはずないでしょぉぉぉっ！」

　夕焼けの王都に絶ぜつ叫きようを広げ、ララセルは女王陛下の御身を抱かかえてどこかへ走っていく。

　唐とう突とつすぎて行動が読めない。

　しかし、本人の口から確かく認にんしたのだ。

　好きではない――と。

　これは間違いない。誤解の余地もない。

　ララセルの行動が説明できなくなってしまうが、とにかく愛だの恋こいだのとは無む縁えんなのだ。それはハッキリしている。

「マスター、マスター。お腹が減った」

「お、そうか。じゃあそろそろ上がって夕飯にするか。きっと誰かが何かを用意してくれるだろう」

「ん。楽しみ」

　エイジとテンコは温泉から出て、王宮に向かう。

　そして何だかんだ言いながら、ララセルがまたカレーライスを作ってくれた。

　しかも今日はシーフードカレーである。

「別にエイジを喜ばせたくて作ったんじゃないからね！」

　そんなララセルの叫さけびとは裏腹に、エイジは大層喜んだ。
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あとがき







　どうもお久しぶりです。ツガワトモタカです。

　今回のあとがきはページ数が少ないので楽でいいですね。

　謝しや辞じを書くだけで埋まってしまいますよ。ずっとこうならいいのに！

　一応、表紙のテンコが可愛いというネタでページを埋めようか、とか考えていたのですが、その必要もなさそうです。

　いやぁテンコ可愛い。テンコ天使！

　さて、いつもお世話になっている編集のＮさん。そして今回も可愛いイラストを描いてくれた村むら上かみゆいちさん。その他、この本にかかわった全ての人に感謝です。

　そしてもちろん一番の英雄は本を買ってくださる読者の皆様です。

　ありがとうございました。またの機会にお会いしましょう。

　それでは！
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